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は じ め に
　東近江市民のみなさまには、日ごろより地域福祉の
推進にご尽力いただいておりますことに深く敬意を表
しますとともに、東近江市社会福祉協議会にご理解と
ご協力を賜っておりますこと、心より感謝申し上げます。
　この度、第３次となる「地域福祉活動計画」を策定し、
これからの５年間の福祉のまちづくりの目標や取り組
みの指針を定めました。今後、この計画にそって、東
近江市の地域福祉を推進することとなります。
　平成25（2013）年に第１次の計画を策定して約10年となりますが、当時よ
り、つながりの希薄化を背景に、「福祉」は特別なことではなく、私たち皆のし
あわせへの願いをかなえていくものとして、「つながりと　地域愛でつくる　ふ
だんの　くらしの　しあわせ」をスローガンに、歩みを進めてまいりました。
今回も、不変のテーマとして、スローガンに掲げています。
　この10年の間に、新しいつながりや課題解決に向けた取り組みも生まれた
一方で、つながりの輪の中に入れずにいる人が存在することもまた事実であり、
私たちは、改めて、一人の孤立も生まない社会の実現を目指します。
　あわせて、新型コロナウイルスの感染拡大により、生きづらさを抱える方が
たくさん生み出され、私たちにとっては「つながり」の大事さや、あり方を見つ
めなおす機会となりました。様々な人や考えがあることを知り認めあうこと、
人と人の支え合いによって成り立つあたたかな地域づくりは、まさに東近江市
社会福祉協議会の基本理念であります「ともに生き　安心して暮らせる福祉の
まちづくり」そのものであり、覚悟をもって計画の推進に臨むものです。
　この計画の推進にあたっては、住民の皆さまをはじめ、行政、関係機関・団体、
福祉施設、企業などの皆さまの協力が不可欠であり、なお一層のご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、コロナ禍において、計画の策定にご尽力いただきました策定委員の
みなさま、各地区の策定メンバーのみなさま、アンケートや懇談にご協力いた
だいた多くのみなさま方に、心より感謝申し上げます。

　令和４年６月
� 社会福祉法人　東近江市社会福祉協議会　会長　大塚　ふさ
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プロローグ

　地域福祉活動計画は、たくさんの方の参画と、地域に対する熱い想い
により完成しました。
　プロローグでは、策定委員のみなさんからいただいた「策定委員会に参
加しての感想」や「地域福祉活動計画で叶えたいこと」、「私の願い・思い」
などのメッセージを掲載します。

策定委員からのメッセージ



「どうしましたか？」と声かけできる地域づくりにむけて
　私は、平成25（2013）年３月に策定された第１次の地
域福祉活動計画の時から策定委員会の委員長を務めさせ
ていただいています。
　計画策定の業務としましては平成23（2011）年の５月
からになりますので、11年余りの間東近江市のみなさん
と関わっていることになります。
　人口は、「定住人口」と観光などに訪れる「交流人口」に分
けられますが、最近では「関係人口」というカテゴリーの
存在が注目されています。定住していたり、通勤や通学
をしていたりするわけではないけれど、地域と強い関係
を持った人のことを指します。そうしたことからすれば、
私も東近江市の「関係人口」の一人といえそうです。そして、関係人口という概念には、地域
外の人も地域のみなさんと一緒に地域づくりに関与することで、地域を活性化していこうと
いう含みがあります。この計画を通じて、そうした「関係人口」を増やし、それが自然と「定住
人口」の増加へとつながるような取り組みができればと思います。
　ところで今日のコロナ禍では、それまで順調に働いていた人が職を失ったり、精神的にも
調子を崩したり、サロンなどの活動への参加が制約されることでフレイル（加齢による心身の
老い衰え）が進んだりということがあります。こうしたことを踏まえると、生活が困難になる
かどうかは、その人の生活状況によるといえます。逆にいわゆる支援を必要とする状況にあ
るとされる人たちが、たとえば障がいや認知症がある人たちが集い、仲間として支え合うこ
とで、支援する役割も担っていることもあります。
　地域福祉という場合には、地域の中でさまざまな理由で困難な状況に置かれている「地域住
民」の暮らしを支えるという側面と、地域住民がさまざまな活動を展開することで、より暮ら
していきやすい地域に変えていくという側面があります。「暮らしを支える」とか「地域を変え
ていく」というと大仰（おおぎょう）な感じもします。でも、それは必ずしも顔見知りではなく
ても辛そうな人を見かければ「どうしましたか」と声を掛けたり、相談できる人が身近にいた
りするようなコミュニティにしていくというような意味です。コミュニティとは、“私たち”と
実感できるような他者との関係の集合体です。地域福祉はそうしたコミュニティづくりの取
り組みです。それだけに福祉という場合の「特別感」を少なくし、自らの人生や生活に引き付
けて考えることが大切です。
　この計画を手にしているみなさんは、きっと「どうしましたか」と声を掛けられるような人
たちだと思います。お節介になるかもしれませんが、そうした住民を増やしていくことが暮
らしやすさにつながるといえます。そして、同時に自ら困っているときに「助けて」といえる
ような関係があること、そのような地域であることが、実は暮らしを支え、暮らしやすい地
域にしていくためには重要になるといえます。
　“どうしましたか（Can I help you?）”と声掛けができ、“助けて（Help me）”と気兼ねなく言
える。そんな温かい関係に包まれた地域にしていきたいですね！！

� 第３次東近江市地域福祉活動計画策定委員会　委員長　松端�克文

東近江市のさらなる地域福祉活動の推進に向けて
　第３次東近江市地域福祉活動計画が策定されました。
この計画は2022年から５年間の東近江市の様々な福祉活
動を推進するための方針やビジョンが示されています。
コロナ禍の時代において、計画策定の方法について、対
面形式かオンライン形式で進めるのがよいか悩みました。
感染リスクだけを考えれば、書面会議やオンライン等の
方法も考えられます。しかし、地域で暮らしている方の
声を聞き、それを活動計画として描くには、直接人々が
出会い、対話し、交わらないといけないと感じ、感染対
策をしっかりしながら、可能な限り対面方式にこだわり
進めていきました。
　決断した社会福祉協議会、そして、それに合意し共に進めていってくださった策定委員の
方々にも敬意と感謝の意を表します。
　この計画にはいくつかの特徴があります。一つは、徹底的な話し合いを基本としている点
です。これまでの活動計画でも大切にしてきたことですが、策定委員会を多様な人々の協議
の場として設定しました。他市では、各種団体のリーダーのみが出席し、事務局が資料を準
備しそれを承認する事が多いですが、実際に活動されている方、施設職員、当事者、企業で
働かれる方など、多彩な人々が集い、小グループに分れ、これまでの計画の成果や課題を基
礎にしながら、話し合いを進めました。時間もかかりなかなか先に行かないもどかしさはあ
りますが、少しずつ着実に進めてきました。
　もう一つは、小地域住民福祉活動計画をセットに策定している点です。東近江市全体の地
域福祉活動のあり方を示すと同時に、小地域、すなわち14地区の計画を策定しそれらを重ね
合わせて、東近江市地域福祉活動計画として位置づけています。地域福祉を進める際には、
できるだけ私たちの生活に身近なエリアで考えることが重要です。一方で、行政計画として
の地域福祉計画も策定されていますが、この３つの計画が有機的に結びつきながら、同じ方
向性で展開される事で、東近江市の地域福祉が推進されるのだと思います。
　計画づくりは、策定もさることながら、それをどの様に実行に結びつけていくのかが重要
です。本計画でも新たなチャレンジをする取り組みも描かれています。社会福祉協議会や行
政だけがするのではなく、地域の皆さんの参画と協働で取り組まれていくことが大切です。
これを手に取ってくださったあなたが、東近江市（あるいは、住んでいる地域）に目を向け、
より良いまちを創るために、一緒に考えてくださることを期待します。

� 第３次東近江市地域福祉活動計画策定委員会　副委員長　金田�喜弘



～策定委員のみなさんより～ （敬称略・順不同）

　今回策定委員会に参加することで、多くの事を学ばせて頂きました。
あらためて地域の力の大きさ、大切さを感じ、多くの方々とお話する
機会を与えて頂いたことが、私にとっても大きな財産になりました。
私一人で出来ることは何もありませんが、これからも横の繋がりを大
切にしながら、自分の出来ることを一つでもさせて頂きたいと考えます。
　今後、地域に眠っている素晴らしい資源を発掘し、繋げ・発信し、
住みやすい街づくりにしたいですね。

� まちつなぎ八日市（八日市地区第２層協議体）　中川�裕雄

　今回、福祉活動計画策定に多くの方々が携わっておられることを初
めて知ることになりました。さまざまなお仕事をされている方のご意
見は非常に貴重なものであり、自身の気づきの機会となりました。福
祉は、「助け合いの精神」で出来ており、市民一人ひとりが、少しのチカ
ラを出し合い、共同することで、誰もが住みやすい東近江市になれば
良いと感じました。参加させていただき、ありがとうございました。

� パナソニックホームズ株式会社　　　　　　　　�　�
� パナソニックホームズ労働組合湖東支部　西関�正弘

　第３次東近江市地域福祉活動計画の策定委員として全７回の委員会
に入らせて頂き、様々な分野の方と東近江市の未来を見据えて協議が
できたこと、新たな気づきも得ることができ私自身の宝となりました。
　活動計画の作成にあたっては、策定委員の意見を丁寧に一つ一つ拾
い上げてくださった社会福祉協議会の皆さんには感謝の気持ちで一杯
です。完成した活動計画を、今後は羅針盤として、地域活動の実践の
場で活かしていくようにさせて頂きます。

� NPO法人加楽　楠神�渉

　策定委員の皆様とのお話の中で、「支援」や「援助」など分かりにくい言
葉を平気で使う自分に気づきました。専門職として委員に任命されま
したが「ふだんのくらしのしあわせ」を創造するのは、地域に住む私な
のだろうと、委員会へ参加する度に感じました。
　地域でしかできないことを、肩肘を張らずにボチボチやっていこう
と思います。今回、松端委員長・金田副委員長・策定委員の皆様、そ
して社会福祉協議会の皆様と出会えたことを感謝します。

� 社会福祉法人布引会　　　　　　��　　　�
� 特別養護老人ホーム�玉園ハイム　山邊�猛

　この度は、策定委員を務めさせていただき、様々な立場の委員の皆
さまと意見を交わせて大変学びが多い機会でした。ありがとうござい
ました。
　地域福祉という多岐にわたる壮大なテーマですが、小さな水泡がつ
ながって大きな泡になるかのごとく、本計画を基に取り組みが広がっ
て少しでも共生社会に近づくように、私自身も主体者として取り組ん
でまいりたいと思います。

� 社会福祉法人八身福祉会　小島�滋之

　グループに分かれ、それぞれの目標についての話し合いが６回行われ
ましたが、私の前に居る人は誰で、何をしているのかが分からなかった。
　出席者のことを知ることから、この場からの繋がり、更に広い繋が
りへと進むのではないでしょうか。その時間があればよかったです。
　自治会長に町内の高齢者の状況を知ってもらう機会をつくり、福祉
を考える仲間に取り入れる必要があると思います。

� 東近江市民生委員児童委員協議会　松下�幹男

　市内の他分野で活躍されている方々と意見が交換できたことは、私
の今後の福祉活動を続ける上で大きな財産となりました。これだけの
方々が何回も協議してでき上がったこの活動計画です。絵に描いた餅
に終わらせぬ様、自分におかれた立場で活かしていきたく思います。
　誰もが安心して暮らせるまち、安心して年を重ねられるまちにして
いきたく思います。官に頼るばかりではなく、共助の精神が根づく郷
にしていきたく思います。

� きたさかほん和か隊（北坂町福祉委員会）　辰己�はる枝

　メッセージの冒頭から正直に言うと、私は「福祉」や「ボランティア」
というフレーズに対し、なぜだか「ウッ」と苦手意識が生まれてしまう
タイプです。（笑）
　そんな福祉意識の乏しい私が、今回策定委員会に参加して発見した
ことは「自分を取り巻く生活環境に当てはめ、自由に考えてみたら『福
祉』は意外と近くにあった！」ということ。分野を越えた委員が集まっ
たグループワークでの議論では、まさにのびのびと自由なやりとりが
たくさんでした。皆様との出会いと多様な学びをいただけたことに感
謝いたします。
� ぐるりの家　大庭�美香

　地元で「ものづくり」を生業とする事業者の一人として参加させて頂
きました。日々、地域で活躍されている方々との交流の場において、
自分自身が如何に無知であったかということに気付かされました。同
時に「自分に何ができるのか？」を問うきっかけにもなり、これを機に
今日までの地域の方々のご尽力に感謝しつつ、視野を広げ、共助共生
のまちづくりに少しでも参加できる様、努力していきたいと思います。

� いのうえ製菓　井上�文子



　私の地域は、田畑に囲まれています。この環境を生かして共同農園
を設けて、野菜や花づくり、はたまた作った物をみんなで食すること
などと思いは広がっています。野菜づくりの先生も身近におられるの
ですが、猿もいっぱいいて共存（無理）も考えなくては…。
　委員の皆さんは、普段からいろいろな活動をされていて、私も触発
されました。軽い気持ちでご近所に声をかけて、楽しい居場所を作っ
てみようと思います。

� 永源寺福祉の会　池田�佳一郎

　福祉という視点で考えたことも行動したこともなかった自分が「策定
委員」として何をするの？と思いました。会を重ねるにしたがって、意
識するしないに関わらず、すべてがつながっていると感じました。様々
な立場の方の話を聴き、見識を深め、今後の活動に役立てたいと思い
ました。
　この活動計画も多くの方に知っていただき、活用してくださればい
いですね。

� 蒲生北小学校・朝桜中学校�地域コーディネーター　綾�康典

　コミュニティセンター事業（業務）であります「生涯学習・まちづくり
活動」に加えて「地域福祉」が求められる中、策定委員会に参加の機会を
与えて頂き感謝しております。参加された皆さん方の福祉活動への大
きな心入れを聞かせて頂き、私の立場で何ができるかを考える良い機
会となりました。
　住民の皆様には、社会とのつながりを増やして頂ける拠点として、
身近なコミセンを目指して柔軟に対応していけたらと考えました。

� 市辺コミュニティセンター　木田�行男

　初めてこの策定委員会に参加させていただきましたが、会議にはな
かなか参加することが難しく、ご迷惑をおかけしました。その中でも
皆さんの思いを感じることができ、貴重な経験をさせていただきまし
た。普段くらす地域でのつながり、居場所の大切さを感じて、自分の

「困った」や「助けて」を出せる環境が今は少ないと思いました。少しで
も出やすい場所や活動になるように、今の私にできることをやってい
ければと思います。ありがとうございました。

� サマーの会　小澤�亜矢

　他地域の現状を情報交換ができ、福祉のまちづくりを進展させるた
めの現状と課題の把握、困りごとを解決する方法について討論し、推
進計画の目標を細かく表現できました。今後の活動に各種団体の皆さ
んと共に思いを込めて、進んでいきたい。
　一人でも多く「助けて」と言える地域にする思いです。

� 中野地区社会福祉協議会　谷口�和男

　７回の策定委員会を終え、第３次東近江市地域福祉活動計画が出来
ました。この間27名の委員の方とグループに分かれての話や、少人数
での策定委員インタビュー（私の場合グループ３人）など、多種多様な
方と話ができ、聞くことができ自分自身にとり有意義な時間だったと
思っています。
　この計画をこの先５年間、どう進め具現化していくか見届け、住み
たい町と言えば「東近江市」と言われるよう一緒に歩んでいきましょう。

� 遊歩会　廣田�博文

　自分にとって策定委員会は、新しい気付きや学びを与えてもらえる
大切な場所でした。幅広い福祉の現場を経験されているみなさんの想
いが詰まった言葉には、説得力だけでなく、何かを変えたいというパッ
ションが感じられて、ワクワクさせてもらいました。
　福祉という言葉が持つ独特な硬さみたいなものを、「福祉」=「楽しい」
や「ワクワク」に変えていくことが、自分にとってのミッションのひと
つとなりました。

� 福祉共育協力者　高橋�平

　福祉の活動は、“足りないところ”を補っていくのはもちろん必要で
すが、“今あるもの”をさらに伸ばしていくことも大切だと思います。
　一人ひとりが生きがいを持って、それが実現できる地域になること
を願っています。

� 湖東地区まちづくり協議会　小島�秋彦

　今回、東近江市地域福祉活動計画策定委員会に参加させていただき、地
域の様々な分野の方に出会うことができ新たな縁につながりました。たく
さんの人で、地域福祉のことを考える機会はすごく貴重な場だと感じました。
　「地域福祉」というと、暮らしに密着した大切なテーマです。人が生まれ
てから命が尽きるまでの期間、様々な困難にぶつかります。だからこそ、
人の数だけ課題があるのだと思います。その課題に向き合うためにも、「互
いに助け合うこと」「みんなでできることや意見を出し合うこと」が大切だ
と改めて思いました。私も微力ながら、お力になれるようにがんばりたい
と思います。貴重な場に呼んでいただきありがとうございました。
� NPO法人�まちづくりネット東近江　森下�瑠美

　地域福祉活動の策定委員って…と、わからないところからのスター
トでしたが、地域で活動されている方々のいろいろなお話を伺え、私
たちにできることは何か？をあらためて考えることができました。
　具体的な活動例を知ることで、イメージもアイディアも広がり、ま
ずは知る・聞くことから、自分の進む道が見えてきたこの機会とご縁
をいただけたことに感謝しています。ありがとうございました。

� 八日市おかえり食堂　菅谷�寛子



　制度やサービスが充足してきましたが、この策定会議に参加させて
頂き、改めて地域にはたくさんの暮らしにくさや、落とし穴があるこ
とに気づかされます。
　地域の他業種が集まり、リアルな暮らしにくさや困りごとを話し合
い、現場の声を形にすることの大切さを感じます。
　暮らしにくさも、暮らしやすさのヒントにつながる良い時間でした。

� 社会福祉法人わたむきの里福祉会�
� 支援センター太陽　木本�大喜��　

　病気や障がいをかかえながらでも、安心してこの地域で暮らしたい
なぁと思える時間でした。策定委員会を通じて、地域福祉に対してい
ろいろなことに取り組まれている方々と、出会い、つながりが出来て
嬉しく思います。自然にふれあえて、笑い合えたり、一緒に悲しんだり、
喜びあえて、気楽に集える場が増えたらいいなぁと思いました。あり
がとうございました。

 NPO法人喜里�ワークスペース喜福　藤井�美智代

　東近江市には、こんなにもたくさんの福祉に関するグループや人た
ちがいるのかと、驚きました。今、多様化する社会で、住民同士の価
値観やルールの意味が異なる中、共に居心地よく暮らすために、話し
合いを忍耐強く行うことが必要です。「お知らせ」、伝えたい相手に本当
に伝わっていますか？大切な情報を外国人の方に伝えていくため、「や
さしい日本語」をぜひ！これまで、多文化社会の中で孤軍奮闘していま
したが、相談できる、協働できる安心感が芽生えました。ありがとう
ございました。
� 東近江国際交流協会　今若�真樹

　この度は、地域福祉活動計画の策定に関わらせていただき、有難う
ございました。大変光栄に思っております。今回は、企業の人間とし
て参加させていただきましたが、障がい者雇用の受け入れの推進が、
福祉を身近にするために重要だと思っています。今後もこのような形
で、地域福祉の推進に関わらせていただければ幸いです。

 宮川バネ工業株式会社　宮川�草平

　策定委員会では、様々な分野の方々の御意見を直接聞かせて頂くこ
とができ、大変勉強になりました。各地域の実情は多様ではありますが、
こうした分野を超えた協議の場で、地域情報や課題、資源などを共有
することが、地域づくりにつながり、大切であると感じました。
　第３次計画の基、安心安全で地域の特色を活かした福祉のまちづく
り、みんながつながりあって展開されることを願います。

� 東近江市役所�健康福祉部　中西�尚代�
� （現�東近江市役所�こども未来部）　　

　活動計画（案）の構成段階から参加させていただきました。策定委員
会での委員の皆さんの活発な話し合いの様子や、グループ討議の発表
などをお聞きし、地域福祉活動計画の一つの方向に向かっていると感
じました。
　策定委員会で紡ぎだされた活動が、一つの計画としてまとめられ、
策定委員会で培われた人の繋がりが、それぞれの地域福祉実践の場で
新しい活動を生み出していく、そんな様子を思い浮かべました。

� 東近江市役所�健康福祉部　森野�信一郎

　１次計画を策定されてからの10年間、地域を盛り上げようとしてい
る方々が、次々に地域福祉活動計画の話し合いに加わってこられ、と
ても大きな輪になってきたと驚きと感動を覚えます。自治会や地区社
協の活動はとても大切ですが、地域を構成するできるだけ多くの組織
と人が地域の課題に向き合い参加していくことで、地域の福祉力が向
上し、地縁組織の活動も活性化するよい循環が生まれると考えます。
　これからも共に、知恵を出し、汗を流していきましょう！

� 社会福祉法人�滋賀県社会福祉協議会�地域福祉部門　　　　�　�
� 縁企画・改革グループ　高橋�宏和　　　　�　　　　　　　�　�
� （現�社会福祉法人�滋賀県社会福祉協議会�レイカディア振興課）

　市社協の方々をはじめ、参画されているすべてのみなさんの「東近江
市を盛り上げよう、暮らしやすい東近江市を創っていこう！」という熱
量を感じる楽しい策定委員会でした。
　みんなで創り上げた第３次地域福祉活動計画は、市社協はじめ市民
の方々の気持ちが込められ、生きた計画として東近江市に息づくこと
と思います。さらに一層「誰もが安心して暮らせるまち」になることを
期待しております。本当にありがとうございました。

� 社会福祉法人�滋賀県社会福祉協議会�地域福祉部門�
� 縁企画・改革グループ　安武�邦弘　　　　�　　　
� （現�社会福祉法人�滋賀県社会福祉協議会�総務課）　
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■計画づくりの背景
❖１　第１次計画からの10年間で…
　平成25（2013）年の３月に『第１次東近江市地域福祉活動計画』が策定されて、10年
が経ちました。
　この間、少子高齢化に加えて人口減少が加速し、地方都市ではよりそうした傾向が
顕著にでてきています。さらに令和２（2020）年の初春からの新型コロナウイルスの
感染拡大により、医療健康問題に留まらず、社会経済生活にも深刻な影響がでています。
こうした社会状況を背景として、倒産や廃業、失業などにともなう生活困窮・貧困の
問題が増大し、高齢の親と未婚で無職の子どもが同居している「8050問題」※や若い世
代のみならず中高年も含めた「ひきこもり」※、子どもが家族や親族のケアを担ってい
る「ヤングケアラー」※などの問題が顕在化し、社会的孤立※や買い物・通院の困難者な
どの地域生活上の課題などとも関連しながら、より複雑で多様化した生活課題が増大
しています。
　この第３次地域福祉活動計画では、こうした社会状況の変化をふまえて、住民の参
加と行政や各機関・団体などとの連携・協働により、地域のなかで生じている諸々の
生活課題や地域課題の緩和・解決を図っていくための考え方や方策を示しています。

❖２　少子・高齢化と人口減少の進展、そして地方の衰退
　日本の総人口は、減少傾向にあります。令和２（2020）年の国勢調査では、日本の
人口は１億2622万7000人で、平成27（2015）年からの５年間で、86万8000人も減っ
ています。令和３（2021）年に生まれた子どもは約81万人で過去最少です。都道府県
別でみてみると、東京都をはじめとした首都圏では増加しているのに対して、39道府
県では減少しており、地方の人口減少と若い世代を中心とした都市部への人口流出に
歯止めがかかっておらず、産業面なども含めて地方の衰退の傾向が顕著になっています。
　滋賀県は、わずかながらも関西圏で唯一人口が増加しています。しかし、人口が増
えたのは６市１町で、県内でも二極化が進んでいるといえます。
　また、令和２（2020）年の日本の平均寿命は男性が81.64歳、女性が87.74歳で、
男女ともに過去最高を更新しています。日本の高齢者人口は、今日では約３人に１人
が高齢者という状況であり、地域差もより顕著になっています。
　昭和40（1960）年は高齢者１人に対し20～64歳は9.1人で「胴上げ型」社会でしたが、
平成24（2012）年には高齢者１人に対し、同人口が約2.4人の「騎馬戦型」社会になっ
ており、厚生労働省は、2050年には高齢者１人に対し同人口が約1.0人の「肩車型」社
会になるとしています。単純に高齢者と20～64歳の人口に分けて、高齢者が支えら

れる存在であるかのような図式には問題もありますが、人口構造のバランスが崩れて
いるのは事実であり、こうしたことをふまえた地域福祉の進め方が必要になります。

❖３　貧困問題の深刻化
　令和元（2019）年の『国民生活基礎調査』※によると、平成30（2018）年時点での中間
的な所得の半分に満たない状況を示す相対的貧困率※は15.4%でした。
　また、そうした家庭で暮らす18歳未満の割合である「子どもの貧困率」は13.5%で
した。あまり大きな改善は見られず、「７人に１人」の子どもが貧困状態にあります。
親が貧困状態にある場合、子どももその貧困を引き継ぐという「貧困の連鎖」の問題が
指摘されています。とりわけ、世帯類型別では母子家庭など大人１人で子どもを育て
る世帯の約半数が貧困状態で、苦しい生活状況に置かれています。それだけに貧困や
経済的に困窮した状況を断ち切る方策として、学習支援や子ども食堂※、子どもの居
場所づくりの取り組みなどがより重要になっています。
　令和２（2020）年初頭よりの新型コロナウイルスの感染拡大により、廃業や倒産に
追い込まれた企業も多く、失業者や収入が減少した世帯が増大し、貧困問題がより深
刻化する可能性があります。それだけに現役世代やその子ども、さらには高齢世帯も
含めて、「見えない」貧困問題への見守りや、孤立防止の活動とも関連させた取り組み
が重要になります。

❖４　地域包括ケアシステムと生活困窮者自立支援法
　介護保険法は平成12（2000）年より施行されていますが、平成18（2006）年度より
地域包括支援センター※が設置されるようになり、平成24（2012） 年度より「住まい」

「医療」「介護」「予防」「生活支援」が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築
が目指されるようになっています。
　介護保険法は基本的には高齢者を対象とした制度ですが、「8050問題」や親の介護と
子育てが重なる「ダブルケア」、「ヤングケアラー」といった問題を含めて、今後は年齢
にかかわらず、「世帯」単位の包括的な支援が求められることになります。
　また、平成25（2013）年に成立し、平成27（2015）年４月より施行されている生活
困窮者自立支援法は、生活保護受給に至る前の段階で自立を支援する制度であり、経
済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある住民に対
して、自立相談支援機関の相談員が包括的・継続的に寄り添いながら、解決に向けた
支援を行うことを目的としています。
　こうした事業は、経済的困窮だけでなく「社会的孤立」をふまえて、地域のさまざま

2 3

第
１
章

第
１
章



な社会資源をつなげながらの支援が行われており、地域福祉の観点からも重要な制度
であるといえます。法制度によるサービスと住民による福祉活動を組み合わせて、社
会の変化に対応した支え合いの仕組みを構築していくことが重要になります。

❖５　「地域共生社会の実現」に向けて
　平成28（2016）年６月に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」※において、

「地域共生社会※の実現」がこれからの重要な政策のひとつとして盛り込まれ、厚生労
働省が最も重要視している政策でもあります。平成29（2017）年の社会福祉法※の改
正を通じて、市町村にはこうした包括的支援体制※の整備が法的にも求められるよう
になり、地域福祉計画の策定を通じて、その整備に努めなければならないとされてい
ます。
　また、市町村がそれぞれの実状に応じて包括的な支援体制を整備するため、令和２

（2020）年の社会福祉法の改正では、重層的支援体制整備事業※が新設され、「断らない
相談支援」、「参加支援」、そして「地域づくりに向けた支援」という３つを一体的に実施
する体制づくりが求められるようになりました。
　今日では、複雑で多様化している個人や世帯が抱える「地域生活課題」への対応が課
題となっています。こうした課題に対応するためは、従来の法・制度ごとの「縦割り」
の仕組みを分野横断的・総合的な仕組みに改め、住民による福祉活動等も含めて包括
的に支援できる「丸ごと」の体制づくりが必要とされます。また、そうした課題は地域
での暮らしのなかで生じているために、地域の住民が他人事ではなく自分のこととし
て捉え、サービスの支え手側と受け手側に分かれるのではなく、地域のあらゆる住民
が役割を持ち、支え合いながら自分らしく活躍できるような地域づくりも必要です。
　地域共生社会の実現に向けて市町村において取り組むことが求められている「包括
的支援体制の整備」、分野横断で総合的に「ワン・ストップ」で寄り添いながら、継続
して支援できるような相談支援体制の構築を柱として、地域づくりも含めた仕組みづ
くりが求められています。

❖６　自治に基づく地域づくり
　地方衰退が進むなか、都市住民の農山村への移住という傾向も強まっています。そ
のなかで「定住人口」や、観光に来た「交流人口」だけでなく、「関係人口」も地域活性化
の観点から注目されています。関係人口とは、兼業や副業などで仕事を通じての関わ
りや、祭りやイベントの運営に参画して楽しんだり、地域の出身者であったり、過去
の勤務地であったりする人など、地域とのさまざまな関係がある人のことです。こう

した地域外の人材も含めて、多様な人たちが地域づくりの担い手となり、地域の活性
化につなげていくことが重要です。多様な人たちとのつながりをつくり、地域性を大
切にし、住民参加と共同、自治の回路を活性化させることで、そうした課題の解決に
向けた地道な取り組みを通じて、「地域づくり」を進めていくことが求められています。
　また、地域の「内発性」（住民の主体性）を大切にして、それぞれの地域の特性をふま
えた地域づくりの展開の仕方を工夫する必要があります。そのためにはそれぞれの地
域で、住民が「誇り」と「自信」を持ち、住民がいきいきと活動することが不可欠です。
顔見知りの範囲（面識集団）での「手触り感」のある関係において、「できることから、身
の丈に合った活動をコツコツやっていく」ような「小さな自治」づくりが求められると
もいえます。

❖７　SDGsと地域福祉
　SDGsとは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、
平成27（2015）年９月の国連サミットで採択されました。国連加盟193か国が、貧困
や飢餓、健康・福祉、教育、環境、雇用と経済成長など世界が抱える課題の解決を図
るため17の目標を掲げ、2016年から2030年の15年間での達成を目指すというもの
です。日本においても、SDGs推進本部が置かれ「SDGsアクションプラン」の策定な
どを通じて推進されています。
　このSDGsの基本理念は、「誰一人取り残さない」社会の実現です。原文ではたとえば
“We pledge that no one will be left behind”と受動形ですので、「誰一人取り残さ
れない」社会を目指すというほうがいいかもしれません。“この私”も含めて、誰も取り
残されない社会を“私たち”がつくっていくことを目指すことになります。「持続可能」な
社会は、そこにかかわる人たちすべてが主体的に参加・参画し、コミットするという
営みがなければ達成しません。こうしたことからすれば、地域福祉の考え方や実践と
通底しているといえます。したがって、地域福祉の推進を通じてSDGsを目指すといっ
たことも重要になります。
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■地域福祉活動計画とは
　地域福祉計画は、社会福祉法において規定されており、策定する主体は市町村行政
です。これに対して、地域福祉活動計画の策定は、策定に関する法的な規定はなく、
あくまでもそれぞれの地域での任意の取り組みになります。
　通常、社会福祉協議会が計画策定の事務局を務めますが、策定する主体はあくまで
も「地域住民」です。住民が主体的にこれからどのような地域にしていきたいのかとい
うことを検討し、地域の強みや課題を確認し、どのような「活動」を展開していくのか
という観点からまとめられます。
　本計画は、住民のみなさんによって各地域での福祉活動の方向を確認した14地区ご
との「地区住民福祉活動計画」（第３章）と、市全域を対象とした「地域福祉推進計画」（第
４章）、そして社協の「基盤強化計画」（第５章）の３部で構成されています。第３章の
地区住民福祉活動計画と第４章の地域福祉推進計画が、地域福祉活動の柱になります。
　地区住民福祉活動計画は、各地区での懇談会を通して、まさに14地区それぞれに
地域の住民としてこれからどのように地域福祉活動を進めていくのかということが定
められています。そこにはそれぞれの地域の特色と住民のみなさんの意気込みがあふ
れています。
　また、第４章は市全体の範域において地域福祉を推進していくための計画（地域福
祉推進計画）になっています。住民の立場からどのように活動していくのか、それを
社会福祉協議会としてそうした活動をどのようにサポートするのか、また社会福祉協
議会が主体としてどのような事業を実施していくのかといったことついて、策定委員
会では１年余りかけて７回開催された委員会を通して、活発に議論しまとめられてい
ます。
　地域福祉は、日々の暮らしの場である「地域」において、よりよい地域づくりに向けて、
住民と住民が、あるいはさまざまな機関・団体、専門職、商店や企業とが力を合わせ
て取り組むところに醍醐味があります。
　地域福祉に特徴的なのはこうした「生活の共同化｣の理念です。生活における自己責
任の原則を超えて、生活の場におけるさまざまな課題を、「地域の問題」あるいは「社会
問題」として認識し、地域において共同・協同・協働してその解決に取り組むという
ところに、一定の人と人との集合体である“コミュニティ ”にこだわる地域福祉の特徴
が見いだせます。
　私たち誰もが状況次第で、支援を必要とします。だからこそお互いに他者を気遣っ
たり、相談し合えたりするような“コミュニティ ”があるか否かが重要になります。そ

れは“私たち”と実感できる他者との関係づくりでもあります。そのためには、それぞ
れの心がけもさることながら、地域福祉ではそうした関係が形成できるような仕組み
づくりや取り組みを重視します。そこに「計画」をつくることの意義があります。
　今回の計画は、第３次計画ですが、過去２回も、そして今回の計画づくりも、住民
のみなさんの積極的な参加のもと取り組まれてきました。委員会のメンバーも福祉分
野の活動者だけでなくまちづくり協議会※や学校、企業、労働組合、国際交流協会※、
県社協や行政など多様な構成メンバーにより、毎回ワークショップ※の形式で２時間
の会議時間を通じて、活発な議論が交わされ、そこでの意見を丁寧にひろいあげるか
たちで計画書ができました。
　こうしたことを踏まえますと、策定委員会での議論やその前後の取り組みそのもの
が「地域福祉活動である」といえます。それだけにこの10年間の３度にわたる東近江
市の地域福祉活動計画づくりは、「計画づくりを通した地域福祉活動の実践」と評する
ことができます。
　第１次の計画策定後の10年の実績の上に、これからはこの第３次計画を地域福祉
活動のバイブルとして、「つながりと地域愛でつくる　ふだんのくらしのしあわせ」と
いうスローガンのもと、それぞれの立場で活動を続けていくことになります。
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■計画の構成
　「第３次東近江市地域福祉活動計画」（以下、活動計画）は、東近江市に暮らす高齢者
や障がい者、子どもをはじめ、すべての住民が支え合い、安心して暮らし続けること
ができる福祉のまちづくりを進めていくための計画です。
　活動計画は『地区住民福祉活動計画』『地域福祉推進計画』『基盤強化計画』の３つの計
画で構成されています。

第３次東近江市地域福祉活動計画

地区住民福祉活動計画
　市内14地区それぞれの住民が身近な地域ですすめる福祉のまちづくりの目標と
活動していくための計画。各地区で福祉活動やまちづくりに携わる住民のみなさん
と策定。住民の「自分たちのまちを暮らしやすくしたい」「こんな地域にしたい」「こ
んな活動をしていきたい」という思いをカタチにした、“地域らしさ”のある計画。

地域福祉推進計画
　市社協が住民や様々な団体・関係機関とともに、市域で地域福祉活動を推進して
いくための計画。
　福祉・医療・教育・商工・農業など広くまちづくりに携わる方々と策定委員会を
開催。各地区で聞いた住民の願いや思い、困りごとをもとに、市域で必要な取り組
みについて話し合いを重ね策定。
　東近江市における地域福祉推進の方向性や具体的な取り組みについて示した計画。

基盤強化計画
　地域福祉を推進するために必要な、市社協自身の組織や体制のあり方を示し、そ
の基盤の強化を進めるための計画。

■計画の位置づけ（第３次東近江市地域福祉計画との関係性）
　活動計画は、地域福祉を推進する東近江市社会福祉協議会（以下、市社協）が住民、
当事者、福祉事業所、企業などに広く呼びかけ、民間の立場から、地域福祉を具体的
にどのように進めていくのかを示した行動計画です。
　東近江市では『第３次東近江市地域福祉計画』（以下、地域福祉計画）が令和４（2022）
年３月に策定されました。地域福祉計画は「第２次東近江市総合計画」※に示されてい
る基本構想を踏まえ、高齢者、障がい者、子どもなど、「対象者」に着目した既存の計
画やまちづくりの視点も含めて、「地域」に着目した取り組みを総合し、市民の生活支
援を目指す基本計画です。（第３次東近江市地域福祉計画より）
　地域福祉計画では、地域福祉増進の理念や方針を明確にし、東近江市におけるこれ
からの地域福祉の方向性、それに向けた行政の役割が示されています。
　地域福祉計画と活動計画は、連携・協働する計画として位置づけられています。行
政と連携・協働し、東近江市の地域福祉を進めていきます。
　また、計画の策定においては、活動計画の策定で集めた住民の声を地域福祉計画へ
も反映し、連携しました。
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■計画の期間と進行管理
　本計画の計画期間は、令和４（2022）年度から令和８（2026）年度までの５年間と
し、毎年定期的に取り組みの点検、評価を行います。
　また、本計画は第３次計画であり、令和９（2027）年度以降も第４次計画、第５次
計画を策定していくことで、住民主体の地域福祉の推進を計画的、継続的に進めてい
きます。
　行政計画である、地域福祉計画も同様の計画期間となっています。

■計画づくりの体制

○計画の進行管理
「地区住民福祉活動計画」
　計画策定を行ってきた各地区のワーキング会議や推進会議が中心になるなど、各地
区の状況に合わせ、住民主体で進められます。
　市社協は、各地区の状況に合った実践が進むよう支援します。

「地域福祉推進計画」「基盤強化計画」
　市社協は、本計画に基づいた単年度の事業計画を作成し、計画的に取り組みを進め
ます。単年度の事業は、市社協の理事会、評議員会での承認を経て実施していきます。
　地域福祉活動計画の全体の推進状況は、本計画の策定委員を中心とした「地域福祉
活動計画推進会議（仮称）」を設置し、計画の進捗状況の共有や、更なる発展に向けた
協議などを行います。
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11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

地
区
住
民
福
祉
活
動
計
画

（
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
）

策
定
委
員
会

市
社
協

行
政
と
の
連
携

地域共生実現プロジェクト…各課主幹・係長で構成。社協全体で「地域共生社会の実現」に向けた取り組み　　　をすすめていくための協議の場。

令和２年 令和３年 令和４年

■計画策定の流れ

各地区にて随時開催

第1回（3/13）

第１回地域共生実現プロジェクト
（12/10）

東近江市との打合せ（11/18） 東近江市との打合せ（12/24）

第２回地域共生実現プロジェクト
（12/28）

キックオフミーティング（4/13） 職員懇談会（6/8・11）

第５回地域共生実現プロジェクト
（6/10）

第３回地域共生実現プロジェクト
（2/19）

第４回地域共生実現プロジェクト
（5/6）

第６回地域共生実現プロジェクト
（7/5）

第７回地域共生実現プロジェクト
（8/5）

地域共生実現プロジェクト・
事務局打合せ（9/27）

地域共生実現プロジェクト・
事務局打合せ（3/7）

第９回地域共生実現プロジェクト
（4/5）
地域共生実現プロジェクト・
事務局打合せ（4/6）

課長会・地域共生実現プロジェクト
（4/18）

地域共生実現プロジェクト・
事務局打合せ（5/16）

策定委員インタビュー
（5/25～6/9全10回）

第3回（10/25） 第４回（12/22） 第５回（3/14） 第６回（5/9） 第７回 答申（6/1）

第２回（6/28）

第２次計画のふりかえり
住民の声集めの検討 素案作成 リーフレット作成

住民の声集め
（住民懇談会の開催、アンケート調査の実施など）

住民の声の整理（課題・現状・願い）
必要な取り組みなどの検討

地
区
住
民
福
祉
活
動
計
画
の
完
成

東
近
江
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
完
成

委員の検討
就任依頼

・委嘱状交付、委員顔合せ
・第２次計画のふりかえり
・第３次計画策定について
・協議
　「５年後のわたし、
 ５年後の東近江」

・策定スケジュール
・策定委員の候補選出

・地域福祉計画・地域福祉活動計画のスケジュール共有
・両機関の今後の動きについて

・地域福祉推進計画の骨子案の報告
・行政計画との整合性の調整

・第２次計画のふりかえり
・地域の声集めについて

・東近江市の現状と課題の整理
・ 今後の東近江市の方向性、 

必要な取り組みについて

・市社協として感じる地域課題
・東近江に必要なこと ・骨子作成に向けて検討

地域共生実現プロジェクト・事務
局打合せ（11/15）

・第４回策定委員会について
・インタビュー意見整理
・第２回策定委員会について

・キックオフミーティングに向けて
・第１回策定委員会について

・策定委員インタビューについて
・第２回策定委員会について

・素案の検討
・第５回策定委員会について

・最終案作成に向けて検討
・第６回策定委員会について

・最終案の確認

・第６回策定委員会を受けて修正

第８回地域共生実現プロ
ジェクト（3/15）

・ 各目標で市社協として取り
組むべきことの整理

・ 日頃の活動や取り組みの中で
感じる課題等をインタビュー

・ 市域の課題と課題解決
に向けた取り組みのカ
テゴリーの報告

・協議
　 「柱立てに向け、課題や

必要なことの分類」

・ 地域福祉推進計画目標
（案）の提案

・協議
　 「目標を進めるための

具体的な活動や取り組
みについて」

・ 地域福祉活動計画素
案、スローガンの提案

・協議
　 「素案の確認・目標に対
しての具体的な活動につ
いて」

・ 地域福祉活動計画最終
案の提案

・ 協議「住民だからでき
ること」

・答申
・意見交換

・地域の課題と取り組みのまとめ報告
・協議「東近江市の課題について」
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地 区

市 域

小地域 自治会・隣近所

市役所・市社協 など

地区社協・民児協・まち協
教育機関・福祉施設
企業商店 など

■地域の考え方
　本市は、2005（平成17）年２月11日に八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖
東町が合併して誕生し、その後2006（平成18）年１月１日に能登川町・蒲生町と合併
して、現在の姿となりました。合併後は、それまで育まれてきた各地域の個性を生か
したまちづくりや培われてきた歴史、文化、伝統を引き継いできました。

◯本計画における地域福祉の推進単位となる地域の考え方

◯地区のエリア（14地区）

自治会や組・隣近所などの小さな地域。近隣
や親族などによる身近な支え合いや日常生活
基盤があり、顔の見える関係が構築できる範囲。

14地区（旧町、旧村の単位）。
多様な組織、団体と福祉の専門職
などが連携する範囲。

東近江市全体。地域の
生活課題・福祉課題
を施策化する範囲。

第２章

東近江市の現状
第１次東近江市地域福祉活動計画から

１０年の歩み
データで見る東近江市	��������������������������������������������������������������������������������������������16
第１次東近江市地域福祉活動計画から10年の歩み	��������������������������������������������20

文中にある※は、資料編に用語解説があります。
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■データで見る東近江市 ■世帯等の状況
世帯数 45,610世帯 生活保護※世帯数 532世帯
ひとり暮らし高齢者世帯数 2,705世帯 外国人登録人口 3,993人
高齢者のみの世帯数 2,989世帯 避難行動要支援者支援制度※登録者数 2,311人
	 資料：市民課（R3.4.1現在）

■年齢層別人口

人口 年少人口�
（0～14歳）

生産人口�
（15～64歳）

高齢人口�
（65歳以上）

男 56,689 7,868 13.88% 35,254 62.19% 13,567 23.93%
女 56,805 7,414 13.05% 32,629 57.44% 16,762 29.51%
計 113,494 15,282 13.47% 67,883 59.81% 30,329 26.72%

	 資料：市民課（R3.4.1現在）

■年齢別構成人口 （人）
年　齢 男 女 計
90～ 581 1,700 2,281

85～89 1,112 1,991 3,103
80～84 1,712 2,360 4,072
75～79 2,556 2,872 5,428
70～74 4,021 4,167 8,188
65～69 3,585 3,672 7,257
60～64 3,296 3,309 6,605
55～59 3,363 3,385 6,748
50～54 3,860 3,605 7,465
45～49 4,376 4,063 8,439
40～44 4,001 3,778 7,779
35～39 3,573 3,309 6,882
30～34 3,361 2,865 6,226
25～29 3,295 2,632 5,927
20～24 3,177 2,861 6,038
15～19 2,952 2,822 5,774
10～14 2,927 2,679 5,606
5～9 2,700 2,576 5,276
0～4 2,241 2,159 4,400
計 56,689 56,805 113,494

■年齢層別人口推移

資料：市民課（R3.4.1現在）

資料：国立社会保障・人口問題研究所　日本の地域別将来推計人口（平成30年3月推計）

15,523 14,538 13,677 12,880 

66,347 64,107 61,643 58,810 

30,657 31,658 32,322 32,839 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

令和2年 令和7年 令和12年 令和17年
15歳未満 15～64歳 65歳以上

■外国人登録人口と世帯の状況

■生活保護被保護者と要保護児童生徒・準要保護児童生徒※の状況

資料：東近江市ホームページ	「市の人口動態」		（各年4月1日基準）

資料：生活福祉課	（各年4月1日基準）

2,756 2,941 
3,305 

3,854 3,993 

1,408 1,543 1,809 
2,242 2,309 
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準要保護児童生徒数
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高齢者夫婦のみ世帯数
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■要介護認定者※数の状況 （人）

■障害者手帳保持者数の状況 （人）

平成29年度 平成30年度 令和元年度
総人口 114,935 114,517 114,005
身体障害者手帳※ 4,382 4,366 4,387
療育手帳※ 1151 1209 1261
精神障害者保健福祉手帳※ 726 777 789
障害者手帳所持者総数 6,384 6,352 6,437
総人口に占める障害者
手帳所持者の割合 5.55% 5.55% 5.65%

	 資料：障害福祉課（人口は、各年度4月1日基準。障害者手帳保持者数は各年度3月末日基準）

■児童虐待相談件数（種類別）の状況 （件）

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
身体的 121 128 114 117
心理的 164 167 161 192
性　的 10 8 6 10
ネグレクト※ 226 193 153 157
合　計 521 496 434 476
	 資料：こども相談支援課	（各年4月1日基準）

■高齢者虐待相談件数（種類別）の状況 （件）

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
身体的 11 7 7 3
介護放棄 6 7 2 1
心理的 4 4 2 2
性　的 0 0 0 0
経済的 4 1 1 0
合　計 25 19 12 6
	 資料：長寿福祉課（各年4月1日基準）

■地域資源の状況
地域組織および人的資源
自治会数 389団体 福祉委員・福祉推進員数※ 437人
民生委員・児童委員※数 266人 主任児童委員数 28人
赤十字奉仕団員数 1,980人 老人クラブ会員数 5,298人
自主防災組織数※ 263団体 子ども会委員数 2,235人
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 164ヵ所

自治組織・地縁団体等
地区社会福祉協議会※ 14団体 まちづくり協議会 14団体

平成29年 令和2年
4,714 4,805

要支援１
(割合)

678
（14.4％）

743
（15.5％）

要支援２ 640
（13.6％）

609
（12.7％）

要介護１ 1109
（23.5％）

1136
（23.6％）

要介護２ 749
（15.9％）

761
（15.8％）

要介護３ 581
（12.3％）

564
（11.7％）

要介護４ 620
（13.2％）

652
（13.6％）

要介護５ 337
（7.1％）

340
（7.1％）

要介護認定者　合計

資料：長寿福祉課（各年4月1日基準）
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第３章

地区住民福祉活動計画
平田地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������30
市辺地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������34
玉緒地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������38
御園地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������42
建部地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������46
中野地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������50
八日市地区住民福祉活動計画	��������������������������������������������������������������������������������54
南部地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������58
永源寺地区住民福祉活動計画	��������������������������������������������������������������������������������62
五個荘地区住民福祉活動計画	��������������������������������������������������������������������������������66
愛東地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������70
湖東地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������74
能登川地区住民福祉活動計画	��������������������������������������������������������������������������������78
蒲生地区住民福祉活動計画	������������������������������������������������������������������������������������82

文中にある※は、資料編に用語解説があります。
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平田地区

■概要
　市の西部に位置し、瓶割山と雪野山を介して近江八幡市
と竜王町に接している。山林を除く大半の地域が農業振興
地域で、平坦な田園風景が広がる農業が盛んな地域。
　縄文・弥生・古墳時代の集落跡や遺跡、古墳群が散在し
ており、古代から重要な地域であったことが推測される。
　昭和45〜50年頃に宅地開発が進み、平成７年をピーク
に人口減少をたどっている。社会的な流入出も少ないため、
顔見知り間の付き合いが残る地域。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 1503人 203人 13.5% 807人 53.7% 493人 32.8%
女 1491人 164人 11.0% 780人 52.3% 547人 36.7%
計 2994人 367人 12.3% 1587人 53.0% 1040人 34.7%

■年齢層別人口
男 女 計

90～　　 27人 58人 85人
85～89 45人 69人 114人
80～84 59人 77人 136人
75～79 76人 82人 158人
70～74 147人 131人 278人
65～69 139人 130人 269人
60～64 107人 109人 216人
55～59 73人 95人 168人
50～54 87人 94人 181人
45～49 84人 86人 170人
40～44 95人 83人 178人
35～39 87人 90人 177人
30～34 69人 49人 118人
25～29 53人 46人 99人
20～24 70人 71人 141人
15～19 82人 57人 139人
10～14 79人 53人 132人
5～9 75人 61人 136人
0～4 49人 50人 99人
計 1503人 1491人 2994人

（年齢）

（人数）

■世帯等の状況
世帯数 1028世帯 外国人登録数 15人
ひとり暮らし高齢者世帯数 53世帯 避難行動要支援者登録者数 79人
高齢者のみの世帯数 106世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 12団体 福祉委員・福祉推進員数 16人
民生委員児童委員数 7人 主任児童委員数 1人
赤十字奉仕団員数 27人 老人クラブ会員数 ー
自主防災組織数 8団体 子ども会員数 ー
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 8ヶ所

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　平田地区社会福祉協議会
■主な構成（役員数：６人）
三役会（会長、副会長、事務員） 
役員会（三役、福祉委員、各種団体） 
運営委員会

■主な活動内容
敬老会、米寿訪問、地域見守り支援活動、文化祭協賛（バザー出店、活動パネル展示）、
サロン助成

まちづくり協議会の活動状況 名称　　平田地区まちづくり協議会
■主な構成（役員数：８人）
役員（会長、副会長３名、会計、事務局長、会計監事２名） 
評議委員会（自治会長12名） 
運営委員会（本会役員（会計監事を除く）、特別部会長、専門部会長、地域担当職員）

■主な活動内容
基本方針：平田地区で、誰もが住み続けたい、住んでみたくなるまちづくり
自治会連合会との連携（合同研修会）、地域子育て支援拠点「すずかけっこ」の運営、
若者定住（水鉄砲合戦「世は戦国！雪の山夏の陣」平田ロケット教室、若者が求める
地域活動を考える座談会）子ども・子育て応援（ママ友交流会、げんきっこ・ひら
た）、高齢者福祉（体力測定会、命のバトン）、田園環境（写真コンテスト、地域散
策ガイド事業、蒲生野トレイルマップの作成、里山活動団体との意見交換）、地域
活性化（蒲生スマートIC活用プランを考える平田地区と蒲生地区まち協の共同プロ
ジェクト、雪野山自然観察ハイキング）、公園管理運営、平田体育館・平田グラウ
ンド管理運営
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平田地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　９回
■策定のプロセス・特徴的なこと

　平田ふくしのまちプランの推進委員会において、第2次計画を振返り、またコロナ禍に
おいて、地区の状況や各種団体の活動の様子などの情報交換を行った。また、推進委員
会のメンバーで懇談会を開催。５年後、どんな平田になっているといいかなど、思いを
出し合った。そこから、今後必要な取り組み等を話合い策定をすすめてきた。

氏名 所属・役職
1 山添　　壽久 平田ふくしのまちプラン推進委員会　会長

2 村井　　　稔 平田ふくしのまちプラン推進委員会　副会長 
平田地区民生委員児童委員協議会　会長

3 村井　　　正 平田ふくしのまちプラン推進委員会
4 浅野　政太郎 平田ふくしのまちプラン推進委員会
5 竹内　　典子 平田ふくしのまちプラン推進委員会
6 板谷　　孝男 平田ふくしのまちプラン推進委員会

7 増田　伊知郎 平田ふくしのまちプラン推進委員会 
平田地区まちづくり協議会　会長

8 伊藤　　勝晤 平田ふくしのまちプラン推進委員会
9 北澤　真知子 平田ふくしのまちプラン推進委員会
10 周防　　清二 平田ふくしのまちプラン推進委員会
11 久田　　昭男 平田ふくしのまちプラン推進委員会

12 仲岸　喜久男 平田ふくしのまちプラン推進委員会 
平田地区社会福祉協議会

13 木村　すみ子 平田ふくしのまちプラン推進委員会 
平田地区民生委員児童委員協議会

14 近藤　　直一 平田ふくしのまちプラン推進委員会 
平田地区自治連合会

15 澤　　　香織 平田ふくしのまちプラン推進委員会 
平田地区青少年育成会

16 西口　嘉崇男 平田ふくしのまちプラン推進委員会

17 寺川　　　登 平田ふくしのまちプラン推進委員会 
あゆみ作業所

18 岡田　　麻美 平田ふくしのまちプラン推進委員会 
グループホームひいらぎの里

19 森井　　源藏 平田コミュニティセンター　館長
20 久保　　　晃 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
21 金子　　泉美 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
22 是洞　　温恵 東近江市社会福祉協議会　相談支援課
23 小西　　里江 東近江市社会福祉協議会　総務課
24 川端　　英莉 東近江市社会福祉協議会　デイサービスセンターあさひの

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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市辺地区

■概要
　市の西部に位置し、農業を中心とした産業と恵まれた自
然環境に囲まれた地域。船岡山には、万葉集に詠われた額
田王の句碑があり、後世に残すべき歴史遺産や文化が数多
く存在する。
　旧来からの地域と戦後開墾された住宅地、昭和40年代
の住宅地、新興住宅地が混在している。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 2090人 228人 10.9% 1267人 60.6% 595人 28.5%
女 1999人 198人 9.9% 1118人 55.9% 683人 34.2%
計 4089人 426人 10.4% 2385人 58.3% 1278人 31.3%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 23人 70人 93人
85～89 46人 74人 120人
80～84 82人 92人 174人
75～79 128人 114人 242人
70～74 171人 184人 355人
65～69 145人 149人 294人
60～64 114人 131人 245人
55～59 124人 122人 246人
50～54 156人 153人 309人
45～49 156人 139人 295人
40～44 108人 106人 214人
35～39 101人 94人 195人
30～34 80人 86人 166人
25～29 145人 75人 220人
20～24 171人 111人 282人
15～19 112人 101人 213人
10～14 99人 72人 171人
5～9 77人 71人 148人
0～4 52人 55人 107人
計 2090人 1999人 4089人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　市辺地区社会福祉協議会
■主な構成（役員数：理事数：13名　評議員：35名、会計監事：２名）
自治会長、民生委員・児童委員、福祉協力員、市辺コミュニティセンター館長、ス
ポーツ協会会長、人権のまちづくり協議会会長、青少年育成会会長、子ども会代表、
身体障害者厚生会支部長

■主な活動内容
地域見守り支援事業（見守り給食）、給食ボランティア研修会・会議、キッズふれあ
い事業、世代間交流事業、米寿訪問、役員研修、福祉講演会、福祉協力員会議

まちづくり協議会の活動状況 名称　　市辺地区まちづくり協議会
■主な構成（役員数：７名）
役員会（会長、副会長、事務局長、コミセン業務主任者、会計） 
運営委員会（役員、全自治会長、各種団体代表、各専門部会長） 
まちづくり委員会（専門部） 

（広報、自然環境、地域活力、歴史・文化、減災・安全・安心、健康・福祉、こど
も健全育成）

■主な活動内容
まち協広報誌「万葉のまち市辺」発行（年４回）、減災連絡会、防災減災放送（月１回）、
減災かるた出前授業、防犯パトロール、布施山城散策道の整備、歴史発見塾、コン
ポスト普及推進、園児への芋配布、レタス・ゴーヤ苗配布、グラウンドゴルフ「ま
ち協会長杯」開催、ご長寿ふれあいサロンの共催、ムラサキの植栽、子ども夢実現
プロジェクト、市辺の地域福祉を考える“市福みらい会議”（第２層協議体）の運営

■世帯等の状況
世帯数 1672世帯 外国人登録数 98人
ひとり暮らし高齢者世帯数 84世帯 避難行動要支援者登録者数 78人
高齢者のみの世帯数 124世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 14団体 福祉委員・福祉推進員数 14人
民生委員児童委員数 10人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 38人 老人クラブ会員数 ー
自主防災組織数 10団体 子ども会員数 ー
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 9ヶ所

（年齢）

（人数）
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市辺地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　16回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆ 「市辺地区住民福祉活動計画」推進会議と市辺の地域福祉を考える“市
いっぷく

福みらい会議”（第
２層協議体）の合同会議を開催。同じ方向を向き、地域づくりを進めることを目的に２
回実施。

　・地域の現状や課題を出し合う
　・計画をどのように推進するか、具体的にどのような活動を進めていくか

氏　名 所属・役職

1 平尾　　彌一 「市辺地区住民福祉活動計画」推進会議　座長 
市辺地区社会福祉協議会　会長

2 松下　　幹男 市辺地区民生委員児童委員協議会　会長
3 木田　　行男 市辺コミュニティセンター　館長
4 西原　満美子 給食ボランティア、ガイドヘルパー
5 久保　　絹江 給食ボランティア
6 松下　　静枝 給食ボランティア
7 平井　　政夫 船岡中学校・八日市西小学校コーディネーター
8 今井　　　肇 福祉協力員、まちづくり協議会役員
9 黒瀬　　實男 民生委員・児童委員、まちづくり協議会役員
10 小泉　百合子 社会福祉法人八幸会　こぼしの家　施設長
11 谷　　精一郎 市辺の地域福祉を考える“市福みらい会議”　座長
12 須田　　智廣 市辺地区まちづくり協議会　会長
13 中澤　　和義 市辺地区自治会連合会　会長
14 谷　　　一明 市辺地区まちづくり協議会　広報部会
15 川居　　徹也 市辺地区まちづくり協議会　広報部会
16 大溝　加代子 市辺コミュニティセンター　職員
17 松本　　直美 市辺コミュニティセンター　職員
18 柴田　　　遥 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
19 池尻　　　雅 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
20 中西　　知史 東近江市社会福祉協議会　相談支援課
21 小笠　加穂里 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションせせらぎ

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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玉緒地区

■概要
　市の東南部に位置し、愛知川の形成した段丘面上にあり、
東西に細長く平地が広がる地域。蛇砂川に沿って集落がつ
くられ、流域には豊かな田園が広がっている。米作の他、
ハウス栽培なども行われている。
　旧来からの農村地域と住宅地の両方がまとまり、地区を
形成している。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 1744人 215人 12.3% 1081人 62.0% 448人 25.7%
女 1752人 200人 11.4% 941人 53.7% 611人 34.9%
計 3496人 415人 11.9% 2022人 57.8% 1059人 30.3%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 16人 69人 85人
85～89 24人 64人 88人
80～84 62人 79人 141人
75～79 77人 96人 173人
70～74 143人 156人 299人
65～69 126人 147人 273人
60～64 107人 109人 216人
55～59 103人 103人 206人
50～54 110人 84人 194人
45～49 141人 121人 262人
40～44 123人 105人 228人
35～39 127人 104人 231人
30～34 114人 90人 204人
25～29 81人 70人 151人
20～24 103人 83人 186人
15～19 72人 72人 144人
10～14 77人 77人 154人
5～9 54人 52人 106人
0～4 84人 71人 155人
計 1744人 1752人 3496人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　玉緒地区社会福祉協議会
■主な構成
自治会長、民生委員・児童委員、玉緒コミュニティセンター館長、まちづくり協議
会会長、コスモスの会会長、老人クラブ連合会、赤十字奉仕団玉緒分団長、青少年
育成会会長、人権のまちづくり協議会会長、体育協会会長、心身障害者厚生会、身
体障害者厚生会、更生保護女性会玉緒分区長、玉園ハイム園長、母子福祉のぞみ会、
保護司会代表

■主な活動内容
地域見守り支援事業（見守り給食）、世代間交流事業、つどいの場づくり支援、福祉
委員会 
住民福祉活動計画推進会議、住民福祉懇談会、歳末高齢者ふれあい事業、敬老会（自
治会ごと） 
米寿訪問

まちづくり協議会の活動状況 名称　　玉緒地区まちづくり協議会
■主な構成
まちづくり協議会（会長、副会長、事務局長、会計） 
まちづくり協議会全体部会　ハートフル玉緒自主防犯隊 
運営委員会（役員、専門部会正副部会長、コミセン館長） 
専門部会（環境整備部会、歴史文化部会、健康スポーツ部会、福祉部会、広報部会）

■主な活動内容
里山整備（ダム管理道路桜並木、大森城址）、夜桜まつり、里山フェスティバル、里
山体験授業（玉緒小学校４年生）、夏祭り、文化祭、ハートフルコンサート、史跡ウォー
キング、健康講座、大森城址保全、ハートフル玉緒自主防犯隊（青パト事業）、広報
紙発行、玉緒コミュニティセンター指定管理

■世帯等の状況
世帯数 1422世帯 外国人登録数 169人
ひとり暮らし高齢者世帯数 104世帯 避難行動要支援者登録者数 101人
高齢者のみの世帯数 133世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 17団体 福祉委員・福祉推進員数 13人
民生委員児童委員数 12人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 49人 老人クラブ会員数 481人
自主防災組織数 6団体 子ども会員数 ー
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 6ヶ所

（年齢）

（人数）
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玉緒地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　10回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆ 自治会・各種団体に所属されている方を対象にアンケートを実施して、住民の声を集
める

◆ これまでの「玉緒地区住民福祉活動計画推進会議」で出た意見とアンケート結果をもと
に計画を策定

氏　名 所属・役職
1 谷　　弥一郎 玉緒地区自治会連合会　会長
2 藤川　　万嗣 玉緒地区まちづくり協議会　会長
3 西村　　正男 玉緒地区民生委員児童委員協議会　会長
4 和田　　喜蔵 玉緒地区地域教育協議会　会長

5 山田　　妙子 コスモスの会　会長 
子育てサークル玉緒ひまわり

6 米澤　　庄蔵 玉緒地区老人クラブ連合会長

7 清水　　幸夫 玉緒福祉委員会　会長 
玉緒地区社会福祉協議会　副会長

8 村田　千栄子 玉緒地区更生保護女性会長
9 小林　よしむ 八日市赤十字奉仕団玉緒分団長
10 米澤　枝里子 玉緒地区健康推進員　代表
11 山邊　　　猛 玉園ハイム　施設長
12 荒井　　　勇 玉緒コミュニティセンター　館長
13 坪田　半三郎 有識者（玉緒地区社会福祉協議会　顧問）
14 打越　　正雄 玉緒地区社会福祉協議会　会長
15 島澤　いく子 玉緒地区社会福祉協議会　副会長
16 河村　　恵子 玉緒地区社会福祉協議会　副会長
17 今若　　信雄 玉緒地区社会福祉協議会　会計
18 井上　　良一 東近江市 健康福祉政策課
19 福永　　剛士 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
20 谷　　　和之 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
21 青木　　有美 東近江市社会福祉協議会　総務課
22 北川　　美香 東近江市社会福祉協議会　相談支援課 
23 片山　　　愛 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションせせらぎ

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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御園地区

■概要
　愛知川流域また河桁御河辺神社を中心とした歴史や文化
が色濃く残る地域が点在する中、名神高速道路の八日市	
IC周辺の開発が進み、新興住宅が形成され新旧住民が混在
した地域。また、その交通の利便性を活かした工場用地に
大手企業が進出。多くの地元雇用を創出しており、派遣労
働者や外国人労働者が他地域と比較しても非常に多い地域
でもある。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 4254人 693人 16.3% 2806人 66.0% 755人 17.7%
女 3535人 465人 13.2% 2191人 62.0% 879人 24.9%
計 7789人 1158人 14.9% 4997人 64.2% 1634人 21.0%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 19人 69人 88人
85～89 53人 101人 154人
80～84 77人 103人 180人
75～79 148人 149人 297人
70～74 242人 224人 466人
65～69 216人 233人 449人
60～64 206人 195人 401人
55～59 251人 225人 476人
50～54 247人 221人 468人
45～49 308人 232人 540人
40～44 320人 254人 574人
35～39 304人 259人 563人
30～34 309人 210人 519人
25～29 407人 237人 644人
20～24 274人 194人 468人
15～19 180人 164人 344人
10～14 179人 142人 321人
5～9 355人 147人 502人
0～4 159人 176人 335人
計 4254人 3535人 7789人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　御園地区社会福祉協議会
■主な構成
三役会（会長・副会長３名・事務局）、理事会（会長・副会長３名・理事16名・監事
２名・事務局）、特別部会（住民福祉推進会議）

■主な活動内容
みその井戸端会議サロン交流会、みその井戸端喫茶、地域での支え合いを広げるつ
どい、見守り支援事業（給食サービス）、調理ボランティア研修会＆交流会、米寿訪問、
理事視察研修、各自治会活動・各種団体への助成事業

まちづくり協議会の活動状況 名称　　御園地区まちづくり協議会
■会議・組織体制・部会
役員会（会長・副会長・事務局長・会計・会計監事）、運営委員会（役員・各自治会
正副会・企画委員）、企画委員会（会長・副会長・事務局長・企画委員）、まちづく
り会議（自治連役員、各種まちづくりの活動組織、市関係者等）

防犯パトロール事業、子ども体験事業（かきみそのチャオ）、学習支援事業（花とみ
どり）、健康寿命推進事業（健康専門家会議）、地域ふれあい事業（サクラまつり）、
広報「まち協みその」発行

■世帯等の状況
世帯数 3544世帯 外国人登録数 847人
ひとり暮らし高齢者世帯数 137世帯 避難行動要支援者登録者数 131人
高齢者のみの世帯数 135世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 21団体 福祉委員・福祉推進員数 ー
民生委員児童委員数 17人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 90人 老人クラブ会員数 410人
自主防災組織数 9団体 子ども会員数 ー
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 10ヶ所

（年齢）

（人数）
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御園地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　10回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆ 地域の課題を把握するため、困りごとを一番に聞いておられる民生委員・児童委員、
主任児童委員との懇談の場を設けた。

◆ 専門職として気づいている、住民では見えない地域の課題などを把握するため高齢者
や障がい児者、児童に関わる専門職との懇談会を開催。

氏　名 所属・役職
1 徳本　　淳子 御園地区住民福祉推進会議　座長
2 野畑　　幸子 御園町ふれあいサロン
3 山田　源一郎 御園地区社会福祉協議会　会長
4 山田　　　滋 御園地区民生委員児童委員協議会　会長

5 廣田　美代子 御園地区まちづくり協議会 
ちょこっとサポートみその／中小路ふれあいサロン　

6 山本　　明子 ちょこっとサポートみその 
神田町くらしの応援つながり／駒寺サロン

7 田川　　一江 福祉活動経験者
8 山田　　幸平 福祉活動経験者

9 澤　　伊三雄 御園地区まちづくり協議会 
神田町くらしの応援つながり

10 中嶋　久仁子 ちょこっとサポートみその
11 北中　　綾子 ちいきんぐ　代表
12 岡田　　　勲 包丁とおもちゃの病院　代表

13 小島　　滋之 社会福祉法人 八身福祉会 
八身共同印刷・八身ワークショップ　施設長

14 西村　　一也 御園コミュニティセンター　館長 
御園地区まちづくり協議会　事務局長

15 谷　　　和之 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
16 浜田　　篤史 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
17 寺村　　沙季 東近江市社会福祉協議会　総務課
18 宮垣　　千晶 東近江市社会福祉協議会　相談支援課
19 池田　　美哉 東近江市社会福祉協議会　在宅福祉課

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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建部地区

■概要
　地区の東部には1級河川愛知川の河辺林（河辺いきもの
の森）、西部には箕作山を望む、緑豊かな田園地域で、恵
まれた自然環境を活かし、農業や果樹栽培が活発に行われ
ている。
　また、数多くの歴史遺産や寺社仏閣があり、建部郷17ヵ
村の連合祭典である建部祭が古くから継承されている。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 1518人 243人 16.0% 867人 57.1% 408人 26.9%
女 1594人 223人 14.0% 857人 53.8% 514人 32.2%
計 3112人 466人 15.0% 1724人 55.4% 922人 29.6%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 22人 53人 75人
85～89 46人 81人 127人
80～84 70人 85人 155人
75～79 78人 93人 171人
70～74 105人 101人 206人
65～69 87人 101人 188人
60～64 89人 97人 186人
55～59 65人 75人 140人
50～54 97人 91人 188人
45～49 102人 110人 212人
40～44 101人 109人 210人
35～39 107人 92人 199人
30～34 80人 86人 166人
25～29 77人 65人 142人
20～24 81人 66人 147人
15～19 68人 66人 134人
10～14 84人 75人 159人
5～9 77人 75人 152人
0～4 82人 73人 155人
計 1518人 1594人 3112人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　建部地区社会福祉協議会
■主な構成
会長、副会長（民生委員児童委員協議会会長・コミュニティセンター館長・自治会
連合会会長）、理事（民生委員・児童委員、福祉団体代表者）、監事（自治会長）

■主な活動内容
地域見守り支援事業（見守り給食）、建部の地域づくりを考える会（第２層協議体）、
給食ボランティア研修、ひとり暮らし高齢者激励訪問、サロン交流会

まちづくり協議会の活動状況 名称　　建部地区まちづくり協議会
■主な構成
評議委員会（自治会長）
運営委員会（地域団体代表者、まち協役員）
役員会（会長、副会長、事務局長、会計、部会長、コミセン館長、地域担当職員）
専門部会（環境美化、歴史文化、健康福祉、広報）

■主な活動内容
建部里まつり、段ボールコンポスト講習会、愛知川河川敷のゴミ収集、歴史講座、
ふるさと心象絵図の作製、ロコモ健康教室、瓦屋寺参道の整備、ウォーキングマッ
プの作製、ダム水路・ポケットパークの清掃、広報「たてべだより」発行

■世帯等の状況
世帯数 1259世帯 外国人登録数 100人
ひとり暮らし高齢者世帯数 84世帯 避難行動要支援者登録者数 82人
高齢者のみの世帯数 85世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 19団体 福祉委員・福祉推進員数 ー
民生委員児童委員数 8人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 29人 老人クラブ会員数 ー
自主防災組織数 13団体 子ども会員数 95人
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 7ヶ所

（年齢）

（人数）
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建部地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　９回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆ まちづくりを話し合う場である「建部の地域づくりを考える会」（第2層協議体）のメン
バーが各種団体の会議に出向き、直接住民の声の聞き取りを実施。

◆幼稚園のPTAに協力していただき、若い世代の声としてアンケートを実施。
◆ 住民の声やアンケートをもとに、「建部の地域づくりを考える会」で地域の課題やこれか

ら進めていきたい取り組みなどを出し合い、策定した。

氏　名 所属・役職

1 小寺　　　仁
建部の地域づくりを考える会　座長 
建部地区社会福祉協議会　会長 
建部コミュニティセンター　館長

2 種村　　暢夫
建部の地域づくりを考える会 
建部地区民生委員児童委員協議会　会長 
建部地区自治会連合会　会長

3 渡辺　　康雄 建部の地域づくりを考える会 
建部地区まちづくり協議会　会長

4 梅原　　崇雄 建部の地域づくりを考える会 
元あったか人情ネットワーク世話人会　代表

5 中西　　一夫 建部の地域づくりを考える会 
建部地区自治会連合会　顧問

6 後藤　　　清 建部の地域づくりを考える会 
社会福祉法人慈照会 カルナハウス　施設長

7 楠神　　　渉
建部の地域づくりを考える会 
NPO法人 加楽　所長 
デイサービスセンター てんまや

8 中井　　久恵 建部の地域づくりを考える会 
デイサービスセンター てんまや

9 南川　　晴美 建部の地域づくりを考える会 
建部地区民生委員児童委員協議会

10 大谷　　直之 建部の地域づくりを考える会
11 大柿　しのぶ 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
12 上田　　祐子 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
13 近藤　　壮馬 東近江市社会福祉協議会　総務課
14 川嶋　　裕之 東近江市社会福祉協議会　相談支援課
15 寺田　　悦子 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションなごみ

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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中野地区

■概要
　地区東部に保内商人が活躍した御代参街道沿いの集落、
西部に近江源氏佐々木氏の本拠があった太郎坊山の小脇郷
から成る地域。八風街道や畑街道、御代参街道を通した歴
史と大凧の発祥にみられる文化で知られる地域である。
　旧来からある地域と新興住宅地が混在しており、高齢化
の進む地域と子どもの多い地域の両極化が顕著である。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 4008人 699人 17.4% 2552人 63.7% 757人 18.9%
女 3985人 672人 16.9% 2338人 58.7% 975人 24.5%
計 7993人 1371人 17.2% 4890人 61.2% 1732人 21.7%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 27人 80人 107人
85～89 63人 102人 165人
80～84 93人 140人 233人
75～79 160人 177人 337人
70～74 224人 267人 491人
65～69 190人 209人 399人
60～64 186人 164人 350人
55～59 212人 190人 402人
50～54 288人 236人 524人
45～49 326人 322人 648人
40～44 340人 311人 651人
35～39 280人 265人 545人
30～34 235人 227人 462人
25～29 227人 201人 428人
20～24 231人 206人 437人
15～19 227人 216人 443人
10～14 241人 223人 464人
5～9 237人 247人 484人
0～4 221人 202人 423人
計 4008人 3985人 7993人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　中野地区社会福祉協議会
■主な構成（役員数：理事数：21名 内常任理事：11名 監事：２名 顧問２名 事務局２名）
総会（会長、副会長、会計、常任理事、理事、監事、顧問） 
常任理事会（会長、副会長、会計、常任理事）

■主な活動内容
中野地区ボランティアセンター運営、見守り支援事業、高齢者健康推進活動（グラ
ンドゴルフ大会）、広報『かけはし』発行、歳末友愛訪問、米寿記念訪問、話し合い
の場づくり『なかの福祉のまちづくり座談会』、『おすそ分け』のしくみづくり

まちづくり協議会の活動状況 名称　　中野地区まちづくり協議会
■主な構成（役員数：31名）
役員（運営委員・監査）、運営委員（代表・副代表・事務局長・会計・幹事）、まちづ
くり委員（自治会選出・公募委員）、まちあるきプロジェクト、歴史探訪プロジェク
ト、山と川保全推進プロジェクト、50年森整備、椋の木保全、広報委員会、婚活、
もろて～な市、地域福祉を進めるプロジェクト、第2層協議体事業の協賛等

■主な活動内容
円卓会議、夏まつり、文化祭、まちあるきプロジェクト、なかのごはん（子ども食堂）
もろて～な市、50年森整備事業、なかのまちかどてくてくアート、子どもの社会活
動事業（地球ハートヴィレッジとの協働）、椋の木の保全、婚活事業、歴史探訪プロ
ジェクト、広報誌の発行、コミセン西広場整備と利用計画事業、わくわくコラボ村、
布団の回収等

■世帯等の状況
世帯数 3202世帯 外国人登録数 169人
ひとり暮らし高齢者世帯数 194世帯 避難行動要支援者登録者数 116人
高齢者のみの世帯数 205世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 25団体 福祉委員・福祉推進員数 ー
民生委員児童委員数 14人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 50人 老人クラブ会員数 ー
自主防災組織数 17団体 子ども会員数 487人
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 8ヶ所

（年齢）

（人数）
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中野地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　10回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆「なかのよいまち大en会」を開催し、住民と専門職の話し合いの場を設ける。
◆「中学生との懇談会」を開催し、中野地区で一緒にできる事を話し合う。
◆ 「なかのよいまち推進会議」で地域課題、必要な取り組みを話し合い、出た意見を取り

入れて策定。

氏　名 所属・役職
1 水上　　正一 中野地区社会福祉協議会　元会長

2 谷口　　和男 中野地区社会福祉協議会　会長 
東近江市地域福祉活動計画　策定委員

3 今宿　　　等 中野地区社会福祉協議会　常任理事

4 廣田　　博文
中野地区社会福祉協議会　常任理事 
中野地区まちづくり協議会　副代表 
東近江市地域福祉活動計画　策定委員

5 小梶　　　猛 中野地区まちづくり協議会　代表
6 西川　実佐子 中野地区まちづくり協議会　副代表

7 大西　　邦生 中野ヴィレッジハウス運営委員 
中野コミュニティセンター　元館長

8 小嶋　　栄一 たすけあい中野　代表
9 小島　　聡子 中野地区社会福祉協議会　事務局
10 浅田　　幸宏 東近江市役所職員
11 亀田　久美子 中野地区まちづくり協議会　運営委員
12 宮崎　　建志 社会福祉法人蒲生野会　障害者支援施設あかね職員
13 西村　　好美 中野コミュニティセンター　館長
14 浜田　　篤史 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
15 上田　　祐子 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
16 元嶋　　雅司 東近江市社会福祉協議会　相談支援課
17 井戸　　育代 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションせせらぎ
18 今堀　真理子 東近江市社会福祉協議会　デイサービスセンターハートピア

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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八日市地区

■概要
　近江鉄道の八日市駅をはじめ生活の利便性によい環境が
あり、市の中心的要素が強い地域。また、延命公園や筏川、
清水川など豊かな自然も有する。集合住宅の増加等で新し
い人口の転入があるものの、転出も多くみられる。また、
八日市大通り商店街など商業中心の地域であり、整備され
た街の景観が特徴的。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 3145人 372人 11.8% 2169人 69.0% 604人 19.2%
女 3103人 399人 12.9% 1833人 59.1% 871人 28.1%
計 6248人 771人 12.3% 4002人 64.1% 1475人 23.6%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 36人 99人 135人
85～89 59人 148人 207人
80～84 66人 127人 193人
75～79 124人 163人 287人
70～74 163人 171人 334人
65～69 156人 163人 319人
60～64 189人 181人 370人
55～59 213人 175人 388人
50～54 254人 204人 458人
45～49 242人 203人 445人
40～44 241人 223人 464人
35～39 213人 181人 394人
30～34 235人 163人 398人
25～29 289人 211人 500人
20～24 172人 162人 334人
15～19 121人 130人 251人
10～14 125人 129人 254人
5～9 135人 146人 281人
0～4 112人 124人 236人
計 3145人 3103人 6248人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　八日市地区社会福祉協議会
■主な構成
四役会（会長、副会長、会計、事務局）
常任理事会（会長、副会長、会計、常任理事、事務局）
構成団体：民生委員・児童委員、給食ボランティア、自治会連合会、ぽっぷ八日市、
シニアクラブ、八日市赤十字奉仕団八日市分団、保護司会、ちゃいるどネット八日市、
身障厚生会、コミュニティセンター館長

■主な活動内容
地域見守り支援、ひとりぐらし高齢者のつどい、研修会、広報の発行

まちづくり協議会の活動状況 名称　　八日市地区まちづくり協議会
■主な構成
執行役員（代表、副代表、常任理事、事務局長、会計、コミセン館長）
理事会（総自治会長、コミセン部会、プロジェクト部会、会員）
広報委員会（編集長、委員）
プロジェクト 
延命夢クラブ、箕作山麓里・山づくり、八日市冒険遊び場、花いっぱい、いきいきあっ
たかサロン、子育て支援、八日市つながりプロジェクト、清水川湧遊プロジェクト、
歴史文化・まち鉄、イーストレインボー

■主な活動内容
延命夢クラブ（公園の整備）、箕作山麓里・山づくり（里山整備）、花いっぱい、いき
いきあったかサロン、子育てサロン、はちのひカフェ、清水川の保全活動、歴史文
化の継承

■世帯等の状況
世帯数 3106世帯 外国人登録数 384人
ひとり暮らし高齢者世帯数 247世帯 避難行動要支援者登録者数 163人
高齢者のみの世帯数 142世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 46団体 福祉委員・福祉推進員数 ー
民生委員児童委員数 18人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 96人 老人クラブ会員数 251人
自主防災組織数 32団体 子ども会員数 ー
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 9ヶ所

（年齢）

（人数）
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八日市地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　９回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆ 人が集う場などの取り組みを通して、まちづくりを進めるまち協「八日市つながりプロ
ジェクト」と健康でいきいきと安心して暮らせるまちづくりを検討する「まちつなぎ八
日市」（第２層協議体）の合同懇談会、合同会議を開催。取り組みから気付いたこと、地
域の現状や課題を出し合い、めざず地域の方向性を確認。

　 計画の推進について、それぞれの取り組みを進め、年１回情報共有する場を持つこと
を決める。

氏　名 所属・役職
1 井田　　直子 八日市つながりプロジェクト　代表

2 河村　　尚昭 八日市つながりプロジェクト 
まちつなぎ八日市

3 田中　　敏男 八日市つながりプロジェクト
4 西田　　一雄 八日市つながりプロジェクト
5 野矢　　筆彦 八日市つながりプロジェクト

6 園田　　鈴雅 八日市つながりプロジェクト 
八日市地区社会福祉協議会　事務局

7 中村　千鶴子 八日市つながりプロジェクト
8 竹村　きみ子 八日市つながりプロジェクト
9 中川　　裕雄 まちつなぎ八日市

10 浦根　　悦夫 まちつなぎ八日市 
八日市地区社会福祉協議会 会長

11 圖師　　孝彦 まちつなぎ八日市 
元八日市地区自治会連合会 会長

12 高村　　修 まちつなぎ八日市 
八日市地区まちづくり協議会 会長

13 加川　　泰正 まちつなぎ八日市
14 川副　　ひさ まちつなぎ八日市

15 中島　　俊治 八日市コミュニティセンター 館長 
八日市地区まちづくり協議会　事務局長

16 大柿　しのぶ 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
17 上田　　祐子 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
18 池山　　紘一 東近江市社会福祉協議会　相談支援課
19 武久　千恵美 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションせせらぎ
20 田中　みつ代 東近江市社会福祉協議会　デイサービスセンターハートピア

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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南部地区

■概要
　旧陸軍の飛行場跡地が戦後、農業開発営団の手によって
入植、分配が行われ代行開墾事業として外地引揚者や復員
軍人、失業者に食糧や職業を与えるために全国的に行われ
た開墾地の一つ。昭和40年度に旧八日市市が積極的にす
すめた企業誘致と並行し、宅地化が急速にすすみ、現在で
は市内でも有数の新興住宅地となっている。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 1389人 193人 13.9% 923人 66.5% 273人 19.7%
女 1414人 191人 13.5% 843人 59.6% 380人 26.9%
計 2803人 384人 13.7% 1766人 63.0% 653人 23.3%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 14人 29人 43人
85～89 22人 40人 62人
80～84 27人 63人 90人
75～79 62人 76人 138人
70～74 72人 105人 177人
65～69 76人 67人 143人
60～64 71人 81人 152人
55～59 70人 81人 151人
50～54 92人 95人 187人
45～49 126人 111人 237人
40～44 85人 88人 173人
35～39 97人 82人 179人
30～34 116人 78人 194人
25～29 114人 72人 186人
20～24 79人 86人 165人
15～19 73人 69人 142人
10～14 66人 86人 152人
5～9 64人 48人 112人
0～4 63人 57人 120人
計 1389人 1414人 2803人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　南部地区社会福祉協議会
■主な構成（役員数：30名）
三役会（会長、副会長、会計）、常任理事会（会長、副会長、常任理事）
高齢者福祉事業部会、広報・研修事業部会、障がい者・子ども福祉事業部会、
ふれあい事業部会
構成： 社会福祉委員、民生委員・児童委員、自治会連合会、スポーツ協会、人権協、

子ども会、身障更生会、消防団、青少年育成会、防犯自治会、赤十字奉仕団、
コミセン

■主な活動内容
見守り訪問給食事業、障がい者の福祉を高める集い、子ども広場、南部まつり協賛、
先進地研修
福祉に関する研修会、広報の発行

まちづくり協議会の活動状況 名称　　南部地区まちづくり協議会
■主な構成（役員数：7名）
役員会（会長、副会長、事務局長、会計）、運営委員会（役員、専門部長、コミセン、
地域担当職員）
評議委員会（役員、地区自治会長、各種団体長）
ふれあい部会、ふ・く・し部会、遊びと学び部会、くらし安心部会

■主な活動内容
ふれあい部会（組織活性化、南部みんなの秋まつり、広報活動）
ふ・く・し部会（命のバトン普及啓発、ほっとまちカフェ、居場所づくり、要支援者対応）
遊びと学び部会（学習支援活動、ふれあい農園、子ども森維持管理、南小芝生支援）
くらし安心部会（防災・減災の調査・啓発、挨拶・美化・交通安全、わんぱくパト
ロール隊リサイクル事業）

■世帯等の状況
世帯数 4817世帯 外国人登録数 835人
ひとり暮らし高齢者世帯数 125世帯 避難行動要支援者登録者数 101人
高齢者のみの世帯数 107世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 14団体 福祉委員・福祉推進員数 21人
民生委員児童委員数 10人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 44人 老人クラブ会員数 ー
自主防災組織数 13団体 子ども会員数 306人
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 4ヶ所

（年齢）

（人数）
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南部地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　８回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆住民を対象にアンケートを実施
　テーマ「南部地区ってどういうとこ！？～あなたの声を聞かせてください～」
◆ 第２次南部地区住民福祉活動計画「ワーキング会議」の場で策定。第３次では、”赤ちゃ

んから高齢者まで、多世代とつながれるまちに～ ”をテーマにワーキング会議の名称を
「なんぶ未来会議」に変更し、計画を推進していく。

氏　名 所属・役職
1 灰谷　　洋一 第２次南部地区住民福祉活動計画策定メンバー
2 中村　　　新 南部地区民生委員児童委員協議会　会長
3 森　　　恭美 第２次南部地区住民福祉活動計画策定メンバー
4 町田　ちよ子 第２次南部地区住民福祉活動計画策定メンバー
5 松吉　　政彦 南部地区社会福祉協議会　事務局
6 服部　　　正 南部地区社会福祉協議会　会長
7 中江　　靖治 南部地区まちづくり協議会　役員
8 宮下　　治彦 南部コミュニティセンター　館長
9 亀田　久美子 聖和町　住民
10 水谷　　友彦 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
11 金子　　泉美 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
12 光田　　淳人 東近江市社会福祉協議会　在宅福祉課
13 山添　　陽一 東近江市社会福祉協議会　総務課

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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永源寺地区

■概要
　地区の面積は市の約4割。三重県境に位置し、鈴鹿国定
公園に指定された山々を有する中山間集落。臨済宗永源寺
派の総本山である「永源寺」は紅葉の名所としても有名。轆
轤（ろくろ）を用いて椀や盆等の木工品を作る職人発祥の地
でもあり、古くからの歴史と文化が色濃く残る地域でもある。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 2491人 313人 12.6% 1346人 54.0% 832人 33.4%
女 2582人 227人 8.8% 1287人 49.8% 1068人 41.4%
計 5073人 540人 10.6% 2633人 51.9% 1900人 37.5%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 38人 123人 161人
85～89 98人 150人 248人
80～84 106人 169人 275人
75～79 149人 181人 330人
70～74 236人 252人 488人
65～69 205人 193人 398人
60～64 171人 171人 342人
55～59 159人 156人 315人
50～54 164人 153人 317人
45～49 155人 145人 300人
40～44 148人 159人 307人
35～39 107人 97人 204人
30～34 107人 86人 193人
25～29 101人 101人 202人
20～24 110人 104人 214人
15～19 124人 115人 239人
10～14 121人 93人 214人
5～9 121人 67人 188人
0～4 71人 67人 138人
計 2491人 2582人 5073人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　永源寺福祉の会
■主な構成（役員数：理事数：48名　内常任理事：21名、会計監事：２名）
自治連合会、民生委員児童委員協議会、まちづくり協議会、赤十字奉仕団、更生保
護女性会、福祉推進員、老人クラブ連合会、健康推進員協議会、生活支援サポーター
絆、住めば都プラン推進会議、地域活動経験者

■主な活動内容
えんがわ喫茶、命のバトン、歳末おせち料理お届け・友愛訪問事業、居場所づくり
交流会の開催、福祉推進員交流会の開催、みんなのふるさと祭りへの参加、地域を
知ろう、住民支え合い推進事業助成、研修・各種講座の開催、広報誌「永源寺福祉
の会便り」の発行

まちづくり協議会の活動状況 名称　　永源寺地区まちづくり協議会
■主な構成（役員数：５名）
役員会（会長、副会長、監事）
運営委員会（役員、専門部会長、コミセン館長、事務局長、会長が指名した者）
専門部会（環境、子ども応援、安心安全、えがお、いきいき活性、文化情報）

■主な活動内容
千草街道の整備、わがまち探訪事業（千草街道を往く、鈴鹿の自然観察）、きらり！
えいげんじ再発見事業、もみじ街道の整備、エイゲンジ桜の植栽、大本山永源寺ラ
イトアップ、エコキャップ・プルトップ・割り箸等の回収、大型（金属製）資源ごみ
の回収、花苗の配布、子育て応援事業、みんなの夏休み、みんなのふるさと祭り、
情報誌の発行、ホームページの運営

■世帯等の状況
世帯数 1883世帯 外国人登録数 39人
ひとり暮らし高齢者世帯数 187世帯 避難行動要支援者登録者数 173人
高齢者のみの世帯数 173世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 36団体 福祉委員・福祉推進員数 44人
民生委員児童委員数 20人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 177人 老人クラブ会員数 762人
自主防災組織数 18団体 子ども会員数 ー
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 14ヶ所

（年齢）

（人数）
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永源寺地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　10回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆全住民を対象にアンケートを実施
　テーマ「どのような地域にしていきたいか」
◆ 「永源寺みらい会議」、「交流会輪つなぎ」など、これまでの地域の話し合いの場で出た意

見をもとに策定。

氏　名 所属・役職
1 城尾　　清一 住めば都プラン推進会議　座長
2 仲谷　　正敏 個人ボランティア

3 藤澤　　彰祐 個人ボランティア 
結の会メンバー

4 野田　　　敏 永源寺地区民生委員児童委員協議会　会長
5 川嶋　　冨夫 生活支援サポーター絆　代表
6 田中　　　進 愛知川の清流を守る会　役員

7 山形　　　蓮 地域おこし協力隊 
政所茶レン茶” ー

8 山梶　　瑞穂 永源寺図書館　館長
9 福井　　　均 永源寺地区まちづくり協議会　文化情報部会長
10 池田　佳一郎 永源寺福祉の会　副会長
11 栗田　　拓実 東近江市役所　林業振興課
12 小門　　信也 道の駅　奥永源寺渓流の里　駅長
13 渋谷　　智広 東近江市役所　地域担当職員
14 福井　　　肇 杠葉尾町自治会長
15 柴田　　　遥 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
16 浜田　　篤史 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
17 南川　　敏子 東近江市社会福祉協議会　永源寺事務所
18 西村　　　敦 東近江市社会福祉協議会　デイサービスセンターゆうあいの家
19 元部　　明江 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションゆうあいの家
20 古川　　弥生 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションゆうあいの家

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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五個荘地区

■概要
　湖東平野、市の西部に位置し、きぬがさ山と愛知川に挟
まれた地域。国道８号線が通り、交通量が多く、交通の要
所となっているが、国道を左右に折れると辺り一面水田で、
のどかな風景が広がる。歴史的には、中山道の要所として
栄え、近江商人発祥の地と言われ、「てんびんの里五個荘」
として地域の	PR	を行っている。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 5858人 847人 14.5% 3581人 61.1% 1430人 24.4%
女 5935人 791人 13.3% 3403人 57.3% 1741人 29.3%
計 11793人 1638人 13.9% 6984人 59.2% 3171人 26.9%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 70人 196人 266人
85～89 112人 193人 305人
80～84 185人 245人 430人
75～79 273人 298人 571人
70～74 426人 446人 872人
65～69 364人 363人 727人
60～64 325人 304人 629人
55～59 348人 342人 690人
50～54 402人 422人 824人
45～49 441人 411人 852人
40～44 408人 387人 795人
35～39 379人 314人 693人
30～34 338人 318人 656人
25～29 316人 282人 598人
20～24 331人 311人 642人
15～19 293人 312人 605人
10～14 301人 286人 587人
5～9 299人 263人 562人
0～4 247人 242人 489人
計 5858人 5935人 11793人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　五個荘地区社会福祉協議会
■主な構成（役員数：31名）
自治会連合会、民生委員児童委員協議会、まちづくり協議会、商工会、マイルド五個荘、
手をつなぐ育成会、赤十字奉仕団、青少年育成市民会議、健康推進員協議会、
子ども会指導者連絡協議会、母子福祉のぞみ会、ほっとハート五個荘、知識経験者

■主な活動内容
小地域福祉活動の推進（自治会福祉委員活動支援、サロン活動支援・居場所づくり
の推進等）、住民福祉活動計画の推進（五個荘地区住民福祉会議の活動促進等）、命
のバトン事業の推進（命のバトン事業の普及啓発等）、地域世代間交流、子育て支援
事業の推進（わくわく広場の開催、子ども食堂の支援）、つながり活動の推進、情報
発信と啓発の推進（広報誌発行等）、安心安全ネットワークの推進

まちづくり協議会の活動状況 名称　　五個荘地区まちづくり協議会
■主な構成（役員数：156名）
役員会（会長、副会長、事務局長、館長）
運営委員会（役員、相談役、各事業部正副部会長、有識者）
事業部会（安心・安全部会、環境部会、歴史・文化部会、地域福祉部会、情報誌部会、
自治会推薦まち協推進委員、地域担当職員）

■主な活動内容
五個荘コミュニティセンターの指定管理
安心・安全部会：命のバトン啓発、防災訓練等
環境事業部会：ダンボールコンポストの普及推進、大型金属資源回収（年3回実施）等
歴史・文化事業部：中央公園桜まつり
地域福祉事業部会：てんびんの里ふれあい広場、歌声喫茶、五個荘地区住民福祉活
動推進等
情報誌部会：広報誌「GO！まち協」の発行、SNSを活用した情報発信等

■世帯等の状況
世帯数 4626世帯 外国人登録数 317人
ひとり暮らし高齢者世帯数 278世帯 避難行動要支援者登録者数 214人
高齢者のみの世帯数 301世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 27団体 福祉委員・福祉推進員数 65人
民生委員児童委員数 25人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 89人 老人クラブ会員数 ー
自主防災組織数 24団体 子ども会員数 526人
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 17ヶ所

（年齢）

（人数）
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五個荘地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　10回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆ 計画を推進していく五個荘地区住民福祉会議の委員だけで策定をするのではなく、様々
な分野の声を聞き計画を策定していきたいとの思いから、策定推進委員を新たに選出
し住民福祉会議の委員と一緒に策定してきた。

◆ 過去に実施されたまちづくり協議会のアンケートや福祉委員研修会のアンケート、新
たに地区社協理事やまち協理事、住民福祉会議委員へアンケートを実施し、アンケー
トの声、策定推進会議での声をもとに策定を進めた。

氏　名 所属・役職

1 深尾　　浄心 五個荘地区社会福祉協議会 会長
五個荘地区住民福祉会議　代表

2 西　　　義一 五個荘地区民生委員児童委員協議会 会長
五個荘地区社会福祉協議会 副会長

3 小杉　　　勇 五個荘地区まちづくり協議会　会長
五個荘地区社会福祉協議会　理事

4 清水　　一範 五個荘小学校　校長
5 安食　　　敬 五個荘中学校　教頭

6 阪田　千彩子 七福堂製菓
東近江市商工会会員

7 小杉　恵美子 五個荘地区主任児童委員
8 大道　　隆和 マイルド五個荘　所長
9 堤　　　洋三 社会福祉法人　六心会　理事長

10 猪田　　耕平 東近江市地域包括支援センター
五個荘地区住民福祉会議委員

11 石田　富生枝 子育てスタジオPIECE 代表

12 溝江　麻衣子 五個荘新堂町住民（東地区）
五個荘地区住民福祉会議委員

13 大橋　　理恵 五個荘日吉町住民（南地区）
五個荘地区子ども会理事

14 大橋　　久子 五個荘小幡町住民（北地区）
五個荘地区民生委員児童委員協議会

15 市田　　　衛 五個荘地区社会福祉協議会 総務部会長
五個荘地区住民福祉会議委員

16 大橋　　保治
五個荘地区まちづくり協議会
安心・安全部会長
五個荘地区住民福祉会議委員

17 川嶋　　重剛 五個荘地区社会福祉協議会　事務局長
五個荘地区住民福祉会議委員

18 河村　　栄一
五個荘地区社会福祉協議会　広報部長
五個荘地区まちづくり協議会　運営委員
五個荘地区住民福祉会議委員

19 北川　　友一 健康倶楽部ごかしょう　会長
五個荘地区住民福祉会議委員

20 木村　　光男 五個荘地区社会福祉協議会　理事
五個荘地区住民福祉会議委員

21 佐々木　律子 ボランティア
五個荘地区住民福祉会議委員

氏　名 所属・役職

22 篠原　　玲子 五個荘地区まちづくり協議会　運営委員
五個荘地区住民福祉会議委員

23 関　　　菊世 サラナ親子教室　代表
五個荘地区住民福祉会議委員

24 外村　　俊夫 ケアプランセンター福来朗
五個荘地区住民福祉会議委員

25 西村　　貞之 五個荘地区社会福祉協議会　理事
五個荘地区住民福祉会議委員

26 野々目　良一 ほっとハート五個荘　代表
五個荘地区住民福祉会議委員

27 林　　　留奈 東近江市保健センター
地域住民

28 細居　　悦子 五個荘地区まちづくり協議会　運営委員
五個荘地区住民福祉会議委員

29 安居　　詩帆 地域住民
五個荘地区住民福祉会議委員

30 志井　　和美 養護老人ホームきぬがさ　副所長
五個荘地区住民福祉会議委員

31 吉居　　崇司 五個荘地区まちづくり協議会　副会長
五個荘地区住民福祉会議委員

32 辻　　　　薫 社会福祉協議会　六心会　地域支援担当
地域支え合い推進員

33 奥村　　　昭 社会福祉協議会　六心会　地域支援担当
地域支え合い推進員

34 池尻　　　雅 東近江市社会福祉協議会
地域福祉課

35 上田　　祐子 東近江市社会福祉協議会
地域福祉課

36 村田　　眞弓 東近江市社会福祉協議会
五個荘事務所

37 破瀬　恵津子 東近江市社会福祉協議会
相談支援課

38 松川　　猛彦 東近江市社会福祉協議会
かじやの里の新兵衛さん

39 下倉　　梨沙 東近江市社会福祉協議会
デイサービスセンターちゃがゆの里

40 布施　　久恵 東近江市社会福祉協議会
ヘルパーステーションなごみ

＊ 順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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愛東地区

■概要
　湖東平野の東部、愛知川右岸に位置し、豊かな自然に恵
まれ、美しい田園風景が広がる地域。環境と果樹栽培に力
を入れたまちづくりをすすめてきており、ぶどう、梨、メ
ロン等の果樹栽培が盛ん。農業を活かした道の駅「マーガ
レットステーション」での直売や、菜の花エコなど先進的
な取り組みがすすめられてきた。一方で、湖東三山のひと
つ百済寺があり、古い歴史も有している。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 2223人 268人 12.1% 1235人 55.6% 720人 32.4%
女 2317人 248人 10.7% 1191人 51.4% 878人 37.9%
計 4540人 516人 11.4% 2426人 53.4% 1598人 35.2%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 42人 110人 152人
85～89 71人 118人 189人
80～84 86人 126人 212人
75～79 131人 143人 274人
70～74 204人 212人 416人
65～69 186人 169人 355人
60～64 148人 170人 318人
55～59 134人 152人 286人
50～54 149人 130人 279人
45～49 133人 138人 271人
40～44 131人 110人 241人
35～39 117人 112人 229人
30～34 116人 87人 203人
25～29 98人 78人 176人
20～24 116人 119人 235人
15～19 93人 95人 188人
10～14 95人 89人 184人
5～9 112人 89人 201人
0～4 61人 70人 131人
計 2223人 2317人 4540人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　愛東地区社会福祉協議会 あいとぴあ
■主な構成（役員数：16人）
自治会連合会、民生委員児童委員協議会、まちづくり協議会、ボランティア連絡協
議会、赤十字奉仕団、福祉委員会、身体障害者厚生会、健康推進員協議会、子ども
会連合会、小学校長、中学校長、学識経験者

■主な活動内容
福祉委員会助成事業、しあわせホーム（高齢者サロン）助成事業、啓発活動（愛東地
区夏祭りにて他）、福祉と防災事業（まちづくり協議会防災部会へ参画）、命のバト
ン（命のバトン推進委員会、まちづくり協議会福祉プロジェクトと協働）、広報発行、
しあわせホームボランティア交流会開催、福祉委員会交流会への参画、まちづくり
協議会福祉プロジェクトへの参画、役員研修

まちづくり協議会の活動状況 名称　　愛東地区まちづくり協議会 愛の田園ネット
■主な構成
役員（会長、副会長、監事、事務局長、事務局次長、顧問）
運営委員会（役員、専門部会長）…24名
評議委員…22名　　まちづくり委員…22名
専門部会（広報部会、防災部会、地域ふれあい活動部会、花づくり部会、福祉プロジェ
クト部会、イベントサポートプロジェクト部会、愛のまち交流プロジェクト部会、
獣害対策プロジェクト部会、愛東呼びたいプロジェクト部会、文化活動部会）

■主な活動内容
気象情報サービス「愛の田園気象だより」、水遣り省力プランター設置、防災啓発活
動、「命のバール」製作、広報発行、ホームページ、あいとう夏まつり開催、あいと
う秋まつり開催、サンタクロース訪問、イルミネーション飾りつけ、地域イベント
等への模擬店出店、命のバトン、愛のつく町との交流事業、空き家の有効活用

■世帯等の状況
世帯数 1612世帯 外国人登録数 70人
ひとり暮らし高齢者世帯数 123世帯 避難行動要支援者登録者数 132人
高齢者のみの世帯数 132世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 22団体 福祉委員・福祉推進員数 62人
民生委員児童委員数 22人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 100人 老人クラブ会員数 ー
自主防災組織数 18団体 子ども会員数 86人
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 11ヶ所

（年齢）

（人数）
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愛東地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　12回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆住民や愛東の地域づくりに携わっている方の声を聞くためにインタビューを実施した。
◆ インタビューでの声をもとに、愛東くらしの会議（第２層協議体）のメンバーで懇談を

重ね作成した。

氏　名 所属・役職
1 北邑　　清治 愛東地区社会福祉協議会　会長
2 辰己　はる枝 愛東地区民生委員児童委員協議会　会長
3 楠神　　　渉 特定非営利活動法人 加楽　所長
4 松村　　尚子 愛東地区まちづくり協議会　福祉プロジェクト
5 藤澤　　恵子 愛東地区まちづくり協議会　福祉プロジェクト
6 太田　　清蔵 特定非営利活動法人 結の家　代表
7 川副　きよ子 特定非営利活動法人 あいとう和楽　所長
8 野村　　正次 ファームキッチン野菜花　オーナー

9 中川　　愛博 あいとうふくしモール運営委員会 
第２層協議体　地域支え合い推進員

10 福永　　剛士 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
11 上田　　祐子 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
12 西山　　江真 東近江市社会福祉協議会　愛東事務所
13 小泉　　大介 東近江市社会福祉協議会　相談支援課
14 奥　　　秀子 東近江市社会福祉協議会　デイサービスセンターじゅぴあ
15 金田　　恭子 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションゆうあいの家

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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湖東地区

■概要
　地区の東部には、山々が連なり、宇曽川と愛知川に挟ま
れた扇状地が西部へと広がる。田園に囲まれた集落が点在
し、鎮守の杜などとともにのどかな農村景観が広がる地域。
高塚古墳やハナノキ、数多くの文化財を残す社寺など、文
化遺産も残り、これらの歴史や文化は、今も現在の各集落
の祭礼や行事が色濃く残っている。農業を中心としながら
も、工場などの誘致も積極的に行うまちづくりが進められ
ている。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 4341人 863人 19.9% 2376人 54.7% 1102人 25.4%
女 4302人 538人 12.5% 2338人 54.3% 1426人 33.1%
計 8643人 1401人 16.2% 4714人 54.5% 2528人 29.2%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 55人 197人 252人
85～89 93人 169人 262人
80～84 142人 207人 349人
75～79 197人 240人 437人
70～74 317人 318人 635人
65～69 298人 295人 593人
60～64 250人 285人 535人
55～59 224人 218人 442人
50～54 239人 234人 473人
45～49 317人 297人 614人
40～44 276人 277人 553人
35～39 236人 250人 486人
30～34 179人 181人 360人
25～29 161人 147人 308人
20～24 221人 191人 412人
15～19 273人 258人 531人
10～14 222人 213人 435人
5～9 518人 177人 695人
0～4 123人 148人 271人
計 4341人 4302人 8643人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　湖東地区社会福祉協議会
■主な構成（役員数：15名）
自治連合会、民生委員児童委員協議会、赤十字奉仕団、湖東すこやかクラブ、母子
福祉のぞみ会、身体障害者厚生会、手をつなぐ育成会、健康推進協議会、湖東おた
すけ隊、青少年育成市民会議、まちづくり協議会、会長が選任する者

■主な活動内容
役員研修、季節の味お届けサービス、おせち料理配食、高齢者市内見学、一人暮ら
し高齢者のつどい、ことうふるさとまつり参加、共同募金啓発活動、広報発行、自
治会活動助成事業、福祉用具等購入助成、福祉団体助成、教材・遊具等購入助成、
福祉推進委員研修、福祉懇談会共催

まちづくり協議会の活動状況 名称　　湖東地区まちづくり協議会
■主な構成（役員数：24名）
総会、理事会、運営委員会、まちづくり推進員会議、部会（広報部会、防災コミュニティ
部会、みどり環境部会、福祉部会、湖東企画部会）、プロジェクト（歴史文化プロジェ
クト、子育て支援プロジェクト、こどもいきいきプロジェクト、福結びプロジェクト、
音楽を聴こうプロジェクト）

■主な活動内容
広報発行、ホームページ、湖東地区防災ネットワーク、防災出前講座実施、防災運
動会プロデュース・サポート、まち協菜園管理運営、資源ごみ回収、地区イベント
支援、サンタクロース訪問、配食油回収、通学路点検、通学合宿、子ども体験事業、
レコードコンサート、婚活サポート、いこいこ広場開催

■世帯等の状況
世帯数 2974世帯 外国人登録数 116人
ひとり暮らし高齢者世帯数 239世帯 避難行動要支援者登録者数 169人
高齢者のみの世帯数 250世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 39団体 福祉委員・福祉推進員数 67人
民生委員児童委員数 24人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 92人 老人クラブ会員数 343人
自主防災組織数 24団体 子ども会員数 ー
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 15ヶ所

（年齢）

（人数）
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湖東地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　７回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆ 湖東の支え合いを考えるプロジェクトで作成した聞き取りシートを基に、プロジェク
トメンバーが各自で知り合いや各種団体に聞き取りを行った。また、これまでの計画
推進の振り返りやコロナ禍において課題となってきたことを会議で整理を行い、聞き
取りした声と合わせ計画を策定。

氏　名 所属・役職

1 髙田　　房良 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
湖東地区社会福祉協議会　会長

2 田中　信一郎 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
生活支援サポーター　湖東おたすけ隊　代表

3 小島　　善雄 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
湖東地区まちづくり協議会　会長

4 小島　　秋彦 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
湖東地区まちづくり協議会　事務局長

5 河口　　昌子 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
湖東地区民生委員児童委員協議会

6 福田　　純子 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
湖東地区まちづくり協議会　福祉部会

7 浅岡　紅美子 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト　

8 村田　　彩華 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
介護タクシー事業所

9 久保　　文裕 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト

10 仲川　　恭未 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
湖東地区地域おこし協力隊

11 江竜　喜代子 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
湖東図書館　館長

12 佐川　　陽子 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
市役所　湖東支所

13 上西　　真悠 湖東地区の支え合いを考えるプロジェクト 
市役所　湖東支所

14 久保　　　晃 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
15 金子　　泉美 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
16 堀居　亜樹子 東近江市社会福祉協議会　湖東事務所
17 野口　　依子 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションゆうあいの家
18 増田　　真歩 東近江市社会福祉協議会　デイサービスセンターじゅぴあ

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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能登川地区

■概要
　琵琶湖や里湖、愛知川の流れと良質な湧水、小川、また
木立や田畑、里山があり、動植物が共生する豊かな自然に
恵まれた地域。古い歴史をもち、古墳や遺跡が残り、歴史
を伝える蔵や古い屋敷、美しい庭が残る。JR能登川駅が
あり、京阪神のベッドタウンとして発展してきた。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 11536人 1658人 14.4% 6968人 60.4% 2910人 25.2%
女 11865人 1587人 13.4% 6789人 57.2% 3489人 29.4%
計 23401人 3245人 13.9% 13757人 58.8% 6399人 27.3%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 107人 303人 410人
85～89 228人 378人 606人
80～84 388人 502人 890人
75～79 567人 598人 1165人
70～74 854人 898人 1752人
65～69 766人 810人 1576人
60～64 653人 697人 1350人
55～59 637人 724人 1361人
50～54 740人 692人 1432人
45～49 908人 842人 1750人
40～44 811人 807人 1618人
35～39 736人 739人 1475人
30～34 698人 647人 1345人
25～29 595人 519人 1114人
20～24 580人 562人 1142人
15～19 610人 560人 1170人
10～14 618人 550人 1168人
5～9 541人 577人 1118人
0～4 499人 460人 959人
計 11536人 11865人 23401人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　のとがわ福祉の会
■主な構成（役員数：理事15人、評議員67人、監事２人）
理　事： 自治会連合会、まちづくり協議会、民生委員児童委員協議会、老人クラブ

連合会、赤十字奉仕団、身体障害者厚生会、行政等福祉経験者 
評議員：各自治会からの推薦者（150世帯以上の自治会は２名）

■主な活動内容
各種助成事業（自治会福祉推進事業交付金・助成金・モデル事業助成、サロンお出
かけ支援助成、子どもの居場所づくり支援事業助成）、能登川の福祉を考える三者
会議、共同募金啓発活動、評議員研修会、福祉のまちづくり講演会、サロンボランティ
ア交流会、ひとり暮らし高齢者お便り事業（年賀状の送付）、ひとり暮らし高齢者見
守り支援事業、子ども芸術展での啓発活動、ふれあいフェア参加、広報誌「こんに
ちはのとピーです」発行、防災・災害支援基金の設置

まちづくり協議会の活動状況 名称　　

■会議・組織体制・部会
総会、理事会、運営委員会、活動団体連絡会、自治会連合会 
指定管理部門（コミセン、やわらぎホール、やわらぎの郷公園） 
まちづくり部門（まちづくり、ふるさと散歩道、広報、健康福祉、環境、安全・安心、
歴史・文化、施設運営）

■主な活動内容
「びわ湖ホール声楽アンサンブル演奏会」の開催（まちづくり事業部）、地域の良さの
再発見と継承（ふるさと散歩道事業部）、広報紙「ホップ♪ステップ♪のとがわ」の発
行（広報事業部）、「元気のつどい」、「おしゃべりカフェ」の開催（健康福祉事業部）、能
登川中学校「フラ輪ープロジェクト」の支援（環境事業部）、「自治会ヒアリング」、「地
区防災研修会」の開催（安全・安心事業部）、能登川南小、八日市南高と連携した猪
子山古墳群と里山の整備（歴史・文化事業部）、指定管理施設の有効活用で地域との
交流促進（施設運営事業部）

一般社団法人 能登川地区まちづくり協議会
ホップ♪ステップ♪のとがわ

■世帯等の状況
世帯数 9108世帯 外国人登録数 435人
ひとり暮らし高齢者世帯数 626世帯 避難行動要支援者登録者数 498人
高齢者のみの世帯数 813世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 54団体 福祉委員・福祉推進員数 67人
民生委員児童委員数 51人 主任児童委員数 3人
赤十字奉仕団員数 665人 老人クラブ会員数 2278人
自主防災組織数 39団体 子ども会員数 501人
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 26ヶ所

（年齢）

（人数）
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能登川地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　10回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆ 学区別福祉懇談会での声など、第２次計画の期間に地域で開催してきた懇談会等で集
めた声を整理し、計画づくりに反映した。

◆ 能登川の福祉の中核を担う「民生委員児童委員協議会」、「能登川赤十字奉仕団」、「能登川
地区老人クラブ連合会」の３団体へアンケートを実施し、日頃の活動の中で感じる地域
課題について把握した。

◆ 専門職として気づいている、住民では見えない地域の課題などを把握するため高齢者
や障がい児者、児童に関わる専門職との懇談会を開催。

氏　名 所属・役職
1 石田　　純一 桜ケ丘福祉の会
2 門脇　　　宏 能登川地区まちづくり協議会
3 北崎　　富三 能登川地区老人クラブ連合会　会長
4 中村　三千代 能登川赤十字奉仕団　副委員長
5 水本　ひろ美 能登川地区民児協　副会長
6 峯田　　昭義 有識者（元能登川地区民児協　会長）
7 山本　　　均 のとがわ福祉の会　会長
8 脇　　　正美 ちょこっとサポートのとがわ　代表
9 桂田　　博司 能登川コミュニティセンター　副館長
10 谷村　　真紀 社会福祉法人 真寿会　ケアプランセンターのとがわ
11 前川　　呂万 社会福祉法人 真寿会　小規模多機能居宅介護しんぐう
12 谷　　　和之 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
13 柴田　　　遥 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
14 川原﨑　厚子 東近江市社会福祉協議会　能登川事務所
15 増倉　　　敦 東近江市社会福祉協議会　相談支援課
16 澤村　　妙子 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションなごみ

17 村井　真衣子 東近江市社会福祉協議会　 
小規模多機能型居宅介護事業所 かじやの里の新兵衛さん

18 福永　　洋子 東近江市社会福祉協議会　デイサービスセンターちゃがゆの郷
＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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蒲生地区

■概要
　市の南部に位置し、北には布引丘陵、南には鏡山丘陵と
呼ばれる古琵琶湖層の緩やかな丘があり、中央部には佐久
良川と日野川によって沖積された低地が広がっている。万
葉集や古事記ともゆかりが深く、古墳や古社、また鋳鉄鍛
冶といった工人ゆかりの地名が残るなど、歴史と工芸、文
化が豊かな地域。
　もともとは農業中心の純農村であったが、名神高速道路
の開通に伴い、企業誘致や宅地開発が進み、現在では豊か
な自然が残る農村地域と新興住宅地が混在している。

■年齢層別人口
人口 年少人口（0～14歳） 生産人口（15～64歳） 高齢人口（65歳以上）

男 7183人 1024人 14.3% 4662人 64.9% 1497人 20.8%
女 7275人 923人 12.7% 4453人 61.2% 1899人 26.1%
計 14458人 1947人 13.5% 9115人 63.0% 3396人 23.5%

■年齢層別人口
男 女 計

90～ 64人 177人 241人
85～89 115人 235人 350人
80～84 194人 263人 457人
75～79 242人 318人 560人
70～74 472人 463人 935人
65～69 410人 443人 853人
60～64 510人 440人 950人
55～59 542人 557人 1099人
50～54 563人 569人 1132人
45～49 580人 577人 1157人
40～44 468人 459人 927人
35～39 380人 368人 748人
30～34 397人 338人 735人
25～29 369人 318人 687人
20～24 435人 421人 856人
15～19 418人 406人 824人
10～14 403人 391人 794人
5～9 372人 330人 702人
0～4 249人 202人 451人
計 7183人 7275人 14458人

地区社協福祉協議会の活動状況 名称　　蒲生あかね福祉の会
■主な構成（役員数：30人）
本部役員会（会長、副会長、事務局長、会計、事務員）
役員会（本部役員、各種団体、ボランティア、福祉関係者、蒲生支所、市社協）
総会（役員、福祉委員）

■主な活動内容
地域福祉活動推進事業助成、拠り所創造事業助成、拠り所創造事業説明会、拠り所
事業、地区代表者会議、福祉のまちづくり講座、サマーホリデー事業協力、福祉と
健康のつどい、身障更生会との交流、朝桜中学校との懇談会、歳末お楽しみ会、役
員研修、広報「ほほえみ」発行、おたがいさん蒲生、わいがや支え合い蒲生、あかね
ふれ愛のつどい

まちづくり協議会の活動状況 名称　　蒲生地区まちづくり協議会
■主な構成（役員数：38名）
総会（自治会代表、自治会まちづくり委員、地域活動団体代表）、役員会、企画会議、
運営委員会、特別委員会（まちづくり計画推進委員会、広報企画委員会、ふるさと
蒲生野川づくり委員会）、専門部会（エコランド部会、ひだまり部会、あかね部会、
ふれあい交流会、万葉ロマンの里づくり部会、地域活性化部会）、蒲生まちづくり
会議（自治連役員、市関係者、県・市議会委員、農協、商工会、社協、コミセン、
各種団体、まち協　他）

■主な活動内容
蒲生まちづくり会議・まちづくりフォーラム、ガリ版伝承によるまちづくりの会、
子ども円卓会議、蒲生スマートインター周辺活性化プロジェクト、広報紙「がまチョ
コ」毎月発行、日野川・佐久良川モデル地区の「除草作業とゴミ拾い」の実施、防災・
減災と命のバトン事業、健康福祉講座等、生ごみコンポストの普及啓発、切れ目の
ない子育て・婚活、広報誌がまちょこに「がもうの話し」「野謙記」を連載、蒲生スマー
トインター周辺の私有地有効活用

■世帯等の状況
世帯数 5357世帯 外国人登録数 399人
ひとり暮らし高齢者世帯数 224世帯 避難行動要支援者登録者数 274人
高齢者のみの世帯数 283世帯

■地域組織および人的資源
自治会数 42団体 福祉委員・福祉推進員数 68人
民生委員児童委員数 28人 主任児童委員数 2人
赤十字奉仕団員数 435人 老人クラブ会員数 773人
自主防災組織数 32団体 子ども会員数 234人
ふれあいサロン助成数（代替活動含） 20ヶ所

（年齢）

（人数）
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蒲生地区住民福祉活動計画　策定経過

地区住民福祉活動計画　策定メンバー

■計画策定までに開催した会議回数　　９回
■策定のプロセス・特徴的なこと

◆ 住民を対象にアンケートを実施。テーマは「心豊かに住み続けたいと思えるまちがもう
になるために、蒲生住民の声を聞こう！」。幅広い世代からの声を聞けるように、策定
メンバー全員で聞き取りを行った。

氏　名 所属・役職

1 安井　　一裕 蒲生あかね福祉の会　会長 
おたがいさん蒲生　代表

2 佐川　　昭子 蒲生地区まちづくり協議会　会長 
おたがいさん蒲生　会計

3 中川　よし子 蒲生あかね福祉の会　会計

4 下野　　澄子 蒲生あかね福祉の会　事務局 
おたがいさん蒲生　副代表

5 安部　　春造 蒲生地区民生委員児童委員協議会　会長

6 大塚　　ふさ 蒲生地区まちづくり協議会　あかね部会 
おたがいさん蒲生　西学区コーディネーター

7 東田　　八郎 一般社団法人 がもう夢工房　理事長

8 綾　　　康典 蒲生地区地域教育協議会　会長 
蒲生北小学校・朝桜中学校地域コーディネーター

9 村田　みつえ 蒲生地区民生委員児童委員協議会
10 山田　　福二 蒲生コミュニティセンター　館長
11 向井　　恵子 蒲生あかね福祉の会　事務局長
12 森下　　瑠美 NPO法人　まちづくりネット東近江
13 山田　　香苗 蒲生医療センター居宅介護支援事業所
14 水谷　　友彦 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
15 金子　　泉美 東近江市社会福祉協議会　地域福祉課
16 上畑　　哲夫 東近江市社会福祉協議会　デイサービスセンターあさひの
17 山名　　典子 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションせせらぎ
18 清水　さゆり 東近江市社会福祉協議会　ヘルパーステーションせせらぎ

＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。
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ほんまかいな！！ 

あ、おっちゃん！ 

ただいま－ 

おかえり－ 

気ぃつけて 

だそうです。 

私たちにできること 

考えへん？ 

顔顔見見知知りりのの人人ががいいるる  

だだれれかかととつつななががっってていいるる  

○○さんの裁縫教室 
こんなことで 

良ければまた 

言うて－ 

○○さんに 

教えてもろたら、できたな！ 

私私ののこことと・・ままちちやや福福祉祉をを  

知知るる・・話話すす・・体体験験すするる  

機機会会ががああるる  

私私ののここととをを認認めめててももららええるるままちちやや  

福福祉祉をを「「私私ごごとと」」にに感感じじらられれるる  

相談してみよ－な 

よ－来たね－ 

こんにちは 

最近、〇〇さん 

こ－へんな― 

ふだんはこんなこと

してるんよ－ 

え！！専門職に 

相談してみるわ 

ちょっと 

手伝って－な 

あの時は元気にして

はったよね？ 

この間、SOS の電話

がかかってきて… 

どうしましょう 

今後、気になる

ことを相談しま

しょう 

気気づづいいたたここととをを  

相相談談しし、、一一緒緒にに考考ええらられれるる  

ままちちやや福福祉祉にに関関わわるる  

仲仲間間がが増増ええるる  

社協さ－ん 

気気軽軽にに相相談談でできき、、聞聞いいててももららええるる  

おお互互いいのの““ででききるる””でで  

助助けけ合合ええるる  

みみんんななにに役役割割とと  

出出番番ががああるる  

社協に相談する？ 

ほぉ…。 

あの情報が欲しいのか 

自自分分のの居居場場所所  

ががああるる  

帰りあそこ 

行こうや！！ 

 

 
東近江市よいとこや

な 

あの人にも教えたろ－ 

へぇ！！ 

拡散・拡散♪ 

えぇ！！ 

よう言うてや 

…etc 

情情報報のの発発信信ツツーールルがが充充実実しし、、  

みみんんななとと一一緒緒にに情情報報をを広広げげるる  
お知らせです！！ 

私の 

国の文化 

なるほど！！ 

欲欲ししいい情情報報がが手手にに入入るる  

どどんんなな情情報報をを欲欲ししてて  

いいるるかかががわわかかるる  

おお互互いいにに気気ににかかけけ、、  

見見守守りり合合ええるる人人ががいいるる  

わ～～～ 

さすがやな！！ 

これ良かったら

どう？ 

はーい！ 

色色んんなな相相談談をを受受けけ  

止止めめててももららええるる  

なんです… 
実はちょっと気に

なってたんです 

 
こんなまちを目指して 

各目標を進めていきましょう 

こんな風習が

あるんです 

居場所づくり 

 

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

ほんまかいな！！ 

あ、おっちゃん！ 

ただいま－ 

おかえり－ 

気ぃつけて 

だそうです。 

私たちにできること 

考えへん？ 

顔顔見見知知りりのの人人ががいいるる  

だだれれかかととつつななががっってていいるる  

○○さんの裁縫教室 
こんなことで 

良ければまた 

言うて－ 

○○さんに 

教えてもろたら、できたな！ 

私私ののこことと・・ままちちやや福福祉祉をを  

知知るる・・話話すす・・体体験験すするる  

機機会会ががああるる  

私私ののここととをを認認めめててももららええるるままちちやや  

福福祉祉をを「「私私ごごとと」」にに感感じじらられれるる  

相談してみよ－な 

よ－来たね－ 

こんにちは 

最近、〇〇さん 

こ－へんな― 

ふだんはこんなこと

してるんよ－ 

え！！専門職に 

相談してみるわ 

ちょっと 

手伝って－な 

あの時は元気にして

はったよね？ 

この間、SOS の電話

がかかってきて… 

どうしましょう 

今後、気になる

ことを相談しま

しょう 

気気づづいいたたここととをを  

相相談談しし、、一一緒緒にに考考ええらられれるる  

ままちちやや福福祉祉にに関関わわるる  

仲仲間間がが増増ええるる  

社協さ－ん 

気気軽軽にに相相談談でできき、、聞聞いいててももららええるる  

おお互互いいのの““ででききるる””でで  

助助けけ合合ええるる  

みみんんななにに役役割割とと  

出出番番ががああるる  

社協に相談する？ 

ほぉ…。 

あの情報が欲しいのか 

自自分分のの居居場場所所  

ががああるる  

帰りあそこ 

行こうや！！ 

 

 
東近江市よいとこや

な 

あの人にも教えたろ－ 

へぇ！！ 

拡散・拡散♪ 

えぇ！！ 

よう言うてや 

…etc 

情情報報のの発発信信ツツーールルがが充充実実しし、、  

みみんんななとと一一緒緒にに情情報報をを広広げげるる  
お知らせです！！ 

私の 

国の文化 

なるほど！！ 

欲欲ししいい情情報報がが手手にに入入るる  

どどんんなな情情報報をを欲欲ししてて  

いいるるかかががわわかかるる  

おお互互いいにに気気ににかかけけ、、  

見見守守りり合合ええるる人人ががいいるる  

わ～～～ 

さすがやな！！ 

これ良かったら

どう？ 

はーい！ 

色色んんなな相相談談をを受受けけ  

止止めめててももららええるる  

なんです… 
実はちょっと気に

なってたんです 

 
こんなまちを目指して 

各目標を進めていきましょう 

こんな風習が

あるんです 
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■地域福祉推進計画の体系図 ■計画の見方

スローガン

つ
な
が
り
と
地
域
愛
で
つ
く
る

ふ
だ
ん
の 

く
ら
し
の 

し
あ
わ
せ

＜一人ひとりの地域福祉の充実＞

＜みんなでつくる ふくしのまち＞

目標① ふだんのくらしの場で一人ひとりが�
� 誰かとつながれる機会や場づくり

脱・孤立
仲間づくり
居場所づくり

目標② 困っている人をほっとかない
� 支え合う地域づくり

ニーズ把握・発見
ほっとかない人材育成

役割と出番

目標③ 一人ひとりを知り
� 理解し合うための福祉共育

地域共生社会
多文化理解
共に生きる力

目標④ 困りごとの解決に向けた
� ネットワークの構築

住民参加と住民との協働
アウトリーチ※

多機関・異業種連携

目標⑤ 命と暮らしを支える
� 社協の相談支援体制の強化

相談支援
伴走支援
権利擁護

目標⑦ 福祉のまちづくりをひろげる情報発信
福祉のまちづくり
情報発信
広報・啓発

目標⑧ 福祉のまちづくりを
� 推進するためのサポート

地域プロフィール
地域福祉推進会議
地区社会福祉協議会

キーワード 目 標 目標を分かりやすく表現したもの キーワード
　この目標を表す特徴的な言葉

■リード文
　この目標の全体をまとめて表現したもの
　

活動方針
◆　この目標で何を進めていくのか、
　　活動の大きな方向性を示したもの

目指す地域のイメージ
　（５年後の地域のイメージ）
　　この目標が達成できた時に、
　　どのような地域になっているかを表したもの

■具体的な活動
　・新規（新たに取り組む活動）

　・発展（これまでの取り組みをより一層発展させ力を入れていく活動）

　・継続（これまでの取り組みを現状に合わせ、工夫しながら進めていく活動）

現状と課題
○ 各地区の住民の声や策定委員会

で話し合った声をもとに、現状
や課題を文章化したもの

◎策定委員会のひとコマ
○ 策定委員会で議論したことを

ピックアップ
　 この目標で大事にしたいことや

議論が活発だった内容を記載

SDGsのアイコン…目標に関連するアイコンを記載
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目 標
①

ふだんのくらしの場で
 一人ひとりが誰かとつながれる機会や場づくり

キーワード
　脱・孤立　　　仲間づくり　　　居場所づくり

　コミュニティの基盤を強化していくために、「多様なつながり」づくりをすすめ、住
民同士が「顔見知りの関係」を築き、多くの人が地域のことに関心を持ち、地域の活動
に参加する人を増やし、地域を活性化します。また、暮らしに身近なエリアで、「居心
地が良い」と思える「安心」して過ごせる場をつくり、誰もが、どこかで、誰かとつな
がり、孤立している人がいない地域を目指します。

活動方針
◆  暮らしに身近なエリアで、どこかに参加でき、誰か（社会）とつながれる多様な場

をつくります
◆ 地縁に関わらず、地域住民が集い交流できる場づくりをすすめます　
◆ 様々な人が、地域活動に参加しやすい機会や場づくりをすすめます
◆ 地域に関心を持つ人を増やし、地域で活動する人を増やします

目指す地域のイメージ

現状と課題
○ご近所づきあいが減っている
○働き世代は、職場と家を行き来するだけで、地域で生活している実感がもちにくい
○地域とのつながり＝煩わしいというマイナスイメージを持つ人もいる
○自治会から脱退する人、加入しない人が増加
○ 自治会の行事が近所の人と知り合う機会だったが、自治会行事が少なくなり、世代

を超えて話す機会や知り合える機会が減った
○ 高校や大学への進学、就職を機に地域から離れてしまう。若者が地域となんらか関

われる工夫が必要
○コロナ禍でつながりが断たれてしまった。集まりたくても、集まれない
○障がいのある人が、地域と関わりを持てる機会や場がない
○ 家や学校以外に、子どもが安心して過ごせる居場所が少なく、家や学校で過ごしづ

らい子にとっての居場所が身近な地域にない
○地域のなかでつながりがなく、孤立している人もいる

◎策定委員会のひとコマ

“地域でのつながりが大切” って言われても、ママ友とか地域に関係な
く、誰かとつながってると言えばつながってるし、なんか分からんかも。

つながり方も多様にあって、“オーダーメイドのつながり”が東近江市
でたくさんつくれるといいかもしれんね。

そう言えば、友達に誘われて子どもと「芋ほり体験」に参加した時、色々
な地区の人と出会って、いろいろ喋れて素敵な場やなと思ったわ。
こういった場も、地域の人と「つながる場」やったんかもしれんね。

そうやね。私も、よそから引っ越して来たから、隣近所のことや、自
治会のことを知らないし、「つながる」って分からへんかったなぁ。

同じ趣味の人や、同じ悩みを持つ人が集まれたり、自然と行きたいなあ、
居心地いいなっていう場が身近にあって、つながれるといいな。
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目標①　ふだんのくらしの場で一人ひとりが誰かとつながれる機会や場づくり

◆市社協がすすめる重点活動

活動１ 孤立しがちな人が安心して
参加できる居場所づくり

発展 活動範囲 市域

協働
メンバー

地区社協、地区ボ
ラセン、住民、医
療・福祉専門職

内　容 
方向性

　障がい児者や難病の方、ひきこもり、不登校の方などの当事者の方々
が、安心して好きなことができたり、楽しめる場などの居場所を関係者、
関係機関との協働で、広げていきます。
　関係者、関係機関と話合い、当事者の状況を把握し、参加しやすい居
場所づくりをすすめます。
　障がい児者、難病の方、ひきこもり、不登校など、年度ごとにテーマ
を設定し、検討をすすめます。

活動２ 脱・孤立
社会参加で健康づくり

新規
活動範囲 市域

協働
メンバー

住民、行政、医療・
福祉専門職

内　容 
方向性

　高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、住民主体の身近な
通いの場等の育成、支援することで健康寿命の延伸を図ります。（介護予
防活動育成支援事業）
　令和６年度を目標に東近江市（14地区）で、その地域に応じた介護予
防を中心とする住民主体の身近な通い（つどい）の場の創設と継続支援を
します。

≪市社協がすすめる活動≫

活動３ 子どもの学習・生活支援の実施 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

大学生、社会人ボ
ランティア、学校、
子ども食堂、行政

内　容 
方向性

　大学生・社会人ボランティアと共に、経済的に困窮している家庭の子
どもたち（中・高生）を対象に、安心して過ごせる居場所をつくり学習の
サポートをします。学習のサポートだけでなく、生きていくための力を
つける生活体験ができる機会づくりをします。
　行政や学校等とも連携し、子どもたちへの支援を通じて、世帯の支援
にもつなげていきます。

活動４ 障がい児サマーホリデー事業
の実施

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

保護者、学生、住民、
行政

内　容 
方向性

　保護者、ボランティア、行政と社協が協働して夏休み期間、特別支援
学校※や特別支援学級※に通う子どもたちを対象に、地域の場で集い、遊
びなどを通し、地域の人とのふれあいの場をつくります。また、活動を
通して、学校の枠を超えた、保護者同士がつながる場づくりをすすめます。

活動５ シニア世代の仲間づくり 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

シニア世代の
仲間づくり講座OB

内　容 
方向性

　シニア世代の仲間づくりのきっかけとなる講座を開催（年１回）し、新
たなつながりの機会と地域の活動に関わるきっかけとなる機会をつくり
ます。また、講座終了後は、仲間づくりの支援、活動支援を行います。

活動６ 中学生・高校生・大学生が
地域に関われる機会づくり

新規
活動範囲 市域

協働
メンバー

中学校、高校、大学、
地区社協、まち協、
地区住民福祉活動
計画推進会議

内　容 
方向性

　中学生、高校生、大学生が地域のことや地域の課題を知り、課題解決
に向け、一緒にできることを考え、活動していく機会をつくります。こ
の経験を通して、地域活動に参加するきっかけとなり、大人になっても
地域活動へ関わる人づくりへつなげます。
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活動７ 趣味や得意を活かせる
多様な集いの場の情報発信

新規

活動範囲 市域

協働
メンバー

地域住民、第２層
協議体、地区社協、
まち協、コミセン、
ボ ラ ン テ ィ ア グ
ループ、まちづく
りネット※、図書館

内　容 
方向性

　地域で開催されている趣味や得意を活かせる集いの場や機会について
情報を発信し、地域の多様な場に参加する人を増やします。

活動８ 集いの場・居場所づくりの
活動支援

継続
活動範囲 地区・自治会や

近所

協働
メンバー

地区社協、サロン
や子ども食堂の活
動者、住民

内　容 
方向性

　自治会や地区など身近なところで、住民同士が集まり、お互いに顔見
知りになり、普段から声をかけ合えるつながりが生まれる集いの場や居
場所の立ち上げ、運営支援を行います。
　またコロナ禍において、活動を継続できるよう運営支援を行い、つな
がりが途切れないようにします。

活動９
東近江市福祉センター事業

の実施
（児童センター、母子・父子福祉センター、

老人福祉センター）

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

福祉センターを利
用する住民、行政

内　容 
方向性

≪児童センター≫
　乳幼児の親子から小学校、中学校、高校生まで、幅広い年齢の子ども
たちの遊びの場を提供します。また、長期休暇中には小学生を対象にし
た居場所づくり事業を実施します。
≪母子･父子福祉センター≫
　ひとり親家庭や寡婦※の自立と生活の安定を図るため、講座の開催や
交流の場を提供します。
≪老人福祉センター≫
　高齢者の健康増進や生きがいづくりのための講座を開催します。

≪住民の私たちだからできること≫

範囲 できること 説　　明

近
所
や
自
治
会

 あいさつや声掛けをする お互いに顔見知りになり、同じ地域に住む人と
のつながりを広げます。

人とつながれる場を「地域の
お宝」として大切にする

畑や趣味の活動など日々の暮らしの中にある場
や機会が、人とつながる大切な機会として続け
ていきます。

近
所
や
自
治
会
・
地
区
・
市

声をかけ合って参加する

地域の活動や集いの場に参加していない人にも
声をかけ、参加します。
自治会行事やサロン活動など、地域にある集い
の場を通して、お互いに顔見知りとなり、日頃
から気にかけ合います。

誰もが参加できる工夫をみん
なで考える

年代・国籍や障がいのあるなしに関わらず、誰
もが安心して参加できるよう工夫します。
また、運営するスタッフも楽しみながら参加で
きる集いの場を参加者みんなでつくります。

様々な人が参加できる場や
機会をつくる

地区域や市域で、誰もが気軽に参加できる場を
広げます。
また、誰かのやってみたいことや得意なことで、
楽しいこと・わくわくする機会をつくります。

自治会の活動や地域行事の
楽しさや大切さを伝える

子どもや若者世代をはじめ住民に、自治会活動
の良さや魅力、必要性を、活動を通じて知って
もらい、地域に関心を持つ人を増やします。

≪目標に関連する活動エピソード ～こんな活動がすすんでいます～≫

近所でみんなと健康づくり

　蒲生地区の大塚町では、毎月１回、大塚町
公民館で介護予防に取り組む集まりをされて
います。大塚町の誰もが参加できます。市社
協職員指導による健康体操をしたり、介護予
防のポイントを聞いたりします。みんなが定
期的に顔を合わせ、わいわいがやがや話し、
頭を使ったり、体を動かすことで、大塚町の
仲間がいつまでも健康でいきいきと暮らせる
ように取り組みを続けておられます。
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親子がつながる 「冬ホリ・春ホリ」

高校生が取り組む　SDGs

　東近江市では、特別支援学校、特別支援学級に通う子ど
もたちが夏休みの期間中、地域の人とふれあい、楽しく過
ごすことを目的にサマーホリデー事業を実施しています。
湖東地区では、夏のサマーホリデーの期間だけでなく、子
どもたちの居場所づくりや保護者同士が情報交換したり、
何気ないことが話せる場をつくろうと、サマーホリデー事
業の指導員と保護者が冬休み、春休みに「冬ホリ」「春ホリ」
として集いの場をもっておられます。子どもたちは楽しく
過ごし、保護者は先輩お母さんの話を聞いたり、保護者同
士がつながる中で不安や悩みを出せたり、学んだりできる
場となっています。

　八日市南高校の「地域支援活動部」では、
東日本大震災の復興支援の活動、部活動で
作った野菜を市内の子ども食堂へ寄附する
活動などのボランティア活動に取り組んで
こられました。令和３年度には、貧困で悩
む子どものための募金活動を行おうと、事
前に子どもの貧困について学ぶ機会をもち、
市社協が学習に協力。このつながりをきっ
かけに、部活動で作られた野菜を市社協の
善意銀行に寄附されています。高校生が暮らしの身近な課題に目を向け、自分たちのできる
ことを通して地域に関わることを大切にされています。
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目 標
②

困っている人をほっとかない
 支え合う地域づくり

キーワード
　ニーズ把握・発見　ほっとかない人材育成　役割と出番

　困った時に、気兼ねなく「助けて」と言える地域づくりをすすめます。そして、誰も
が「助けて」と言える「ヘルプミー運動」と名付けてすすめていきます。また、困ってい
る人に気づいた人が、相談や支縁につなげることができる仕組みをつくります。
　支える側、支えられる側ではなく、一人ひとりや団体・グループが、それぞれの立
場でできることをすすめ、支え合う地域を目指します。
＊「支縁（しえん）」とは、「支」える活動によって、つくられる「縁」のことです。

活動方針
◆  困っている人や困りごとに気づく人を増やし、支援につなぐ仕組みづくりをすす

めます
◆ 困っている人を支える、困りごとを解決する仕組みづくりをすすめます
◆ 住民に身近な相談窓口、相談できる場をつくります
◆ みんなに役割と出番がある地域づくりをすすめます
◆ 一人ひとりや団体・グループが、それぞれの立場でできることをすすめます
◆ 災害時にも支え合える地域づくりをすすめます

目指す地域のイメージ

現状と課題
○一人暮らしをされている認知症※の人や精神障がいのある人が心配
○支援が必要な人がどこにもつながっていない場合がある
○ 学校卒業後、仕事ができずに家にひきこもってしまい、本人も保護者もしんどい思

いをしている人がいる
○生活の困りごと（ゴミ出し、買い物、草刈、移動等）を一人で抱えている人がいる
○人に迷惑をかけたくないので、SOSを出さない人がいる、また声を出しづらい
○もちつもたれつの助け合いが、なかなかできない
○困っている人にどのように声をかけて良いかわからない
○気軽に相談するところがない。「ちょっと聞いて」と行けるところがない
○困りごとや地域の課題を、自分の地域だけで解決できなくなるかもしれない
○災害時に、助けてくれる人がいるか不安

◎策定委員会のひとコマ
困ってても「助けて」とは、なかなか言えへんよね。それに、助けられ
てばかりだと、申し訳なく思って、余計「助けて」って言えへんよなぁ。

困っている本人は、なかなかSOSを出せへんなぁ。誰かが気づかんと。
うちの地域は、本人がSOSを出さなくても、周りが気づけるような仕
組みづくりができひんかって、みんなで話し合ってるで。

そう言えば、ご近所づきあいしてない高齢の人がいるんやけど、時々
声をかけてたら、ある日「しんどい、助けて…」と連絡があって…。そ
の時、日頃の付き合いや声かけが大事やなと思ったわ。

そうやんね。誰でも、困りごとはあるし…。みんなが「助けて」と言えて、
「なんか手伝えることあったらやるで」って言い合えたらいいよね。

困りごとは、人によって内容や困り感の程度が違うから、顔なじみの人にしか言
えないこともあるし、逆に知っている人やから相談できないことってあるな…

日頃のお付き合いや会話から、困りごとに気づいて気にかけてくれる
人を増やしたいよね。それで、自分たちではどうしようもない時には、
専門職の人につなげないとアカンね。
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目標②　困っている人をほっとかない　支え合う地域づくり

◆市社協がすすめる重点活動

活動１ 住民にとって身近な
相談窓口の設置

継続
活動範囲 地区

協働
メンバー

地区住民福祉活動
計画推進会議、地
区社協、まち協、
各種団体

内　容 
方向性

　住民にとって気軽に集まったり、話しに行ける場をつくり、普段のつ
ながりから、相談できたり、困りごとに気づいた人がもちこめる場をつ
くります。令和８年度には、14地区すべてに設置することを目指します。

活動２ 誰もに役割と出番がある機会
や場づくり

継続
活動範囲 地区

協働
メンバー

地区住民福祉活動
計画推進会議、地
区社協、まち協、
各種団体

内　容 
方向性

　住民にとって身近なところで、「ちょっと助けて」と「～ならできるよ」
と、お互いに助け、助けられる仕組みをつくります。自分の好きなこと
や得意なこと、やってみたいことができ、誰もに出番や役割がある機会
や場をつくります。

活動３ 見守り活動の推進
発展 活動範囲 小地域（自治会）

協働
メンバー

住民、民生委員、
福祉委員、自治会、
地区社協、行政

内　容 
方向性

　地域の実情に合わせた、見守り活動の支援を行います。また、地域の
中には、民生委員や福祉委員、福祉団体など、地域で見守り活動をして
いる人たちが、地域の中で連携し協力し合って見守れるよう、定期的に

「見守り会議」を開催し、情報交換や相談し合える場をつくります。
　普段の見守りから、支え合えるネットワークをつくり、災害時にも支
え合えるようにします。
　令和４年度には、地区社協交流会で見守りをテーマに話合い、必要な
見守り活動について探ります。また、令和６年度を目途に必要な取り組
みを具体化させます。

活動４ ほっとかないための
住民のリーダー育成

継続
活動範囲 地区

協働
メンバー

地区住民福祉活動
計画推進会議、地
区社協、まち協、
各種団体

内　容 
方向性

　地区ボランティアセンターの取り組みをすすめるにあたり、身近な地
域で相談役として地区のニーズや困りごとなどを聞き、解決へ向け、住
民活動や専門職、関係機関へつなぐ人づくりを行います。
　毎年、地区ボランティアセンターの勉強会を開催し、その中で人づく
りをすすめます。

≪市社協がすすめる活動≫

活動５ ほっとかないための人づくり 継続
活動範囲 市域・地区

自治会や近所

協働
メンバー

地区社協、地区住
民福祉活動推進会
議、住民

内　容 
方向性

　生活支援サポーター養成講座を開催し、住民がお互いに声を掛け合い、
暮らしの中での困りごとや人の変化に気づき、関係機関等につないだり、
支え合いの活動をする人づくりをすすめます。また、地域の支え合い活
動を支援します。

活動６ 地域の福祉活動をすすめる
人たちとの連携

継続
活動範囲 地区・自治会や

近所

協働
メンバー

地区社協、地区住
民福祉活動計画推
進会議、福祉委員

内　容 
方向性

　地区や小地域（自治会など）での福祉活動をすすめるために、見守りや
支え合い活動の担い手として活動している方々との連携を強化します。
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活動７ ボランティア活動支援 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

ボランティア、市
民活動者、まちづ
くりネット、行政

内　容 
方向性

　住民が自分のできることや好きなこと、得意なことで気軽にボラン
ティア活動へ参加できる取り組みを進めるとともに、その活動を支援し
ていきます。

活動８ 地域アセスメント活動の実施
（社会福祉調査）

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー 市民児協

内　容 
方向性

　住民基本台帳※の情報だけでは把握できない、地域で生活する上で支
援を必要とする方の実態把握を目的に、民生委員・児童委員と協働して
社会福祉調査を実施します。

活動９ 災害時に支え合えるしくみづくり 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

地区社協、市民児
協※、日赤奉仕団、
関係機関、行政

内　容 
方向性

　災害発生時には災害ボランティアセンターを設置・運営し、被災者支
援を行います。そのため、災害ボランティアセンター設置・運営訓練を
実施します。また各関係団体・機関と災害時の支援体制づくりをすすめ
ます。
　普段の見守り活動や支え合い活動を活かし、災害時にも支え合えるよ
う取り組みを進めます。

活動10
S＆S

（スマイル・アンド・スタンド）
の実施

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー 住民、企業、行政

内　容 
方向性

　仕事が続けられない、相談できる人がいない、コミュニケーションが
苦手といった課題を抱える方など、社会に出るきっかけを探しておられ
る方へ、「働く」ことを見据えた多様なプログラムを通じて社会性を身に
つけ、自己有用感※を感じられる社会参加の場をつくります。

活動11 FoodDay（フードデイ）25の
実施

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

民生委員・児童委員
各種団体、住民、
行政

内　容 
方向性

　生活に困っておられる方へ善意で寄せられた寄付物品などをお渡しす
る「食」の支援を行います。広く市民へ呼びかけ、相談窓口としての社協
を知ってもらい、生活困窮者支援への理解や支え合いの輪を広げられる
よう、民生委員・児童委員をはじめ行政や各種団体、フードドライブな
どと連携して取り組みます。

活動12 地域の暮らしを支える専門的支援 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー 住民、行政

内　容 
方向性

　それぞれが抱く願いが叶えられ、住み慣れた地域で心豊かに安心して
自立した在宅生活が継続できるよう、介護福祉士等の専門資格を持つ職
員が、利用者に寄り添った在宅福祉サービスの提供を行います。
　介護事業所が、住民と顔見知りの関係を作り、地域の身近な気軽に立
ち寄れる相談窓口となる事業所を目指します。
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≪住民の私たちだからできること≫

範囲 できること 説　　明

近
所
や
自
治
会
・
地
区

そっと見守り お互いの様子を気にかけます。また、身近に気に
なる人や心配な人がいたら、声をかけます。

「ヘルプミー運動」
　をすすめる

困った時には、気兼ねなく「助けて」と言える地域
の雰囲気づくりをします。また、困りごとがある
人、気になる人には、「何か手伝うよ」と声をかけ、

「助けて」が言いやすい雰囲気づくりをすすめます。
隣近所で解決できない時には、自治会や地区に関
係なく「助けて」と言える地域にします。

社協をはじめ、相談機関など
につなげる

聞いた相談や困りごとを相談窓口などにつなぎま
す。どこに相談すればよいかわからない場合は、
市社協につなぎます。

自分のできること、得意なこ
と、好きなことを活かす

一人ひとりのできることで、だれもがお互いに支
え合います。
誰もが、「助け上手、助けられ上手」になります。

見守り活動

給食サービス事業、友愛訪問、ひとり暮らし高齢
者安否確認訪問、スクールガードなどを通して、
安否確認等の見守り活動をすすめます。
また、気になる世帯や人のことを話し合う「見守
り会議」を設けます。

学習会や防災訓練等に参加

認知症や災害に関する学習会や活動に参加します。
また、自治会の防災訓練や避難行動要支援者個別
避難計画※の作成や防災マップづくりなど、いざ
という時に備えた活動にも参加します。

≪目標に関連する活動エピソード ～こんな活動がすすんでいます～≫

集う・つながる・話せる・出番がある「湖東いこいこ広場」

　湖東いこいこ広場は、毎週火曜日に開催されてい
ます。地域住民が気軽に来られる工夫として、午前
中に様々な講座や地域住民が得意や趣味を披露する
場を企画されています。コロナ禍で講座などの企画
を控えていた間も場は開放し、相談できる場として
開催されていました。そのなかで、暮らしの困りご
となどの相談も少しずつ出てきており、情報提供や、
関係機関へつなぐなどされています。

自治会ぐるみで見守り　「五個荘山本町福祉委員会」

　五個荘山本町福祉委員会は、自治会長、民生
委員・児童委員、福祉委員の合計12名のメン
バーで２ヶ月に１回福祉委員会を開催されてい
ます。福祉委員会では、各福祉委員の日頃の見
守りでの情報共有をされ、出てきた地域の課題
や暮らしの困りごとについて話し合われていま
す。身近な地域でお互いに見守り合う地域の雰
囲気づくりと、何かあったときに、動ける支え
合いのある地域へつながっています。

みんなの「できること」で開催「FoodDay25」

　「生活に困っておられる方が食の心配をせず、
安心して新年を迎えられるように」との思いで市
社協が始めたFood Day25。S＆Sメンバーの企
画、準備、運営により開催してきました。市民の方、
団体、企業や商工関係の方から、毎年たくさんの
食材等のご寄附が寄せられます。これまで中野地
区で活動されている「たすけあい中野」や「なかの
よいまち推進会議」のみなさんによるお餅つきや、
自分で寄付の物品を取りに来られない方へは民生委員・児童委員が届けてくださるなど、た
くさんの方のれぞれの「できること」が持ち寄られて取組んでいます。

子育て世代に人気！「おばあちゃんの手縫いぞうきん」

　日頃デイサービスでは、手足の運動をすることで機
能維持に努めています。縫物が得意な利用者様のご希
望で、手縫いで雑巾を作りました。きれいな縫い目の
雑巾がたくさんできあがりました。
　できあがった雑巾は、福祉センターハートピア来館
者のみなさんにという利用者様の意向で、窓口で10
円でおすそ分けをしました。小さな子ども連れの方の

「あ、この雑巾いいね！」の声に周囲にいたたくさんの
お母さんたちも手にとり、持ち帰ってくださいました。その様子を聞いた利用者様は、「そん
なに喜んでくれたの？」と嬉しそうでした。
　利用者様の得意と手作りのぞうきんを必要とされる方がつながることができました。
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目 標
③ 一人ひとりを知り理解し合うための福祉共育

キーワード
　地域共生社会　　多文化理解　　共に生きる力

　差別や偏見、孤立をなくすために、地域に暮らす人達がお互いを知り、認め合える
機会や場をつくります。また、「福祉」が、困っている誰かのことではなく、自分のこ
とと気づく話し合いや学び合いの場をつくり、「共に生きる力」を育みます。
　そして、地域の課題を解決するために、主体的に地域活動に参加する人を増やし、
地域共生社会の実現を目指します。
　東近江市には、外国籍の方も多く暮らしています。国籍や民族などの異なる人々が、
お互いの文化や違いを認め合い、東近江市に暮らす地域の一員として、共に生きてい
くことができる、多文化共生の地域を目指します。
＊�「福祉共育」には、地域で暮らす全ての人が共に学び、共に育ち合うことを大切にし
ていくという思いが込められています。

活動方針
◆  地域のことや福祉について話し、お互いに学ぶ機会や場をつくります
◆  新たな気づきが生まれる、共に育ちあう場や機会をつくります
◆  地域の課題解決やお互いに助け合う地域づくりに主体的に関わる人を増やします
◆  国籍等違う人々が、互いの文化的違いを認め合うことができる機会や場をつくります

目指す地域のイメージ

現状と課題
○「福祉」について、知らない人、無関心な人がいる
○ 「福祉」は、障がいがあったり、高齢者のことだったり、特定の人のためのものとい

うイメージがあり、他人ごとに思っている人が多い。
○障がいや難病に対して、誤った情報やイメージを持っている人が多い
○ 障がいのある子どもと一緒に出掛けたり、食事に行くことが大変。白い目で見られ

てしまう
○認知症に対する理解が、まだまだ広がっていない
○外国籍の人は、地域に暮らす人としてではなく、働き手としか見てもらえていない
○外国籍の人は、言語、文化の違いで生じるトラブルや困りごとがある
○外国籍の人とどのように関わって良いか分からない
○災害時、偏見や差別からみんなと同じ避難所へ避難できないという当事者の声がある

◎策定委員会のひとコマ
地域にはいろんな人が暮らしていて、一人ひとり、思いや考え、
おかれている環境も違うよね。

まず、その人自身を知ることが大事なんと違うかな。その人のこと、
知らないから言動が理解できず、差別や偏見が生まれるんちゃうんかな。

障がい、国籍、世代に関係なく、ごちゃまぜで「いつの間にか隣にいた」
という環境、機会が必要やと思うわ。そこで一緒に何かして、一緒に
楽しんだり、同じことで笑ったりすることで理解していけるんやと思う。

みんなが助け合おうと思うと、一人ひとりを理解して、
お互いに認め合うことが大切やね。

だから、できることや困りごとも違うやろうね。

でも、いきなり理解ってなかなかできひんなぁ…

お互いを知るためには、日常や地域の中に「出会い」や
「つながる機会」が必要やと思う。

～ こ ん な 人 が 増 え て い ま す ～

困っている人に出会ったとき、
「どうしましたか？」「何かお手伝
いしましょうか？」と声をかけら
れる人

障がい、国籍、世代に関係なく、
一緒に集い、共に活動できる人

病気の流行など、地域で
何かあったとき、偏見や
差別の目で見ず、正しい
理解をしようとする人

自分自身や周りの人の強み、で
きること、得意なことに目を向
けられる人

地域で行事をするとき、障がいがあった
り、一人で行けないなど、参加しにくい
人が、安心して参加できるようにするに
はどうしたらいいか考えようとする人

地域の課題に気づいたとき、ど
うしたら解決できるか、みんな
で考え、動こうとする人
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目標③　一人ひとりを知り理解し合うための福祉共育

◆市社協がすすめる重点活動

活動１ 共生社会の実現を目指し、
共に学び合う福祉共育を広げる

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

当事者、ボランティ
ア、教育委員会、
学校、企業、自治会、
福祉施設、地区社
協、まち協

内　容 
方向性

　人それぞれ環境や生活背景により、異なる困りごとを抱えることがあ
ります。どんな困りごとがあるか、またそれに対し自分にできることが
あるかなど、あらゆる場での学びの機会を広げていきます。
　学びを通して、福祉の視点をもつ人を増やし、地域行事やくらしの場
に活かされ、さらには波及していくことを目指します。そのため、福祉
共育の新たなプログラム開発と周知のためのパンフレット作成を行い、
様々なテーマや方法により、学習の機会を提案し、実施します。

活動２ 福祉共育を広げるための
多機関協働の強化

新規
活動範囲 市域

協働
メンバー

企業、自治会、福
祉施設、地区社協、
まち協

内　容 
方向性

　自治会、福祉施設、地区社協、まち協、企業ができること、強みを活
かして協働で共に学び合うためのプログラムや機会を考える場をつくり
ます。その場をとおして、多機関のつながりを強化し、共に福祉のこと
を地域に広げていきます。

≪市社協がすすめる活動≫

活動３ 福祉共育情報交換会の開催
発展 活動範囲 市域

協働
メンバー

協力者、
ボランティア

内　容 
方向性

　福祉共育をさらによりよいものにし、地域みんなで一緒に進めていく
ために、学習への協力者やボランティアと福祉共育の目的や大事にして
いることを共有し、これからの福祉共育について一緒に考え話し合う場
をもちます。また、福祉共育の協力者だけでなく、福祉共育を実施した
ところとも、情報交換の場を検討します。

活動４ 暮らしの場で自然に多様な住民と
知り合い、つながれる機会づくり

新規
活動範囲 市域・地区

協働
メンバー

住民、地区社協、ま
ち協、地区計画推進
会議、 国際交流協
会、福祉専門職

内　容 
方向性

　住民が集う場で、多様な住民（障がい児者、子育て中の親、介護者、
認知症の方、外国籍の住民など）の話を聞いたり、一緒に何かを体験す
ることを通して、お互いにふれあい、つながりができ、理解し合える機
会づくりを進めます。
　社協職員が関わる地域住民や各機関が開催される集いの場など、あら
ゆる事業を通して、様々な人が安心して参加し、つながりをもてる工夫
を考えてもらえるよう啓発し、場づくりの支援を行います。

活動５ 寄附・寄贈文化の醸成
（善意銀行の運営）

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー 住民、企業

内　容 
方向性

　「社会のために役立つことをしたい」という市民のあたたかい善意の気
持ちで寄せられた金銭や物品をお預かりし、市内の福祉団体や施設・生
活困窮者世帯など必要とされている方・団体へ届けます。有効に活用す
る『善意の架け橋』となります。また、東近江市の寄附文化がさらに広が
り、一人でも多くの方が寄付を通じて地域福祉に参画されるよう働きか
けます。
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活動６ 赤い羽根共同募金運動の展開
発展 活動範囲 市域

協働
メンバー 住民、企業

内　容 
方向性

　「じぶんの町を良くするしくみ」として市民の皆様をはじめ、法人や各
種団体等、たくさんの方々から協力を得られるよう、募金方法や広報活
動を工夫し展開します。集まった募金は、東近江市の地域課題を解決し、
良くするための地域福祉活動に活用することで、募金による地域活動へ
の循環を図ります。

活動７ 住民参加で福祉学習
（社会福祉大会）

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

住民、社会福祉施
設、企業、行政

内　容 
方向性

　ボランティア、福祉活動者や福祉関係者をはじめ、広く地域住民が集
い、東近江市の福祉課題を知リ、理解する人を増やす目的で開催します。
福祉活動者や従事者の表彰、地域福祉をテーマとした講演等を通して福
祉に触れ、学びを深める機会をもちます。（年１回）

≪住民の私たちだからできること≫

範囲 できること 説　　明

近
所
や
自
治
会
・
地
区

福祉の学習会や懇談会に参加

市社協や他機関が開催する学習会や、当事者との
交流の機会などに参加し、障がい・認知症・難
病・介護者・子育て世代等の多様な人がおかれて
いる環境や暮らしの課題を知り、理解を深めます。

福祉の懇談会に参加
懇談会など、住民が語り合える場に参加し、自治
会や地区で聞かれる自分の暮らす地域の課題や、
その解決に向けて話し合います。

地域に住む人同士、誰もが自
然なつながりができる工夫を
する

生まれ育った地域の行事や日頃のおつきあいの中
で、障がいの有無に関わらず一緒に遊んだり、交
流する機会をつくります。そのことで、お互いを
理解し、つながります。

外国籍の方も地域の一員とし
て、つながりがもてる工夫を
する

交流する機会をとおして、それぞれの国の文化や
風習、生まれ育った環境を、お互いに理解し合い、
地域の一員として認め合います。

みんなが安心して参加できる
工夫を考える

自治会や地区などで開催する行事において、障が
い、認知症、子育て世代など、誰もが安心して
参加するには、どうしたらいいかを考えて企画し
ます。
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音楽発表会で共演　愛東北小学校福祉共育

障がいのあるなしに関わらず一緒にサッカーができることを目指して

外国籍の方にも伝わる　「やさしい にほんご」

多国籍の文化を知る　世界の料理教室

　愛東北小学校の１年生は、「人と人とが触れ合う
温かい気持ちを育てる」ことを目的に、地元の障害
者作業所「あいとう和楽」のみなさんと交流します。
　校内の音楽発表会で一緒にステージに立つた
め、一緒に何回も練習を重ねます。その練習の中で、
自然と触れ合い、お互いの心が近づき、発表会で
は一緒に頑張ってきたことを披露し、大きな達成
感となります。子どもたちは、この経験を通して、
人とつながり、触れあうことの楽しさ、大切さを
学び、多様な人の理解にもつながっています。

　愛東地区在住の高橋平さんは、地域のスポーツ少
年団などで活動に不安のある子どもがストレスなく
体を動かし、仲間と話せる場をつくろうと、発達障
がいなどがある小学生たちで構成するサッカーチー
ム「東近江FCレジリエンス」を立ち上げられました。
練習前には必ず、喜怒哀楽を表したカードを使って、
子どもたちが練習前と練習後に、どんな気持ちにな
れたらいいのかを考える時間をもちます。また練習
でもいきなりサッカーを始めるのではなく、まずは
鬼ごっこでウォーミングアップします。練習に集中
できない子どもも多く、まずは自由に体を動かして
もらうことを目的にされています。高橋さんは、「障
がい児のため」のチームをつくらなくてもよい社会
を目指し、指導者を対象にした多様性を理解する講
座の開催を考えておられます。

　東近江国際交流協会では、日本語を学ぶ外国籍
の人を支援するボランティアを養成する講座を開
催されています。「やさしいにほんご」を使ってでき
る支援の仕方を考える講座です。
　「やさしいにほんご」は普通の日本語より簡単で
外国人に分かりやすいように伝える言葉のことを
いいます。東近江市に住む外国籍住民の約９割は
英語が母語や公用語ではない人です。簡単な日本
語なら理解できる人が多いので、多言語で翻訳するよりも「やさしいにほんご」に置き換える
方が早い時間でたくさんの人に伝えることができます。「やさしいにほんご」は誰に、何を、ど
うやって伝えるか相手を思いやる気持ちが大切です。外国人だけでなく、子どもや高齢者、
障がい者にも理解しやすく、使いやすい言葉です。

　東近江市には、いろいろな国から様々な目的で来日した人
たちが生活をしています。外国籍の方の生活を支援するため
に国際交流協会では、少しでも地域で暮らしやすくするきっ
かけにと、様々な事業をされています。その中で、ベトナム
料理、韓国料理など、母国料理を教わる教室の開催や、バー
ベキュー、シュハスコを体験できる機会など、多国籍の文化
を知り、違いを理解したり、外国籍の方と交流できる機会づ
くりをされています。

≪目標に関連する活動エピソード ～こんな活動がすすんでいます～≫
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目 標
④ 困りごとの解決に向けた　ネットワークの構築

キーワード
　住民参加と住民との協働　アウトリーチ　多機関・異業種連携

　住民による助け合い支え合い活動や、一つの相談機関だけで解決することが難しい
複合的な課題や複雑多岐にわたる課題に対して、住民と専門職、分野を超えた専門職
同士がつながり、それぞれの強みや役割を明確にし、連携協働できるネットワークを
構築します。

活動方針
◆  解決できない困りごとや課題を共有することで、潜在化している課題を発見します
◆  自分の専門分野以外の相談も、それぞれが受け止め、ネットワークにつなげる仕

組みをつくります
◆  様々な人（住民・福祉・医療の専門職、行政、商店など）が協働して解決するネッ

トワークをつくります
◆  異業種が協働し、地域課題を解決するための協議の場や仕組みをつくります

目指す地域のイメージ

現状と課題
○解決につながっていない相談がある
○制度に当てはまらないと相談しづらい
○活動のなかで聞いた相手からのSOSを、必要な支援につなげたいが、難しい
○くらしの場で気になる人がいるが、相談先がわからない
○引きこもりの人やその親に、伴走する人がいない
○不登校に悩む子どもや保護者へのサポートのしくみが分からない
○他機関の相談窓口との連携が必要
○外国籍の方の生活上のケアや手続き等のサポートがあまりない
○活動者が抱え込まず、相談できる先が必要
○困っている人に寄り添ってもらえるところがたくさん必要
○住民と専門職がつながりがなく、連携することがなかなかできない

◎策定委員会のひとコマ

ネットワークが必要ってよく言うけど、困っている人にとって、必要
なネットワークってどんなネットワークなんやろうね？

ほんまやね。両方のネットワークが必要やし、みんなで考えていくこと
が必要やね。困りごとが少しでも解決できるような仕組みや活動をつくっ
ていけるといいよね。まずは、みんなで話せる場をつくらなあかんね。

でも、地区で活動していると悩むことも多いわ。困りごとって１つだ
けじゃなくて、いくつも困りごとを抱えている人もいるから、私らだ
けで考えたり、解決したりできないこともあるよね？

近所の人や友達とか、身近な人、顔なじみの人には相談もしやすいし、
ついでにぽろっと話せる『ついでのつながり』があると思うねん。「困っ
てる」って言わんでも、周りの人が気づいて、助けてくれる事あるやん。

『顔なじみのネットワーク』が必要ちゃうかな。

確かに。自分たちだけでなく、他の団体やさらに専門職の人と一緒に
できることを考えたり、それぞれの強みの合わせ技で支えられるとい
いよね。だからいろいろな分野の人がつながり、強みを持ち寄って考
えていく『分野を超えたネットワーク』が必要だと思う。
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目標④　困りごとの解決に向けたネットワークの構築

◆市社協がすすめる重点活動

活動１
気づきをつなげる・受けとめる

しくみの構築
（積極的なアウトリーチの推進）

新規
活動範囲 市域・地区

協働
メンバー

住民、医療・福祉
専門職、企業、商店、
自治会、民生委員、
行政

内　容 
方向性

  隣近所や自治会、また地域活動において、困りごとや課題を抱えた人
に気づいた人が、支援につなぐことができるしくみをつくります。また、
それぞれの専門職が、自身の分野では解決できない困りごとや課題をつ
なぐことができるしくみをつくります。
＊ 困りごとや課題を抱えた人…一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯で、

日常生活を送るうえで困りごとがあっても、身近に手助けをしてくれ
る人がいない、すぐに相談できる人がいないなど、地域で孤立してい
る人。また、健康状態に不安を抱える人やその家族、失業中の人、一
人親世帯、障がい等、様々な要因が複雑に絡み合って地域から孤立し
ている人や自らSOSの声を上げられない人（例：生活困窮、ひきこもり、
不登校）

活動２ 分野を超えた
民間のネットワーク構築

新規
活動範囲 市域

協働
メンバー

医療・福祉専門職、
企業、商店、地域
活動者、民児協、
行政

内　容 
方向性

　複合的な課題や複雑多岐にわたる課題を解決するために分野を越えた
メンバーにより、支援を考え、また解決に必要な取り組みや仕組みをつ
くる民間のネットワークを構築します。
　今ある民間のネットワークを把握し、課題解決に向けたネットワーク
の仕組みを検討し、構築します。

≪市社協がすすめる活動≫

活動３
多業種の強みを活かした
プラットフォーム※の構築
（生活支援体制整備事業）

継続
活動範囲 市域・地区

協働
メンバー

住民、医療・福祉
専門職、企業、商
店、社会福祉法人、
NPO法人、地域の
各種団体

内　容 
方向性

　住民や医療・福祉専門職、企業などが協議する場を設け、制度の枠に
とらわれず、地域課題解決に向けた取り組みを進めます。
・第１層協議体（いっそう元気！ひがしおうみ）の開催
・医療・福祉の専門職向け研修の開催
・第２層協議体の設置、運営支援
・第２層協議体における地域支え合い推進員※の設置と支援

活動４ 介護の専門職と住民、
多機関との連携

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

住民、医療・介護・
福祉専門職、行政

内　容 
方向性

　在宅福祉サービスを通した関わりの中で把握した生活上の困りごと、
世帯の困りごとについて、地域の住民や多機関と連携して地域で暮らし
続ける上での困りごとの解決に向けて取り組みます。また、介護事業所
や障がい福祉サービス事業所など、多業種とのネットワークを広げ、互
いに顔の見える関係を作り、各事業所が抱える課題（人材育成・確保、
介護スキル、災害対応等）に対して話し合う場を設けます。
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≪住民の私たちだからできること≫

範囲 できること 説　　明

近
所
や
自
治
会

気づいたことを話せる場 
づくり

身近な地域で、見守りなどで気づいた住民の困り
ごとについて話し合う場（見守り会議）を設け、
困りごとの解決のため、支援につながるようにし
ます。

市社協や行政、医療・福祉専
門職等に相談

気になる世帯や人について、自治会やご近所での
助け合いでは解決できないことがあれば、市社協
や行政、医療・福祉専門職へつなぎ、相談します。

そっと見守り、声かけ 市社協や各支援機関につないだ後も、そっと見守
り、声かけします。

地
区

困りごとに気づいた人が、相
談できるつながりをつくる

困っている人に気づいた人、聞いた人が話を聞き、
必要があれば専門職などにつなげます。また、そ
ういった相談ができるような人とのつながりをつ
くります。

市民・多機関ネットワークで支援　ワンペアレントサポートプロジェクト

市域の課題を協議～アイデア出しから、解決に向けた取り組み～

子ども食堂と地元商店街のネットワーク

　一般社団法人がもう夢工房の呼びかけで、新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大により生活が困窮し
ている一人親家庭や一人で家族の介護をされている
家庭への食材支援を目的に、食材を提供するMitteひ
がしおうみフードバンク※、市民の寄附を支援へつな
ぐ善意銀行事業や相談事業で対象となる方と関わり
が深い市社協とが協働し、プロジェクトを立ち上げ、
令和２年度、令和３年度に取り組みました。また東近
江市まちづくり協議会連絡会も共催に加わり食材の
受け渡し拠点として各地区のコミュニティセンターに協力いただきました。食材の仕分けは、
ボランティアや一人親家庭の方の参加で行いました。一人でも多くの方へ行き届くようにと、
行政とも連携し、一人親家庭への案内文書にプロジェクトの案内を同封したり、民生委員・
児童委員が把握されている家庭へ案内いただくなど、市民、多機関のネットワークですすめ
ました。

　市社協では、市から生活支援体制整備事業の委託を
受け、第１層協議体「いっそう元気！東近江」を開催
しています。その取り組みの一つに外出支援プロジェ
クトがあります。外出に関するニーズと資源、担い手
の課題を明らかにし、暮らしを豊かにする外出支援に
ついて協議、実践します。このプロジェクトで、特別
養護老人ホーム※玉園ハイムと連携し、法人車輛を地
域ボランティアが活用できるしくみをつくりました。この取り組みが地区域で展開される第
２層協議体にも広がり、愛東地区の第２層協議体「愛東くらしの会議」でも、地区内の福祉施
設が連携し、施設車輛を外出支援に利用する移送バンクのしくみがうまれました。
　また、愛東地区では、交通の課題は高齢者だけでなく、地域全体の課題であるため、高校
生の通学を応援しようという動きが出ました。そこで、地元の近江温泉病院が運行するバス
の乗客がいない時間帯と通学時間が重なることから病院の協力を得、あいとう通学応援バス
のしくみがスタートしました。

　八日市地区で開催されている子ども食堂「八日市おかえり
食堂」に八日市駅前のほんまち商店街で開店されている「パ
ンカフェ KOKON」の方が声をかけられ、子ども食堂への
協力が始まりました。使い捨て容器の提供やお弁当の提供
などの支援をされています。パンカフェ KOKONの呼びか
けで、今では、八日市駅近辺の他のお店にも子ども食堂へ
の支援の輪が広がっています。

≪目標に関連する活動エピソード ～こんな活動がすすんでいます～≫
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地域の人とのつながりが生まれる　「はちのひカフェ」

　第２次八日市地区住民福祉活動計画をもとに八日
市つながりプロジェクトで始められた「はちのひカ
フェ」。毎月8日に八日市コミセンで開催されていま
す。ワンコインの参加費でコーヒーとお菓子つきで、
誰でも参加できます。友達同士で来られたり、久しぶ
りの顔に出会えるなど、はちのひカフェに来れば、誰
かが話しかけてきてくれ、地域の人と顔を合わせて、
楽しくおしゃべりできる場になっています。市社協
の訪問介護サービスを利用されている高齢の女性が、
八日市地区に引っ越しされてきて、アパートで一人暮らしをされていました。ヘルパーが、
近くに知り合いもなく誰かと話したいという女性の思いを聞き、民生委員・児童委員の協力
を得て、市社協地区担当職員、八日市つながりプロジェクトの皆さんと連携し、「はちのひカ
フェ」に参加されるようになりました。女性は毎月のカフェを楽しみにされ、地域の人とのつ
ながりができ、気持ちも体も元気になられました。
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目 標
⑤

命と暮らしを支える
 社協の相談支援体制の強化

キーワード
　相談支援　　　伴走支援　　　権利擁護

　制度の狭間の問題や複合多問題を抱える人に対し、包括的に支えていくために社協
の様々な専門職、すべての職員の総合力を活かし、総合的に取り組んでいけるよう、
社協内の総合相談支援の体制を強化する必要があります。そのため、重層的支援体制
整備事業で相談を受け止める体制を整備し、課題解決に向けた協議の場をつくります。
さらに、課題解決には、地域や専門職、行政との連携・協働が不可欠です。
　困りごとを抱える方を重層的に支えるためにも、行政や多機関との連携を促進します。

活動方針
◆  総合相談支援体制づくりとその強化をすすめます
◆  相談を受けとめる力、伴走する力の強化をすすめます
◆  受け止めた相談から、課題解決に向けた支援等を検討する場づくりをすすめます
◆  医療・福祉の専門職が、地域と協働し、分野横断で連携することを強化します

現状と課題
○ 不登校には至っていないが、学校に行くことに課題や悩みがある家庭が、相談する

先がない
○ひきこもりの方やまたその家族が相談でき、伴走して支援してくれるところがない
○支援が必要な人が、どこにもつながっていない場合がある
○支援を拒む人もいる（だからと言って、支援しなくていいのか悩む）
○解決が難しい困りごとや課題が増えている
○コロナ禍で、経済的に大変な世帯が増えている。支援できる手立てがあまりない
○外国籍の方からの相談が、コロナ禍前より増えている
○ 支援者が、支援について悩むことも多く、しんどさもある。支援者同士お互いに相

談でき、知恵を出し合える場がほしい

＊重層的支援体制整備事業
　 令和３（2021）年４月の社会福祉法改正により、新たに創設された事業（任意事業）。市町村において、

既存の相談支援等の取り組みを活かしつつ、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する
包括的な支援体制を構築するための事業

命と暮らしを支える相談支援体制のイメージ
（重層的支援体制整備事業）
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目標⑤　命と暮らしを支える社協の相談支援体制の強化

◆市社協がすすめる重点活動

活動１ 職員の専門性を活かした
総合相談事業の実施

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

内　容 
方向性

　社協職員の持つ専門的な知識や技術、住民や関係機関とのネットワー
クを活かし、相談者の困りごとを丸ごと受け止め、解決に向け、伴走し
た支援を行います。受け止めた相談に対して多角的な視点を持って支援
が行えるよう、社協各課職員によるケース検討の機会をつくります。

活動２ 出張ふくしの相談会（仮称）と
フードパントリーの開催

新規

活動範囲 地区

協働
メンバー

福祉専門職、民生
委員・児童委員、
地区ボラセン、 地
区社協、まち協、
コミセン、 住民行
政

内　容 
方向性

　各地区の地区ボランティアセンターやコミセンの場で、出張型の相談
窓口を設ける。相談窓口のPRを行い、専門職の顔が分かることで相談
することのハードルを下げます。また、PRと相談のきっかけとして、フー
ドパントリーも同時開催します。フードパントリーについては、市社協
だけでなく各地区の協働で開催できるようにすすめます。

 ＊フードパントリー：誰もが食に困ったときに無償で食の支援が受けられる場所（活動） 

活動３ 相談支援機関とのつながり強化
と社協の相談力ＵＰ

新規
活動範囲 市域

協働
メンバー

市内相談支援機関
福祉専門職

内　容 
方向性

　高齢・障がい・児童・生活困窮などの分野を越えて、支援に関わる専
門職が困っていることや、支援する上でのしんどさを分かち合い、支援の
アイデアを持ち寄れる機会をつくります。そこで生まれたつながりによっ
て、ひきこもりや外国籍、社会的孤立といったこれまで支援の手が届きに
くかった課題へのアプローチについて検討します。また、関係機関との連
携により相談力を高めるとともに、支援者支援を意識して取り組みます。
専門職座談会、企画会議　年３～５回実施
多機関のつながりを活かした支援件数　50件

≪市社協がすすめる活動≫

活動４ 法律相談の実施 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー 弁護士

内　容 
方向性

　日々の暮らしにおける困りごとに対して、顧問弁護士による法的な視
点からのアドバイスを受けることで、相談者の困りごとの解決を図り、
地域で暮らし続けられるようサポートします。

活動５ 特定相談支援事業
障害児相談支援事業の実施

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

福祉関係事業所、
行政

内　容 
方向性

　障害のあるなしに関わらず、住み慣れた地域での生活が継続できるよ
うに支援を行います。その人らしい生活が送れるように、福祉サービス
や地域の資源を結びつけたり、他機関と連携し支援します。暮らしの中
の困り事や、生活を充実させるために日々の生活の状況を聞きとり、豊
かなこころと生きがいがもてるように支援します。

活動６ 地域福祉権利擁護事業の実施 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

福祉関係事業所、
行政

内　容 
方向性

　認知症や障がいなどにより判断能力が十分でない方が、住み慣れた地
域で自立した生活ができるよう、福祉サービス利用に関する手続きや日
常的な金銭管理の支援をおこないます。
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活動７ 成年後見制度※の利用促進 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

地域包括支援セン
ター、関係機関、
行政

内　容 
方向性

　判断能力が十分でない方の権利が法的に護られるよう、成年後見制度
の利用に関する支援をおこないます。

活動８ 家計改善支援事業の実施 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー 行政

内　容 
方向性

　生活に困窮されている世帯が、困窮状態から脱却し自立した生計維持
を目指し、生活再建に向けた意欲と家計の管理能力を高められるよう、
家計の見える化や滞納・債務の整理など伴走した相談支援を行います。
また、地域の資源との連携などにより社会参加の機会を作ることで孤立
を防ぐ支援を進めます。

活動９ 生活福祉資金
小口貸付事業の実施

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

民生委員、県社協、
行政

内　容 
方向性

　経済的な困窮状態にある低所得者世帯、高齢者・障がい者・ひとり親
世帯などへ、貸付を入口とした相談支援により、生活再建に向けた経済
的な安定と生活意欲を高め、自立した生活を送れるよう支援します。
　また、新型コロナウイルス感染症に起因する減収世帯への対策として
実施された特例貸付の償還に関する相談が増えることにより、この相談
をきっかけに潜在的な課題を明らかにして、必要な支援につなぎ伴走し
た相談支援に努めます。

≪住民の私たちだからできること≫

範囲 できること 説　　明

近
所
や

自
治
会
・
地
区

困りごとを社協につなげる 日々の暮らしの中で聞いた相談や困りごとを、
社協の相談窓口につなぎます。

家計改善支援事業から生きがいと地域のつながりづくり

　家計改善支援事業を利用されている方が、どこへ行くところもなく、出会う知り合いもなく、
家に閉じこもっているだけの状況が続いており、本人の健康状態も心配な状況が続いていま
した。
　そこで、家計改善の支援だけでなく、運動や人と出会う機会をつくっていくために、担当
民生委員・児童委員と協力して、グラウンドゴルフや体操などの地域の集いの場を紹介しま
した。
　グラウンドゴルフに参加されるようになると、ほぼ
毎日練習に行かれるようになり、大会では好成績を残
されるほどの腕前になり、本人の生きがいにもなって
きました。
　今では、グラウンドゴルフを通じてできた仲間と花
見をしたり、車が故障した時に助けてもらったりとい
う社会的な関係が生まれています。

≪目標に関連する活動エピソード ～こんな活動がすすんでいます～≫
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目 標
⑥ 福祉のまちづくりをひろげる情報発信

キーワード
　福祉のまちづくり　情報発信　広報・啓発

　現在、行われている地域福祉活動の魅力や楽しさを多くの人に知ってもらえるよう
情報発信し、関心を持ってもらうことで、地域活動に参加する人を増やします。
　困ったときに、相談窓口や福祉の情報が誰にでも届くよう、情報発信をします。

活動方針
◆  福祉のまちづくりの情報を集め、ひろげ、人と人、人と活動をつないでいきます
◆  地域福祉活動の楽しさや魅力、地域にある課題や困りごとを発信し、新たな取り

組みのきっかけを作ります
◆  福祉に関わる情報を、口コミなどを通して、より多くの人に届くように発信します
◆  どの人にも、どの世代にも情報が届くようなツールを考えます

目指す地域のイメージ

現状と課題
○地域でどんな活動をされているか知らない
○地域活動や役等の楽しさや良さ、必要性を発信できていない
○高齢者や障がいのある人、外国籍の人に、情報があまり届いていない
○社協の認知度が低い。また、地域にどんな施設があるか知られていない
○福祉に関する情報発信があまりできていない
○ 活動の開催告知や終了後の報告は発信できても、準備段階や途中経過まではなかな

かできない。そこの楽しさややりがいが伝わると、活動に参画してくれる人も増え
そうだが、準備等に追われ、活動者自身で発信するのは難しい

○地域の活動や福祉のことに関心を持ってもらえるような工夫が必要

◎策定委員会のひとコマ

地域の活動とか、福祉のことって、この策定委員会に参加するまで、
全然知らんかった。もっと発信した方がいいよ。

発信する手段は、チラシとか広報、SNS※もあるけど、口コミも情報が
拡がっていく大事なツールやね。みんなが口コミで広める人となって、
地域活動や福祉等の情報が数珠つなぎになるといいよね。そうすれば、
情報が届きにくい人にも届くかもしれへんし、関心もってくれる人が
増えるかもしれへんね。

イベントの周知や報告はするけど、準備から開催までの様子などは伝
えられてないな。そこまで伝えられると、雰囲気やしていることをもっ
と知ってもらえるけど、準備とかに追われてしまって、なかなか自分
たちだけでは難しいな。

若い世代とかは、地域活動のことを知る機会がない人も多いもんね。
もっと地域活動の大事さや魅力、楽しさを知ると自分も参加してみよ
うかなと思うかもしれへんなぁ。

そうやね。それぞれ個人でとか、その団体だけで発信しても、情報が
行き届くには限界があるよね。活動に参加してくれる人って、○○さ
んから聞いてとか、口コミで来てくれる人も多いよね。
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目標⑥　福祉のまちづくりをひろげる情報発信

◆市社協がすすめる重点活動

活動１
ふくしや地域活動の
情報発信について
検討する場の開催

新規
活動範囲 市域

協働
メンバー

高校生、大学生、
企業

内　容 
方向性

　これまで福祉や地域活動について関心がなかった人にも、福祉や地域
活動の情報を手に取ってもらえるよう有効なツールの検討を行います。
また、高校生や大学生等の若者や企業（働き世代）の参画も得て発信の拡
大を図ります。

活動２ ふくしや地域活動の情報を
共有する場や機会をつくる

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

住民、ボランティ
ア、地区ボランティ
アセンター、地区
社協

内　容 
方向性

　情報の広まりには、「口コミ」も重要です。
　ボランティアカフェ（仮称）、地区ボランティアセンター、地域のカフェ
等口コミが機能する場において、情報を発信していきます。

活動３ ふくしの情報が集まるSNS上の
プラットフォームをつくる

新規
活動範囲 市域

協働
メンバー

住民、福祉関係団体、
企業、地区社協

内　容 
方向性

　市内の福祉団体や地域団体、活動者など誰もが情報発信でき、誰もが
情報を得られるSNS上のプラットフォームをつくります。社協のSNSア
カウントを活用し、誰もがそのページ上で情報を発信できる仕組みをつ
くります。
　市内の様々なふくしの情報を発信することで、発信の頻度も多くなり、
注目も集めやすくなります。
タイトル：いいね！ふくし！ひがしおうみ
福祉の情報を広げてくれる人や団体…100人、100団体

「いいね！ふくし！ひがしおうみ」　いいね数…1,000

≪市社協がすすめる活動≫

活動４ ふくしを身近に感じるための
様々な広報媒体による社協のPR

発展 活動範囲 市域

協働
メンバー

ケーブルテレビ、
まちづくりネット、
住民

内　容 
方向性

　地域に出向いた際に、「社協」を知らない方にも、「社協」を知ってもら
い、身近な存在に感じてもらうことで、ふくしの活動を知る人を増やし
ます。
・ 社協を知らない人にも、社協のことを分かりやすく伝えるPRカード

の作成
・ケーブルテレビの番組を活用した発信（のぞいてみよう！社協）
・フェイスブックへの投稿
・ボランティア通信、つながり通信の発行

活動５ 広報「ひがしおうみし社協だより」
の発行とホームページの運用

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

内　容 
方向性

　社協の活動を中心に、福祉に関することや地域の活動等東近江市のさ
まざまな情報を掲載します。また、広報では伝えられないタイムリーな
情報は、ホームページにアップし常に新しい情報が届けられるようにし
ます。
　ホームページからお問合せされる方（特に若い方）が増えてきており、
福祉に興味・関心がある人にとっては、ホームページが重要な情報を得
るツールとなっているためホームページの充実を図ります。

活動６ 情報を得ることが困難な方への
情報発信

発展
活動範囲 市域

協働
メンバー

福祉関係団体、東
近江国際交流協会、
ボ ラ ン テ ィ ア グ
ループ、行政

内　容 
方向性

　障がいのある方や外国籍の方等情報が届きにくい方々への情報発信に
ついて検討し、分かりやすい情報発信をします。
　これまで、視覚に障がいがある方には、点訳ボランティアや音訳ボラ
ンティアの協力により、広報を届けてきましたが、新しい利用者が少な
い状況やボランティアの高齢化等の課題があります。その課題に対して
も、検討を進め改善します。
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活動７ 在宅福祉サービスの情報発信 継続
活動範囲 市域

協働
メンバー

内　容 
方向性

　在宅福祉サービスの内容や活動などを広報誌やSNSなどの広報媒体を
通じて発信し、介護支援が必要となっても在宅サービスを活用すること
で、安心して住み慣れた家での生活ができることを伝えます。

≪住民の私たちだからできること≫

範囲 できること 説　　明

近
所
や
自
治
会
・
地
区
・
市

地域活動の情報や良さ・ 
楽しさを発信する

住民活動、施設や企業の地域貢献活動など、
自分の地域（まち）の素敵な活動を発信します。
また、楽しさや良さ・意義などを紙媒体や
SNS、口コミ等を通じて発信します。

口コミで福祉情報を拡げる
市社協や福祉関係機関、地域団体等が発信す
る福祉の情報や福祉活動、福祉課題などを、
口コミやSNS・紙媒体で拡散します。

情報を手に入れるのが困難な
方へ情報を届ける

身近で知っている障がいのある方、外国籍の
方など、普段情報を得にくい人へ情報を伝え
たり、音訳広報、点訳広報、国際交流協会の
情報など、情報を得るツールがあることを知
らせます。

ボランティアによる　声のたより・点訳広報

　東近江市内では、複数のボランティアグループが視覚障がい者へ
情報を届けるために活動されています。“声”で届ける音訳ボランティ
アは、毎月発行される市の広報誌や年４回発行している社協だより
を朗読し、カセットテープやCDに吹き込んで届けます。
　“点字”で届ける点訳ボランティアは、広報誌を指で触ってわかる
文字“点字”に書き換えて届けます。
　視覚に障がいがある方にとって、音・声や手で触れることが大き
な情報源です。

≪目標に関連する活動エピソード ～こんな活動がすすんでいます～≫
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市市域域
（（東東近近江江市市））

小地域、地区域で解決

できない課題に対し、
多分野にわたる多機関

協働による解決を図る

地地区区域域
（（1144地地区区））

小地域で解決できない

課題に対して、住民や
専門職が協働し、解決

を図る

小小地地域域
（（自自治治会会ななどど住住民民がが我我ままちちとと感感じじるるエエリリアア））

住民主体による多様な地域活動
の推進

○居場所づくり
○見守り活動
○支え合い活動
○見守り会議
（協議の場）

・自治会

・民生委員・児童委員
・福祉委員・福祉推進委員

・近隣住民 など

○協議の場

地区住民福祉活動計画推進
会議、第2層協議体等

○居場所づくり
地域カフェ、子ども食堂等
地区ボランティアセンター

○人づくり
住民コーディネーター
生活支援サポーター

・地区社会福祉協議会
・まちづくり協議会
・各種団体
・ボランティア
・介護事業所、社福法人

・商店
・学校、幼児園、保育園

など

○協議の場・ネットワーク構築

第1層協議体（いっそう元気！ひがしおうみ）
東近江のボランティア推進を考える場
地域福祉活動計画推進会議

○人づくり
ボランティア活動支援
シニア世代の仲間づくり講座

・ボランティアグループ
・NPO法人、各種団体
・まちづくりの中間支援組織
・医療、福祉の専門職
（児童・障がい、高齢）

・介護事業所、社福法人
・大学、専門学校

・企業、商店
・行政、関係機関、司法関係

社会福祉協議会の
地域⽀援のイメージ

困困りりごごととやや
地地域域課課題題のの共共有有 アアウウトトリリーーチチ

ババッッククアアッッププ

困困りりごごととやや
地地域域課課題題のの共共有有 アアウウトトリリーーチチ

ババッッククアアッッププ 地地域域支支援援、、活活動動支支援援
場場づづくくりり・・ししくくみみづづくくりり

地地区区担担当当

ワワーーカカーー
・・地地域域分分析析、、地地域域支支援援
・・人人づづくくりり
・・ネネッットトワワーークク構構築築

ななどど

地地域域支支援援、、活活動動支支援援
場場づづくくりり・・ししくくみみづづくくりり

地地域域支支ええ合合いい

ココーーデディィネネーータターー

・・資資源源づづくくりり、、人人づづくくりり
・・ネネッットトワワーークク構構築築

ななどど

目 標
⑦ 福祉のまちづくりを推進するためのサポート

キーワード
　地域プロフィール　地域福祉推進会議　地区社会福祉協議会

　市社協では、地域に出向き、地域の課題や、資源、住民の思いやニーズを把握する
など、地域の特性を分析し、地区にあった支援を行うことで、東近江市の福祉のまち
づくりをすすめます。また、地域の福祉を支える様々な住民、幅広い機関、団体、企
業などと連携し、地域づくりをすすめます。
　また、地域の福祉活動が、持続可能な活動となるよう、有効的に活用できる助成金
等の検討をすすめます。

活動方針
◆ 地域の特性に応じた活動支援をします
◆ 団体等との連携、協働を強化し、福祉活動を推進します
◆ 地域活動のノウハウや工夫等を共有できるようにします
◆ 持続可能な地域活動となるよう支援します
◆ 行政施策との連携をはかります

目指す地域のイメージ

現状と課題
○地域福祉課に14地区の担当者を配置し、地区の特性に応じた活動支援をしている
○ 各地区の「住民福祉活動計画」の推進や、第2層協議体（生活支援体制整備事業）を進

める中で、各地区で福祉のことを話し合う機会や場づくりをすすめている
○ 各地区の活動支援や話し合いの場から、地域の実情を把握し、また課題を発見し、

新たな取り組みや仕組みをつくっていくことが必要
○ 各地区の福祉の要である地区社協と共に、各地区の地域福祉を推進していくための

基盤づくりや人づくりが必要
○福祉の担い手が不足している
○ 東近江市の地域福祉の理念や方針が示された「地域福祉計画」と連携し、ふくしのま

ちづくりをすすめている
○ 行政施策（生活困窮者支援、生活支援体制整備事業、重層的支援体制整備事業等）に

おいて、担当課の担当者と情報共有し連携しながら進めているが、さらに連携を強
化していく必要がある
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目標⑦　ふくしのまちづくりを推進するためのサポート

◆市社協がすすめる重点活動

活動１ 地区社会福祉協議会
との連携強化

継続
活動範囲 市域・地区

協働
メンバー 地区社会福祉協議会

内　容 
方向性

　地区の福祉活動の要となる地区社会福祉協議会の活動が発展し、活性
化するよう支援します。また、各地区での小地域福祉活動が進むよう地
区社会福祉協議会と協働し、取り組みをすすめます。

≪市社協がすすめる活動≫

活動２ 地域プロフィールづくり
と地域支援

継続
活動範囲 地区

協働
メンバー

地区社協、第２層
協議体、地区ボラ
セン、地区住民活
動計画推進会議

内　容 
方向性

　各地区の課題や社会資源、ニーズを把握します。把握したことを蓄積
しその情報等を基にし、地区の特性にあった地域支援をします。
・各地区の情報を蓄積する「地域プロフィール」の作成と情報の更新　
・地域活動の支援
・地区ボランティアセンターへの支援
・第２層協議体への支援
・地区住民福祉活動計画の推進支援
・ その他各地区で行われている地域活動（サロン、見守り活動、見守り

会議等）への支援

活動３ 東近江市民生委員児童委員
協議会との連携

継続
活動範囲 地区

協働
メンバー

市民児協
各地区民児協

内　容 
方向性

　住民に最も身近な支援者である民生委員・児童委員との連携により、
困りごとを抱えている方、孤立されている方の発見や支援を行います。
また、小地域での見守り活動や見守り会議を行い、地域ぐるみでの見守
りや支え合いの活動を進めます。

活動４ まちづくり協議会との連携 継続
活動範囲 地区

協働
メンバー まちづくり協議会

内　容 
方向性

　各地区の地域づくりの中核を担う「まちづくり協議会」と連携し、地区
社会福祉協議会をはじめとする関係団体との横断的なつながりをつく
り、各地区のふくしのまちづくりをすすめます。

活動５
赤い羽根共同募金、善意銀行、

社協会費を財源にした
地域福祉活動への助成

発展 活動範囲 市域

協働
メンバー

内　容 
方向性

　赤い羽根共同募金、善意銀行事業への寄附金、社協の会費を有効活用
し、変化する地域のニーズに応じて助成事業を展開し、地域の福祉活動
の推進を支援します。

活動６ 社会福祉法人の地域貢献
への支援

継続
活動範囲 市域

協働
メンバー 社会福祉法人

内　容 
方向性

　社会福祉法人が地域の課題を知り、解決に向けた様々な取り組みを進
めていけるよう支援します。
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活動７ 地域福祉推進会議（仮称）
の開催

新規
活動範囲 市域

協働
メンバー 策定委員

内　容 
方向性

　地域福祉活動計画が推進されるよう、計画の策定に携わった人々を中
心に、策定のプロセスで出し合った取り組み等の実現に向けた話し合い
を進めます。

協働で福祉のまちづくりをすすめる　地区社協パワーアッププロジェクト

　令和元年度から令和２年度にかけて、市内14地区
社協の皆さんと市社協で「地区社協パワーアッププロ
ジェクト」を開催しました。全４回のパワーアッププ
ロジェクトと２回の14地区社協交流会では、東近江
市で目指しているふくしのまちづくりにおいて必要と
なる地区社協の役割や機能、あり方を検討しました。
そして、プロジェクトで見出した地区社協の役割、機
能を「地区社協のてびき」としてまとめました。各地区社協では、市社協地区担当職員も一緒
に考えながら、「地区社協のてびき」をもとに、各地区にあった地区社協の基盤整備や組織づく
り、運営の検討に取り組まれています。

≪目標に関連する活動エピソード ～こんな活動がすすんでいます～≫

資　料
■東近江市の課題
各地区の住民福祉活動計画推進会議や策定委員会において、整理してきた
東近江市の課題を図で表したものです。

■策定委員会　NEWS（No.1～No.7）
策定委員会の協議での意見をまとめたものです。
策定委員会ではかわら版をもとに、これまでの話し合いをふりかえりなが
ら、協議を積み重ねました。
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第５章

基盤強化計画
社会福祉協議会とは	��������������������������������������������������������������������������������������������� 156
東近江市社会福祉協議会の理念	������������������������������������������������������������������������� 156
東近江市社会福祉協議会組織図	������������������������������������������������������������������������� 157
基盤強化計画
　　法人のガバナンス強化	��������������������������������������������������������������������������������� 158
　　事務局体制の強化	����������������������������������������������������������������������������������������� 159
　　財政基盤の強化	��������������������������������������������������������������������������������������������� 162
　　危機管理体制の強化	������������������������������������������������������������������������������������� 163
　　進行管理と行政とのパートナーシップ	������������������������������������������������������ 164

文中にある※は、資料編に用語解説があります。
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■社会福祉協議会とは
　社会福祉協議会（社協）は、社会福祉法第109条に規定された「地域福祉の推進」を目
的とした民間の非営利団体です。昭和26年（1951年）に、当時の社会福祉事業法に制
定され、全国の都道府県、市町村に設置されています。
　住民主体の理念に基づき、住民・福祉関係機関・ボランティア・市民団体・行政等
とともに地域課題を協議し、協働して、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを
進めます。

　　社会福祉法第109条には、次の活動を行うことが明記されています。
　　　一　社会福祉を目的とする事業の企画及び実施
　　　二　社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助
　　　三　 社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整および

助成
　　　四　 第三号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図

るために必要な事業

■東近江市社会福祉協議会の理念
≪基本理念≫
　共に生き、安心して暮らせる福祉のまちづくり
　　　 地域に暮らす高齢者や障がい者をはじめ、全ての市民が一人の人間として尊重

され、お互いに理解しあい、協働して共に支えあいふれあいながら、住み慣れ
た地域において、安心して暮らすことができる福祉のまちを実現します。

≪基本目標≫
　1．住民参加のまちづくり
　　　 　地域福祉を推進するために、一人ひとりの自主的な福祉活動への参加を培う

ことによって、暮らしや地域の課題を明らかにし、福祉の担い手として心のつ
ながる福祉社会づくりを推進します。

　2．みんなで支えあう地域づくり
　　　 　地域に暮らす住民が、お互いの人権を尊重し、思いやり、助けあい、支えあ

う地域づくりを、幅広い関係機関や団体との連携を図り、総合的に推進します。
　3．福祉サービスの充実と支援体制づくり
　　　 　誰もが尊厳をもった健やかな生活を継続できるよう自立支援や利用者本位の

福祉サービスを実現し、地域に根ざした支援体制づくりを推進します。

■♦東近江市社会福協議会　組織図

令和４年度
東近江市社会福祉協議会　組織図会　長

常務理事
兼　事務局長 総　務　課

永源寺事務所
五個荘事務所
愛東事務所
湖東事務所

能登川事務所
蒲生事務所

ヘルパーステーション
ゆうあいの家

ヘルパーステーション
なごみ

ヘルパーステーション
せせらぎ

デイサービスセンター
ゆうあいの家

デイサービスセンター
あさひの

認知症対応型デイサービスセンター
ちゃがゆの郷

小規模多機能型居宅介護
かじやの里の新兵衛さん

法人運営
企画調整

福祉センターハートピア

介護サービス事業庶務
訪問系介護サービス
通所系介護サービス

地域活動
ボランティアセンター

地域福祉権利擁護・資金貸付
総合相談・家計改善支援

障がい児者相談

地域福祉課

相談支援課

在宅福祉課
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■基盤強化計画
　東近江市の地域福祉を推進するために必要な、東近江市社会福祉協議会の組織の基盤
強化をはかる計画です。住民がすすめる活動計画である第３章「地区住民福祉活動計画」、
そして市社協が住民や様々な機関とともにすすめる第４章「地域福祉推進計画」、それら
の計画の目標を実現するために、市社協が取り組むべき組織強化の方針や具体策を定め
るものです。また行政が進める「東近江市地域福祉計画」を、連携・協働する計画と位置
づけ、両輪となって着実に推進することを目指します。
　特に、市社協の基本理念『共に生き、安心して暮らせる福祉のまちづくり』は、世界中
が目標とするSDGs（誰一人取り残さない持続可能な開発目標）にも合致し、市社協が基本
理念のもとに組織ガバナンスを強化することは大きな意義があるといえます。
　福祉のまちづくりを実践する組織として、〝東近江市の地域福祉の事務局″の自覚を持ち、
その責務を果たすための計画が「基盤強化計画」です。

□Ⅰ 法人のガバナンス強化
　１．役員会と事務局が意思疎通を図り、ともに事業運営の充実を目指します
　　　 　社会福祉協議会は、公共性の高い民間組織であり、経営の透明性・継続性が求め

られるとともに、地域住民等の意見が反映される事業運営が必要です。特に、社
会福祉協議会には、既存の福祉サービスや制度施策で対応できない〝狭間のニーズ
″に対して、先駆的に対応する使命があります。役職員がそのことを理解し、必要
な政策提言を行うとともに、安定し持続可能な事業経営が図れるよう補助金等の
財源確保に努めます。

　　　 　また、執行機関である理事会で充分な協議を行い、議決機関である評議員会で
の説明同意を得るなど、協議会であることを意識した組織内コンセンサスの充実
した体制を目指します。

　≪具体的な取り組み≫
　　■役員研修・職員研修の充実
　　　 　社協の役割について学び、基本理念を深く理解して行動できる役職員を目指し

た研修体系を整備します。
　　■理事会・評議員会への事業進捗状況・財務状況報告と課題対応策の協議
　　　 　事業の進捗と収支状況を四半期ごとに役員会に提示し、役員が常に現状把握で

きるようにします。また、「選ばれる・魅力あるサービス」「地域を支え・地域に支
えられるサービス」「制度外支援策」を役職員が一体となって協議し、経営改善や事
業の拡充につなげます。

　　■制度外支援策の検討
　　　 　職員が日々抱える「制度だけでは支えられない課題」に対して、課や部門を超え

た協議の場を設け支援策を検討します。また、支援策に対する評価をフィードバッ
クし、評価を受けることで職員のやりがい、モチベーションアップにつなげます。

　　■「住民同士のネットワーク」「専門職同士のネットワーク」づくり
　　　 　多様な人が、どんな状況にあっても地域の一員として暮らし続けられることを

目指す「地域共生社会の実現」に向けて、他の団体や社会福祉法人とは違う社協の
役割を明確にし、住民同士のネットワークと、それを支える専門職同士のネット
ワークづくりを進めます。

□Ⅱ 事務局体制の強化
　１．「地域福祉推進計画」をすすめるための体制を整備します
　　　 　「地域福祉推進計画」の目標達成に向け、全ての職員が共通認識を持ち、連携し

て取り組みをすすめます。

　≪具体的な取り組み≫
　　■地域共生実現プロジェクトの設置
　　　 　４課連携により計画を進めるため、各課職員で構成するプロジェクトを設置し、

必要な取り組みを協議します。各課での課題を持ち寄り、また協議したことを各
課に持ち帰り、社協全体で「地域共生社会の実現」に向けた共通認識を持ち計画の
推進にあたります。

　　■重層的支援体制構築に向けた４課連携会議の開催
　　　 　複雑多岐にわたる住民の困りごとが支援につながること（相談支援）や、全ての

方が社会参加する機会づくり（参加支援）、住民等による共生のまちづくり（地域づ
くり支援）を一体的に進めます。そのため、４課の職員が相談し合える場を設け取
り組みを具現化します。

　
　２．人材の育成と資質向上を図ります
　　　 　複雑多岐にわたる地域課題や個々の生活課題など、住民の多様なニーズに応え

るには、制度だけでなく狭間を埋める取り組みが必要となり、職員の専門性も多
岐にわたることから、福祉の総合職を目指した人材育成を図ります。

　　　 　また、高い専門性を身につけ、法人の責務を理解して組織運営と健全経営が図
れる職員を育成します。

　≪具体的な取り組み≫
　　■基礎研修の実施と『社協紹介カード』の作成
　　　 　「地域福祉とは」「社協とは」といった基礎的研修を実施し、全職員が組織の基本

理念を理解し行動できるよう資質向上を図ります。また、『社協紹介カード』を作成
して、職員が様々な場面で社協について説明できるようプレゼンテーション力の
向上を図ります。

　　■介護・障がいサービス部門の新任職員育成
　　　 　介護方法やレシピを掲載した冊子を作成し、新任職員の育成を図ります。
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　　■人材育成計画の策定
　　　 　職位・職階に合わせた階層別の研修基準を整備します。また、組織全体を理解

するため、所属部署を超えた配属研修を実施します。
　　■人事考課制度の活用
　　　 　上司と部下等職員間のコミュニケーションを図り、職員自身が「強み」「弱み」に

気づいて自発的な能力開発に取り組み、「能力」「やる気」を高め社協職員人材プロ
フィール※にある職員像を目指します。

　　■事例検討学習の実施
　　　 　各課の役割を知り連携できるよう、事例検討による学習会を実施します。

　３．職員の適正配置と計画的な採用、人材確保に向けた取り組みをすすめます
　　　 　事業内容や経営状況を分析したうえで、適正な人員配置と事業実施体制を整備し、

職員の能力が最大限に発揮できる職員の配置に努めます。また、持続可能な法人
運営を行うため、事業の継続性や将来性を見極め、安定した事業継続がはかれる
よう、計画的な職員採用を図ります。

　　　 　特に、福祉人材の確保は、社会福祉協議会だけでなく東近江市における福祉関
係事業所全体での課題であり、市内の社会福祉法人との協働による人材養成、人
材確保に向けた取り組みを進めます。

　≪具体的な取り組み≫
　　■ 全職員の従事している活動状況や事業内容の分析を行います。そのうえで必要な

配置人員を明らかにし、事業の実施体制を整備します。
　　■ 必要な配置人員を明らかにしたうえで、現任職員の年齢構成等を分析し、定期採

用に向けた職員採用計画を作成します。
　　■ 福祉・介護に関わる人材不足解消のため、利用者に寄り添い支援するワーカーの

「やりがい」を発信するなど、福祉・介護の魅力を広報周知します。
　　■ 訪問介護事業に従事するうえで必須となる「介護職員初任者研修」を、市内の社会

福祉法人との協働実施を検討します。

　４．魅力ある職場環境を整備します
　　　 　全ての職員が、健康でいきいきと働きがいを持って継続就業できるよう、活気

ある職場環境整備を図ります。幅広い年齢層の職員が働きやすい職場にするため、
子育てや介護と両立しやすい施策や職場の風土づくりなど、職員が実感できるよ
う整備します。

　≪具体的な取り組み≫
　　■一般事業主行動計画※の推進
　　　 　年次有給休暇や夏期特別休暇の取得促進、時間外勤務の削減、男性女性が共に協

力して子育てできるよう育児休業の取得向上を進めます。特に、早朝・夜間の業務、
時間外業務による職員の負担軽減を図れるよう具体的な対応を早期に検討します。

　　■労務管理体制の整備
　　　 　労働時間の管理徹底やメンタルヘルスなど、労務管理の徹底と労働環境、健康

管理、福利厚生の充実など職場環境の改善を推進します。
　　■高齢者就業確保措置の検討
　　　 　定年後も、これまで培ってきた能力を発揮できるよう、国の施策に基づいて雇

用環境を整備します。
　　■福利厚生の充実強化
　　　 　互助会事業等の積極的な活用を進め、職員の結婚や出産などのライフイベント

紹介、資格取得や表彰などを紹介する社内報を発行します。
　　■功労表彰制度活用の拡充
　　　 　職員総数の３分の２を占める非正規職員について、勤務期間等に応じた功労表

彰等の推薦を行います。

　５．事業の検証と継続を検討します
　 　新たな生活課題に対応し地域共生社会の実現を目指すため、事業の優先順位の検討

を図り、社協の独自性・優位性にもとづき、期待に対応したものとなっているかを検
証します。また必要な事業の継続性を図るためにも、既存事業の見直しや新規事業の
検討とともに、各事業のスクラップ＆ビルドを進めます。

　≪具体的な取り組み≫
　　■評価指標の検討
　　　 　数値で表すことが難しい事業についても、適正な評価が行えるよう評価指標の

作成を検討します。業務の可視化を図ることで、全職員による業務改善への意識
付けを徹底します。

　６．社会福祉協議会の認知度の向上をはかります
　 　「地域福祉推進計画」の目標を達成するには、地域住民の社会福祉協議会への理解が

必要不可欠です。また、本会の趣旨に賛同する者を会員とし、住民参加のまちづくり
を進めていることからも、より多くの方に「社協の会員として社協活動に参画する」と
認識してもらうことが組織基盤の強化にもつながります。さまざまな世代、対象に応
じた伝え方を検討し、情報発信力の強化に取り組みます。

　≪具体的な取り組み≫
　　■職員による社協のPRと周知活動の強化
　　　・「社協紹介カード」を作成し、職員があらゆる場面で周知活動を行います。
　　　・ ホームページで、「ヘルパーによる在宅介護の知恵」や「デイサービスおすすめのレ

シピ」を紹介して、認知度の向上を図ります。
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　　■社協会費や寄付等に関する情報発信強化
　　　 　社協会費や寄付、共同募金などの趣旨や使途についての情報発信を強化し、理

解者、協力者を増やします。

□Ⅲ 財政基盤の強化
　１．経営管理体制の充実をはかります
　　　 　財務諸表による財務分析を行い、年間を通して役員会に事業の進捗状況・財務

状況を報告し、健全な経営と事業推進を図ります。また、全職員が経営状況を把
握し、共通認識をもって事業展開をはかれるよう努めます。

　≪具体的な取り組み≫
　　■職員への経営状況説明会の実施
　　　 　社会福祉協議会の財源が公的な補助金・委託金、市民からの会費や寄付である

ことを自覚し、経営状況を把握して危機意識を共有しながら運営にあたります。
　　　 　財源が安定しない介護・障害サービス事業については、自律的・持続的な経営

能力の向上を図るため、役員（医療・福祉分野選出）と、介護・障害サービス部門
職員、財政部門職員による協議の場を設け、サービス内容や職員の資質なども含
めた、職員の主体性に基づく経営改善を図ります。

　　■管理職による経営分析の実施
　　　 　各課の管理職が、事業の進捗・収支状況を把握して経営分析を行い、社協全体

の運営方針を確認する場を設けます。

　２．自主財源の確保と地域福祉活動への循環活用をすすめます
　　　 　地域福祉活動の財源となる会費や寄付金、共同募金の拡充を図り、地域におい

て有効活用されるよう事業展開を図ります。
　　　 　そのため、使途を分かりやすく伝えるなど、SNS等も含めた発信力を強化し、協

力者を増やします。

　≪具体的な取り組み≫
　　■助成事業の見直し
　　　　助成事業の評価とあり方を協議する場をつくります。
　　■協力者を増やすための情報発信強化
　　　 　会費、寄付金、共同募金それぞれの使途の明確な見える化と情報発信を行います。

　３．補助金・委託金の確保に向けた取り組みをすすめます
　　　 　『東近江市地域福祉計画』（行政計画）における社協の役割と、本計画での具体的

事業活動との関連を明らかにし、行政関係部局と日常的な協議を行い、必要な公

費財源（補助金・委託金）の確保を目指します。特に、事業を行う上ではマンパワー
が不可欠であり、本計画を推進するための適正人員配置について行政との協議を
進めます。

　　　 　また、事業を実施する職員が、補助金・委託金の趣旨を理解し、目的が達成さ
れるよう活動の展開を図ります。

　≪具体的な取り組み≫
　　■「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」にもとづき、必要な業務と人員
　　　 　配置、ならびに補助・委託のあり方について行政と協議する場を持ちます。
　　■職員研修の実施
　　　 　職員の職位職階研修において、補助金・委託金のしくみや財務諸表の分析など、

各事業と財政とのつながりについて理解を深めます。

□Ⅳ 危機管理体制の強化
　１．災害時に、社協が果たすべき責務が果たせるよう、備えを強化します
　　　 　大規模災害が発生した際には、人命にかかわる重要な事業を中断させず、また

人々の孤立防止や生活上の困りごとへの支援など、発災後のフェーズに応じたさ
まざまな対応が求められます。また、地域住民の助け合い活動が欠かせないこと
から、地域活動への支援も大変重要です。職員全員が、社協の役割を理解し行動
できるよう、災害に備えるとともに、関係機関等との協力体制を構築します。

　　　 　また、自然災害だけでなく、感染症等の緊急対応が必要な際も、新型コロナウ
イルスへの対応、経験の積み重ねを教訓として活かせるように備えを整備します。

　≪具体的な取り組み≫
　　■BCP（事業継続計画）・職員行動マニュアルの作成と訓練の実施
　　　 　災害時の初動体制や発災後の組織としての動きを記したBCPを作成し、職員全

員が実際に行動できるよう職員への周知、訓練を実施します。また、組織内プロジェ
クトにより常に更新を図ります。

　　■社会資源としての事業継続計画の作成
　　　 　介護・障がいサービス部門では、事業所としての本来業務だけでなく、被災地

域の社会資源として期待される役割を想定した事業継続計画を作成します。
　　■資機材の備蓄整備
　　　 　さまざまな災害を想定し、事業を継続するための資機材の整備を行います。
　　■関係機関と協力体制を検討するための連携会議の実施
　　　 　災害時に、人の命と暮らしを守るため、福祉分野をはじめとする関係機関や団

体等との協力体制構築を目指した検討の場を設けます。
　　■新型コロナウイルス対応記録の作成
　　　 　新型コロナウイルスの蔓延初期には、未知のウイルスに対して逐一、課や部門
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を超えて相談し、通常業務とは異なる職員体制で対応にあたるなど、様々な対応
を行いました。また、感染防止対策についても、全ての職員が同じ行動がとれる
よう周知徹底を図りました。新型コロナウイルス対応での協議経過などの記録を
まとめ、今後、不測の事態が発生した際に活かせるよう、職員間で引き継ぐしく
みをつくります。

□Ⅴ 進行管理と行政とのパートナーシップ
　１．計画の着実な推進を図るため行政との連携を強化します
　　　 　東近江市行政と両輪となり、強いパートナーシップにより、東近江市の地域福祉

を推進します。「地域福祉計画」（行政計画）には、社会福祉協議会が民間組織のリー
ダーと位置づけられ、地域の課題解決に向けた活動の実践を進めることが課され
ています。このことから、相互の役割分担を整理するとともに、協働して進行管
理を行います。

　　　 　高齢・障がい・児童・生活困窮など、制度別対応となる行政に対し、社協は住
民の地域生活支援の視点で、また制度対象者を横断的に見る地域福祉の観点から、
行政と協働して課題解決に向けた取り組みをすすめます。社協は、総合相談や介
護サービスなどの「個別支援」と、支え合いのしくみづくりなどを行う「地域支援」
を切り離さず、常に一体となって行政とのパートナーシップを図ります。

　≪具体的な取り組み≫
　　■東近江市行政のプロジェクト委員会への参画
　　　 　東近江市が行政計画「地域福祉計画」の推進と進行管理を行う「地域福祉プロジェ

クト委員会」に参画し、住民主体の活動をすすめる民間組織の代表として行政計画
の推進、進捗に関わります。

　　■困難ケース解決に向けた検討協議
　　　 　既存サービスでは対応できない制度の狭間にある困難ケースに対し、さまざま

な事業での行政と連携する場をとらえて検討協議し、解決策を見出すことを目指
します。
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用語解説
	 「◎」は本市独自の内容で解説しています

あ行
アウトリーチ　P90
　困難な状況にありながら支援の必要性を自覚していなかったり、支援を拒否する人
に対し、公共機関などが積極的に対象者の居る場所に出向いて働きかけること。地域
における潜在的なニーズを発掘するニーズ発見の場や関係づくりなどにより、支援に
つながるよう積極的に働きかける取り組みのこと。

新しい地域支援事業　P23
　介護が必要になっても地域で暮らし続けるために、日ごろからのお互いを気にかけ
合い、見守り合い、支え合える（互助）地域づくりをすすめるための事業で、介護予防、
生活支援サービス事業、すべての高齢者を対象とした一般介護予防事業の「新しい総
合事業」と「生活支援体制整備事業」からなる。

一般事業主行動計画　P160
　「次世代育成支援対策推進法」と「女性活躍推進法」に基づき、事業所に義務づけけら
れている行動計画です。「次世代育成支援対策推進法」では、従業員の仕事と子育ての
両立を図るための雇用環境の整備や、子育てをしていない従業員も含めた多様な労働
環境の整備などにあたり、計画期間・目標・対策と実施時期を定めることとなってい
ます。「女性活躍推進法」では、女性活躍に関する状況把握と課題分析を行ったうえで
行動計画を作成するとなっています。

SIB（エスアイビー）　P25
　Social	 Impact	Bond（ソーシャルインパクトボンド）の略。社会的課題の解決と行
政コストの削減を同時に目指す手法で、民間資金で優れた社会事業を実施し、事前に
合意した成果が達成された場合、行政が投資家へ成功報酬を支払うというしくみ。こ
れまで行政が提供してきたサービスを行政に代わって実施するのではなく、「行政サー
ビスを追加・補完する事業」や「新しい領域における事業」を実施することで、社会的
課題の解決を目指す。

SNS　P131
　「ソーシャル・ネットワーキング・サービス」の略。人と人とのつながりを促進・支
援する、コミュニティ型のWebサイトおよびネットサービス。「Facebook（フェイス
ブック）」や「Twitter（ツイッター）」、「Instagram（インスタグラム）」など。

か行
寡婦　P96
　配偶者のない女性でその子どもが20歳以上の方。

寄附付き自動販売機　P25
　飲み物を購入すると、その売上の一部が飲料メーカー等から赤い羽根共同募金に寄
付される自動販売機のこと。寄付金は、設置されている地域の福祉活動や災害時のボ
ランティア活動等に役立てられる。

居宅介護事業　P26
　障がい者および障がい児に対し、居宅において、入浴、排せつ及び食事等の介護、
調理、洗濯及び掃除等の家事並びに生活等に関する相談及び助言その他の生活全般に
わたる援助を行う。

国際交流協会（東近江国際交流協会）◎　P7
　あらゆる国の人々が集うふれあいの場。国際交流や国際協力の活動拠点として、草
の根レベルの国際交流の推進及び国際理解の促進を図り、外国の方が訪れやすく、住
みやすい、世界に開かれた地域づくりを目指す団体。

国民生活基礎調査　P3
　保健、医療、福祉、年金、所得等国民生活の基礎的事項を調査し、厚生労働行政の
企画及び立案に必要な基礎資料を得ることを目的に実施されている。3年ごとに大規
模な調査を実施し、中間の各年は簡易な調査が実施されている。令和元（2019）年は、
大規模調査が実施された。

子ども食堂　P3
　貧困や孤食等様々な問題を抱えた子どもたちに、地域のボランティアが無料や安価
で食事を提供するコミュニティの場。東近江市では、貧困等に関わらず、子ども達の
居場所、また地域の大人等誰もが参加できるみんなの居場所として開催されている。
その中で、しんどさを抱えた子どもや保護者に寄り添った運営をされている。

さ行
災害ボランティアセンター　P20
　災害発生時のボランティア活動を効率よく進めるため、災害時に手助けが必要な住
民の把握やボランティアの募集、また手助けが必要な住民とボランティアをつなぐ活
動を行う機関。

在宅生活継続支援訪問介護サービス　P125
　在宅生活を継続するために必要な支援で、制度ではできない利用者のニーズに対応
する訪問介護を実施する事業。

社会的孤立　P2
　家族や社会との関係が希薄で他者との接触がほとんどない状態のこと。
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社会福祉法　P4
　我が国における社会福祉サービスの基礎をなす法律。1951年に制定。制定当初か
ら、2000年までは「社会福祉事業法」と呼ばれていたが、この間の社会状況の変容を受
けた社会福祉基礎構造改革において、大幅な改正が行われ、2000年６月から「社会福
祉法」として施行されている。

小規模多機能型居宅介護事業　P26
　利用者が可能な限り自立した生活を送ることができるよう、利用者の選択に応じて、
施設への「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅へ「訪問」を組み合わせ、
家庭的な環境と地域住民との交流の元で、日常生活上の支援や機能訓練を行う。

身体障害者手帳　P18
　身体障害者福祉法に定める身体上の障がいがある人が、各種の障がい福祉サービス
を受けやすくするための手帳。都道府県知事、政令指定都市の長または中核市の長が
交付。

自己有用感　P105
　自分の属する集団の中で、自分がどれだけ大切な存在であるかということを自分自
身で認識すること。

自主防災組織　P19
　家庭における日頃の備えやいざというときの心構えとともに、近所の人たちと協力
しあい、地域の防災活動を効果的に行うための組織。

社協職員人材プロフィール◎　P160
　東近江市社会福祉協議会では、基本理念・基本目標の達成に向けた人材を育成する
ため、人事考課制度を設けています。その中で、取り組むべき組織の重点課題の遂行
に求められる職員像を、「人材プロフィール」として定めています。

　「東近江市社会福祉協議会　８つの人材プロフィール」
　　1，地域や住民との関りを持ち、信頼関係を築く人
　　2，様々な事柄に興味関心を持ち、情報の収集や活用を多彩に行う人
　　3，基本理念に基づいて、自ら考え、果敢に挑戦し、責任を持って行動する人
　　4，	社会や組織の一員としての自覚を持ち、周囲と協力しながら努力を惜しまず

成果を追い求める人
　　5，プロフェッショナル意識を持ち、広い視野と深い見識の習得に意欲的な人
　　6，相手の立場に立ち、認め、可能性を信じて誠実に接していく人
　　7，	自己管理を怠らず、自らを律し、相手のアドバイスを真摯に受け容れ実践する人
　　8，チームワークを重んじ、周囲を巻き込みながらリーダーシップを発揮する人

住居提供事業　P125
　東近江市からの委託を受け、冬季の間、高齢等のため自宅での生活に不安のある方
に生活の場を提供する事業。

重層的支援体制整備事業　P4
　令和３（2021）年４月の社会福祉法改正により、新たに創設された市町村任意の事
業。市町村において、既存の相談支援等の取組を活かしつつ、地域住民の複雑化・複
合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、①相談支援（属性
を問わない相談支援、多機関協働による支援、アウトリーチ等を通じた継続的支援）、
②参加支援、③地域づくりに向けた支援を一体的に実施するもの。

住民基本台帳　P104
　氏名、生年月日、性別、住所などが記載された住民票を編成したもの。

準要保護児童生徒　P17
　生活保護法第６条第２項に規定する要保護者に準ずる程度に困窮している世帯の児
童生徒。

生活困窮者自立支援法　P21
　平成27（2015）年４月に施行された法律で、経済的に困窮し、最低限度の生活を維
持することができなくなるおそれのある人に対して、個々の状況に応じた支援を行い、
自立の促進を図ることを目的とする。

生活支援サポーター◎　P20
　住民が互いに声をかけ合い助け合える、助けてと言える地域づくりのため、住民同
士で身近な人の暮らしの困りごとに気づき、自分のできることで助け合いの活動をす
る人。

生活支援体制整備事業　P24
　市町村の全域と日常生活圏域ごとに「生活支援コーディネーター」と「協議体」を配置
して、誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができ
るよう、住民や団体、専門職などが連携し、地域の支え合いの体制づくりをすすめる
事業。

生活保護　P17
　生活に困窮する方に対し、その困窮の程度に応じて必要な保護を行い、健康で文化
的な最低限度の生活を保障するとともに、自立を助長することを目的とした制度。
・被保護者…保護を受給している人。
・要保護児童生徒…生活保護を受給している世帯の児童・生徒
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精神障害者保健福祉手帳　P18
　精神障がい者の自立と社会参加の促進を図るため、手帳を持っている方々に様々な
支援策が講じられている。都道府県知事が交付。

成年後見制度　P128
　認知症や知的障がい、精神障がい等によって判断能力が不十分である成年者の財産
と生活を守ることを目的とした制度。

相対的貧困率　P3
　等価可処分所得（世帯の可処分所得を世帯人員の平方根で割って調整した所得）の貧
困線（所得中央値の半分）に満たない世帯の割合。可処分所得とは、所得から所得税、
住民税、社会保険料及び固定資産税をひいたものをいう。

相談支援包括化推進員　P125
　重層的支援体制整備を進めるなかで配置され、地域からの相談の声の受け止めや事
業所など関係機関との連携調整を図るなどの役割を担う。

た行
第１層協議体　P24
　生活支援体制整備事業において設置された協議体で、支え合いの地域づくりを話し
合う場。様々な団体等が参加し、住民と専門職が共に課題の共有や取り組みの検討、
情報発信などを行う。東近江市では市域のことを指す。

第２層協議体　P24
　生活支援体制整備事業において設置された協議体で、東近江市では、14地区ごとに
設置し、支え合いの地域づくりを話し合う場。様々な住民、団体、専門職等が参加し、
地域の課題の共有や取り組みの検討を進める。

地域共生社会　P4
　制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地
域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸
ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創ってい
く社会のこと。

地域支え合いコーディネーター　P125
　生活支援体制整備事業において配置されており、市域で活動する生活支援コーディ
ネーター。第１層協議体の運営や第２層協議体の支援などを行う。

地域支え合い推進員　P119
　生活支援体制整備事業において配置されており、14地区で活動する生活支援コー
ディネーター。地域における居場所づくりや支え合い活動に向けて、第２層協議体の
話し合いの場を支援したり、活動のサポートをする。

地域生活支援事業　P26
　障がい者および障がい児が、自立した日常生活または社会生活を営むことができる
よう、住民に最も身近な市町村を中心として実施される事業。市町村や都道府県は、
地域で生活する障がい児者のニーズを踏まえ、地域の実情に応じた柔軟な事業形態で
の実施が可能となるよう、自治体の創意工夫により事業の詳細を決定し、効率的・効
果的な取り組みを行う。

地域包括支援センター　P3
　地域の高齢者の総合相談、権利擁護や地域の支援体制づくり、介護予防の必要な援
助などを行い、高齢者の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援する機関。原
則として、保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員の３職種を配置。

地域密着サービス事業　P125
　認知症の人や高齢者が介護の必要な状態となっても、できる限り住み慣れた自宅や
地域で、安心して生活が継続できるように、介護サービスを提供するもの。地域密着
型サービスは、原則としてその市に在住する被保険者のみを対象とする。

地区社協（地区社会福祉協議会）◎　P19
　一定の地域内において、地域福祉の推進を図ることを目的とした地域住民による自
主的な団体。自治会関係者や各種団体等で構成されている。東近江市では、14地区に
地区社会福祉協議会が組織され、地域に根ざした福祉のまちづくりをすすめている。

地区担当ワーカー◎　P125
　市内14の地区ごとの市社協担当者。地域に出向き、地域の実情を把握し、地区の
特性に応じた活動を支援する。

地区ボランティアセンター◎　P24
　身近な地域で住民同士が困りごとを聞き、解決に向けて必要な資源（人や活動など）
につなげるしくみ。

通所介護事業　P26
　施設で介護等のサービスを提供。利用者は、日中の食事、入浴の提供、介護、生活
などについての相談・助言、健康状態の確認など、幅広い日常生活の支援を受け、機
能訓練を行う。また、施設は利用者の自宅から施設まで送迎を行う。
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テーマ型募金　P23
	　赤い羽根共同募金は、10月１日から12月31日までの間にいただいた募金で、身近
な地域での福祉活動や県内の社会福祉施設の整備等、幅広い活動へ配分を行うが、
「テーマ型募金」は、各共同募金委員会（各市町ごと）が決めた特定のテーマで行う福祉
活動へ配分を行うために寄付金を募るもので、１月１日から３月31日までの間に募
金活動を行うもの。東近江市では、「見守り活動支援」と「子どもを事故から守る」の２
つのテーマを設定。

特別支援学級　P95
　心身に障がいがある、発達に偏りがあるなど、教育上特別な支援を必要とする児童
および生徒のために、小学校、中学校、高等学校及び中等教育学校に設置された学級。

特別支援学校　P95
　障がい者等が「幼稚園、小学校、中学校、高等学校に準じた教育を受けること」と「学
習上または生活上の困難を克服し自立が図られること」を目的とした学校。

特別養護老人ホーム　P121
常時介護を必要とし、在宅での生活が困難な高齢者に対して、生活全般の介護を提供
する施設。入浴、排泄、食事などの介護、その他の日常生活の世話、機能訓練、健康
管理及び療養上の世話を行う。

とび太くんバッジ募金◎　P23
　テーマ型募金の一つ。「子どもを事故から守る募金」に協力いただいた方に「とび太く
んバッジ」をお渡しし、その募金は、飛び出し人形作成の財源となる。飛び出し人形は、
申請があった自治会へ配布。

な行
ニッポン一億総活躍プラン　P4
　2015年10月に発足した第３次安部晋三改造内閣の目玉プラン。少子高齢化に歯止
めをかけ、50年後も人口１億人を維持し、家庭・職場・地域で誰もが活躍できる社会
を目指すためのプラン。地域共生社会の実現が盛り込まれた。

認知症　P101
　脳の病気や障がいなど様々な原因により、認知機能が低下し、日常生活全般に支障
が出てくる状態をいう。

認知症高齢者見守りネットワーク事業　P125
　誰もが認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせる地域づくりのため、東
近江市からの委託を受け、認知症学習会、見守りネットワーク会議、家族会、認知症
カフェ、施設所在の自治会等との避難訓練、地域の子どもとの交流などを実施。

認知症対応型通所介護事業　P26
　施設で介護などのサービスを提供。利用者には施設で食事や入浴等の日常生活上の
支援や、生活機能向上のための機能訓練や口腔機能向上のサービス等を提供。また、
利用者の自宅から施設までの送迎も行う。

ネグレクト　P19
　虐待の一つで、幼児・児童・高齢者・障がい者などに対し、その保護、世話、養育、
介護などを怠り、放任する行為のこと。

は行
8050問題（はちまるごーまる問題）　P2
　80代の親が50代の子どもの生活を支えるという問題。ひきこもりの長期化などに
より、本人と親が高齢化し、支援につながらないまま孤立してしまうこと。1980年
代に「ひきこもり」が社会問題になったが、当時若者だった人が、40代〜50代になり、
親の世代が70代〜80代と高齢化し、深刻な問題となっている。

BCP（事業継続計画）　P26
　Business	Continuity	Planningの略で、災害などの緊急事態が発生した時に、事
業所が損害を最小限に抑え、事業の継続や復旧を図るための計画のことです。東近江
市社会福祉協議会では、本会が実施する福祉サービス利用者ならびに職員・家族の人
命・安全を最優先としながらも、災害ボランティアセンターの設置・運営や地域活動
の再生などの役割があり、そのための資源の準備や対応方針、手段などを定める必要
があります。

東近江市総合計画　P9
　東近江市のまちづくりの指針として、平成19年３月に「東近江市総合計画（基本構
想および前期基本計画）」を、平成24年３月に「東近江市総合計画（後期基本計画）」が
策定。また平成29年４月に「第２次東近江市総合計画」が策定された。「うるおいとに
ぎわいのまち　東近江市」の実現に向けた計画。「基本構想」と「基本計画」で構成されて
いる。

ひきこもり　P2
　仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに、６カ月以上続
けて自宅にひきこもっている状態のこと。

避難行動要支援者個別避難計画　P106
　災害時に自ら避難することが困難な要支援者（一人暮らし高齢者や障がい者など）
が、災害時に円滑に避難できるよう、どのような避難行動をとればよいのかについて、
一人ひとりの状況に合わせて事前に作成する個別の計画。
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避難行動要支援者避難支援制度　P17
　一人暮らし高齢者や高齢世帯の方、重度の障がいの方など、日常生活の中で手助け
を必要とする人に対して、災害時などに地域の中で支援を受けられるよう体制を整え
る制度。

フェイスブック　P24
　ソーシャルネットワークサービスの一つ。インターネット上で社会的なつながりを
作っていくサービス。

フードバンク　P120
　主に企業や農家から、まだ十分食べられるのに余っている食品を寄贈してもらい、
食べ物を必要としている人のもとへ届ける活動および団体。食品の収集・保管・管理・
配布までの一連の活動全般を行う。

福祉委員・福祉推進員・福祉推進委員・福祉協力員・福祉委員会◎　P19
　自治会の中で暮らしの課題を把握し、福祉的な支援が必要な方に寄り添い、地域住
民の協力を得ながら、「身近な地域で福祉活動をすすめる担い手」。東近江市では、地
区によって呼び方や成り手が違い、設置されているところ、されていないところ、さ
まざま。また、複数の福祉委員で福祉委員会・福祉推進委員会といった組織で活動さ
れている地区もある。

フリースクール　P23
一般に、不登校の子供に対し、学習活動、教育相談、体験活動などの活動を行ってい
る民間の施設。その規模や活動内容は多種多様であり、民間の自主性・主体性の下に
設置・運営されている。

プラットホーム　P119
　分野、領域を超えた地域づくりの担い手が出会い、更なる展開が生まれる“場”のこと。

包括的支援体制　P4
　社会的孤立や8050問題など課題が複合化していたり、制度の狭間に陥っていたり
する個人や世帯が抱える課題を解決するため、地域住民による支え合いと、公的支援
が連動する包括的な支援をするための体制。

訪問介護事業　P26
　訪問介護員（ホームヘルパー）などが利用者の自宅を直接訪問して、入浴、排せつ、
食事等の介助などの「身体介護」や調理、洗濯、掃除等の家事といった「生活援助」を行
うサービス。要支援・要介護の高齢者が自立した在宅生活を送るために生活をサポー
トする。

訪問入浴事業　P26
　利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活を送ることができるよう、利用者の身
体の清潔の保持、心身機能の維持回復を図り、利用者の生活機能の維持又は向上を目
指して実施される事業。看護職員と介護職員が利用者の自宅を訪問し、持参した浴槽
によって入浴の介護を行う。

募金百貨店◎　P22
　「売り手よし、買い手よし、東近江市よし」の三方よしで取り組むプロジェクトで、
プロジェクトに参加いただいているお店や会社が、東近江市の課題解決のために、百
貨店のように集まって取り組むことから募金百貨店という。地域住民が募金百貨店登
録されている商品などを購入することで、その売り上げ金の一部が共同募金へ寄付さ
れるしくみ。

ボランティア　P23
　自発的な意志に基づき他人や社会に貢献すること。活動の性格として、「自主性（主
体性）」、「社会性（連帯性）」、「無償性（無給性）」等があげられる。

ボランティアセンター　P23
　ボランティア活動の推進・支援拠点として設置され、地域住民のボランティア活動
への相談に応じ、支援する。

ま行
まちづくり協議会◎　P7
　地区の課題解決と個性を活かしたまちづくりにとりくむため、多様な主体が参加し
て自主的に設置する地域自治組織。平成26年４月に「協働のまちづくり条例」が施行
され、その中でまちづくり協議会の位置づけ等も定められた。各地区にあるコミュニ
ティセンターを拠点に活動。

まちづくりネット東近江◎　P96
　食やエネルギー、福祉など、現代社会におけるさまざまなニーズに取り組む市民活
動団体、まちづくり協議会などの団体、コミュニティを支援し、また、行政や様々な
セクターとの協働のもとに、東近江市における市民社会の健全な発展に寄与すること
を目的とするNPO（社会的な活動をする民間の非営利組織）。

民児協（民生委員児童委員協議会）　P104
　すべての民生委員・児童委員は、市町村の一定区域ごとに設置される「民生委員児
童委員協議会」（略称：民児協）に所属し活動。この市町村ごとの一定区域ごとに民児協
を設置すべきことは、民生委員法に規定されていることから、この民児協を「法定単
位民児協」と呼んでいる。東近江市では、14地区ごとに法定民児協が設置されている。
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民生委員・児童委員　P19
　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域において、常に住民の立
場にたって、相談に応じ必要な援助を行い、社会福祉の増進に努める方々であり、「児
童委員」を兼ねている。東近江市では、294名おられる。児童委員は、地域の子どもた
ちが元気に安心して暮らせるように、子どもたちを見守り、子育ての不安や妊娠中の
心配ごとの相談・支援を行う。また、一部の児童委員は、児童に関することを専門に
担当する「主任児童委員」の指名を受けている。東近江市では、28名が主任児童委員の
指名を受けている。

や行
ヤングケアラー　P2
　家族にケアを要する人がいる場合、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や
家族の世話、介護、感情面のサポートを行っている18歳未満のこどものこと。

要介護認定者　P18
　日常生活において、介護が必要な状態の軽減や悪化の防止のために支援が必要な状
態にある方（要支援者）や、常時介護を必要とする状態にある（要介護者）と認定された方。

ら行
療育手帳　P18
　知的障害のある人が各種の障がい福祉サービスを受けやすくするための手帳。都道
府県知事または政令指定都市の長が交付。

わ行
ワークショップ　P7
　一方的な伝達ではなく、参加者自ら参加し、グループの相互作用の中で何かを学び
合ったり、作り出したりする、双方向の学びと創造のスタイル。

第３次東近江市地域福祉活動計画策定委員会内規
（設置目的）
第１条　	社会福祉法人東近江市社会福祉協議会（以下「本会」という。）が、第３次東近江市

地域福祉活動計画（以下「活動計画」という。）を策定するために、第３次東近江市
地域福祉活動計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）を設置する。

（協議事項等）
第２条　	策定委員会は、活動計画の策定に関する必要事項について協議し、その結果を

本会会長に対して報告する。

（委員会組織）
第３条　策定委員会は、次の各号に属する策定委員30名以内で組織する。
　　（１）学識経験者
　　（２）地域福祉・まちづくり活動を行う者または団体の代表
　　（３）NPO・ボランティア活動関係者
　　（４）医療・福祉・教育関係者
　　（５）企業関係者
　　（６）本会の理事、評議員
　　（７）その他会長が必要と認めた者

（任期）
第４条　策定委員の任期は、委嘱の日から計画策定が終了するまでとする。
　　　　	ただし、増員や辞職等に伴う委員の交代により、新たに選任されることとなる

委員の任期についても同様とする。

（委員長及び副委員長）
第５条　	策定委員会に委員長１名、副委員長１名を置く。委員長、副委員長は策定委員

の互選により選出する。
２　委員長は、会務を総括し、策定委員会を代表する。
３　	副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代
理する。

（会議）
第６条　策定委員会の会議は委員長が招集し、委員長がその議長となる。
２　	策定委員会は、必要があると認めるときは、策定委員以外の者に会議への出席を求め、
意見または説明を求めることができる。

（その他）
第７条　	この内規に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事項は委員長が

定める。

附　則　この内規は、令和３年３月1日から施行する。
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第３次地域福祉活動計画　策定委員会　名簿
 任期：令和３年３月16日～令和４年６月１日

氏　名 所　属 役職等
1 松端　克文 武庫川女子大学　文学部　心理・社会福祉学科 教授
2 金田　喜弘 佛教大学 専門職キャリアサポートセンター 講師
3 中川　裕雄 まちつなぎ八日市（八日市地区第2層協議体） コーディネーター

4 西関　正弘 パナソニックホームズ株式会社
パナソニックホームズ 労働組合 湖東支部 支部執行委員長

5 楠神　渉 NPO法人 加楽 所長

6 山邊　猛 社会福祉法人 布引会
特別養護老人ホーム 玉園ハイム 施設長

7 小島　滋之 社会福祉法人 八身福祉会 施設長
8 松下　幹男 東近江市民生委員児童委員協議会 副会長
9 辰己　はる枝 きたさかほん和か隊（北坂町福祉委員会）
10 大庭　美香 ぐるりの家
11 井上　文子 いのうえ製菓
12 池田　佳一郎 永源寺福祉の会 副会長
13 綾　康典 蒲生北小学校・朝桜中学校 地域コーディネーター
14 木田　行男 市辺コミュニティセンター 館長
15 小澤　亜矢 サマーの会 代表
16 谷口　和男 中野地区社会福祉協議会 会長
17 廣田　博文 遊歩会 世話人
18 高橋　平 福祉共育協力者
19 小島　秋彦 湖東地区まちづくり協議会 事務局長
20 森下　瑠美 NPO法人 まちづくりネット東近江 事務局長
21 菅谷　寛子 八日市おかえり食堂 代表
22 木本　大喜 社会福祉法人 わたむきの里福祉会 支援センター太陽 計画相談員
23 藤井　美智代 NPO法人 喜里　ワークスペース喜福 所長
24 今若　真樹 東近江国際交流協会
25 宮川　草平 宮川バネ工業株式会社 代表取締役

26
中西　尚代 東近江市役所 健康福祉部

（令和３年３月16日から令和４年３月31日） 管理監

森野　信一郎 東近江市役所 健康福祉部
（令和４年４月１日から令和４年６月１日） 管理監

27

高橋　宏和
社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会　地域福祉部門
縁企画・改革グループ

（令和３年３月16日から令和３年6月27日）
グループリーダー

安武　邦弘
社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会　地域福祉部門
縁企画・改革グループ

（令和３年６月28日から令和４年３月31日）
グループリーダー

武村　絹子
社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会
地域福祉課

（令和４年４月１日から令和４年６月１日）
課長

 ＊順不同・敬称略。所属・役職名は、就任当時のものです。

■第３次東近江市地域福祉活動計画　策定体制
地域共生実現プロジェクト

1 青木　有美 総務課　主幹
2 寺村　沙季 総務課　係長
3 川嶋　裕之 相談支援課　主幹
4 破瀬　恵津子 相談支援課　係長
5 池山　紘一 相談支援課　係長
6 中西　知史 相談支援課　係長
7 池田　美哉 在宅福祉課　主幹
8 光田　淳人 在宅福祉課　主幹
9 浜田　篤史 地域福祉課　主幹
10 金子　泉美 地域福祉課　主幹
11 上田　祐子 地域福祉課　係長

課長会
1 川南　壽 常任理事・事務局長
2 三輪　勝久 総務課　課長
3 光井　哲也 相談支援課　課長
4 眞弓　洋一 在宅福祉課　課長
5 太田　裕子 地域福祉課　課長

事務局
1 谷　和之 地域福祉課　主事
2 柴田　遥 地域福祉課　主事
3 久保　晃 地域福祉課　主事
4 水谷　友彦 地域福祉課　主事
5 池尻　雅 地域福祉課　主事
6 福永　剛士 地域福祉課　主事
7 大柿　しのぶ 地域福祉課　主事
8 川口　梨乃 地域福祉課　主事

＊所属・役職は令和3年度・令和4年度のものです。
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第３次東近江市地域福祉活動計画
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